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研究要旨 

研究目的 

ゲイコミュニティが存在し、当事者を中心とした CBOと行政、医療者、研究者との協働体

制が構築されている地域、あるいはその可能性が高い地域(北海道、東北、東京都・神奈川県・

首都圏、愛知県・東海、大阪府・近畿、岡山県・中国、愛媛県・四国、福岡県・九州、沖縄

県）で、より感染リスクの高い層やこれまで介入が届きにくかった層を対象とした検査機会

を提供することとしていたが、自粛の影響をふまえ、保健所などの検査機会の現状を共有し、

各地域で新たなに有効な検査手法を検討し、その効果評価の体制を整備することとした。特

に令和 2 年 2 月からの新型コロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は 7 割以上減少と

なっている。この減少を埋めるためにも新たな検査機会での補完が急務となった。そこで各

地域では、郵送検査キットを配布する取り組みを開始した。各地域の状況に合わせて、対面

配布と WEB配布する方式を組み合わせて実施した。 

 

研究結果の概要 

初年度、各地域の連携のもと、郵送検査キットを 1,053 キット配布し、受検者アンケート

に回答した人は 1,048 人であった。このうち、実際に利用した人は 769人であり、配布数に

占める利用者の割合は 73.0%であった。このうち、結果画面を視認したと考えられる人は 736

人（95.7%）であった。新規の HIV陽性率は推定で 1.8%、新規の梅毒陽性率は推定で 5.6%で

あった。本年度は、郵送検査キットを 1,893 キット配布し、受検者アンケートに回答した人

は 2,016 人であった。このうち、実際に利用した人は 1,305 人であり、配布数に占める利用

者の割合は 68.9%であった。このうち、結果画面を視認したと考えられる人は 1,259人（96.5%）

であった。新規の HIV 陽性率は推定で 0.9%、新規の梅毒陽性率は推定で 3.6%であった。 

その他、保健所以外の検査機会としては東海、近畿、中四国、沖縄地域でクリニックと協

働した検査キャンペーンを実施し、現時点で、東海では 3クリニック、年間総計 57人が利用

した（HIV の陽性 2 人、梅毒陽性は既往歴と新規感染合わせて 12 人）。近畿では 12クリニッ

ク、年間総計 233 人が利用した（HIV 陽性者 4 人、梅毒陽性は既往歴と新規感染合わせて 51

人、B型肝炎陽性者 1 人）。岡山では 6 クリニック、50 人が利用した（HIV陽性 6 人、梅毒陽

性は既往歴と新規感染合わせて 14人）。沖縄では 5 クリニック、26人が利用した（HIV 陽性

１人）。また大阪ではコミュニティセンターで検査を年 6回実施し、検査利用者は 144 人で、

HIV新規陽性者 2人、梅毒陽性者 20 人であった。 
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Ａ．研究目的 

日本では MSM（men who have sex with men）

におけるエイズ対策として、全国 6 ヶ所のコ

ミュニティセンターが設置され、当事者性を

活用し、HIV 抗体検査の自発的な受検勧奨を

推進しており、MSM における受検割合は 7 割

程度まで上昇している。一方で、現状の検査

体制では対応できていない未診断感染者が一

定程度存在することが指摘されている。世界

では ART 普及の効果について、UNAIDS主導で

ケアカスケード分析がおこなわれ、各国のエ

イズ対策の柱となっている。また、ART の早

期導入は、HIV 感染症の生命予後が著しく改

善されるだけでなく、パートナーへの感染予

防効果も示され、「U=U」としてメッセージは

広がり、HIV 感染症に対する恐怖やスティグ

マの低減に加え、受検行動にも影響を与える

ことが示唆されている。 

日本の現状は、感染者の診断率が 6 割から

8 割程度と報告されており、達成目標である 9

割に届いていない。エイズ動向委員会の報告

では、新規 HIV感染報告における感染経路の

7 割は男性同性間の性的接触によるもので、

加えて新規感染報告数に占める AIDS 患者割

合が約 3 割であり、早期受検、早期治療の重

要性をふまえると、MSM における HIV 抗体検

査の受検勧奨は必須である。 

CBO（Community based organization）が主

体的になって取り組んだ検査事業では、陽性

割合が保健所より高く、県レベルでの新規感

染報告数に占める AIDS 患者割合の減少がみ

られるなど、一定の成果を得てきたが、日本

全体に影響を及ぼすには、提供できた検査機

会が少ない。また、感染リスクの高い層には

性行動が活発な人、未受検者や薬物使用者が

内包され、都市部と地方の実態も異なる。先

行研究では介入認知群の受検割合は 9割に到

達しつつあるが、非認知群では 5割程度と低

いことも明らかとなった。MSM では、これま

での介入が届きにくい層が存在しており、新

たな知見を活用し、今後は、感染リスクの高

い層に焦点をあてた介入を積極的に展開して

いく必要がある。加えて今年度は新型コロナ

ウイルス感染症の拡大の影響で、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、MSM の検査機会も

減少し、エイズ発症割合も増加している。ま

たコミュニティセンターの開館時間も大幅に

短縮となり、ゲイ向け商業施設やイベントも

激減し、啓発普及の変更を余儀なくされた。

一方で保健所等の検査機会も縮小する場合も

多く、潜在的な HIV検査ニーズは高まってい

た。郵送検査には自宅で都合の良い時間に受

けられるメリットもあるが、支援や情報提供

が不足しがちになるデメリットもある。その

ため本研究では、6 箇所のコミュニティセン

ターを中心に日本 9 地域で郵送検査やクリ

ニック・診療所での検査を活用し、三密を避

けながら保健所以外の場所で、検査を受けら

れる方策の整備および受検者アンケート体制

の構築、オールジャパン統一で広報体制を構

築することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

ゲイコミュニティが存在し、当事者を中心

とした CBO と行政、医療者、研究者との協

働体制が構築されている地域、あるいはその

可能性が高い地域(北海道、東北、東京都・神

奈川県・首都圏、愛知県・東海、大阪府・近

畿、岡山県・中国、愛媛県・四国、福岡県・

九州、沖縄県）で、より感染リスクの高い層

やこれまで介入が届きにくかった層を対象と

した検査機会を提供することとしていたが、

研究分担者氏名（所属研究機関名及び所属研
究機関における職名） 
 

研究 4 金子典代（公立大学法人名古屋市立

大学 看護学部 准教授） 

研究 6和田秀穂（川崎医科大学 教授） 

研究 8 健山正男（国立大学法人琉球大学  

大学院 医学系研究科 准教授） 
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自粛の影響をふまえ、保健所などの検査機会

の現状を共有し、各地域で新たなに有効な検

査手法を検討し、その効果評価の体制を整備

した。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響をふまえ、保健所などの検査機会の現状を

共有し、各地域で新たな有効な検査手法を検

討した。郵送検査やクリニック検査等、CBO

が介在する保健所以外の検査機会利用前後に

は無記名自記式のアンケート調査を WEB 上

および紙面で実施し、その後の結果と一致さ

せ、効果評価を行うことにした。  

啓発介入で展開する検査提供が、意図した

対象に提供されていたかを評価するために、

受検機会を利用した人を対象に質問紙調査の

準備を進め、受検経験・性行動などの受検者

特性の把握および地域間比較、一部地域では

保健所受検者との比較、初期の診断状況を把

握する仕組みを検討した。データの集計およ

び統計処理には IBM SPSS Statistics 23

（Windows）を用いた。有意水準を 5％未満

とした。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は大阪青山大学倫理委員会、また研

究分担者や研究協力者所属の研究機関に組織

される倫理委員会の承認を得て実施される。

ゲイ・バイセクシュアル男性や HIV 陽性者は

社会からの偏見・差別が強くこれらの点につ

いての配慮が必要である。このため本研究で

は各地域の当事者を中心とした 9 地域の

CBO やゲイコミュニティのキーパーソン、

HIV 陽性者当事者団体および支援団体と連

携し、意見聴取を行いつつ、調査方法や介入

内容を検討し、対象者が本研究参加によって

性的指向や感染の有無よる差別や偏見を受け

ないように配慮した。 

本研究は血液検査が含まれており、協力依

頼時には訓練された専門のスタッフが書面お

よび口頭によって説明し、研究主体、研究目

的、調査参加の任意性、予想されるメリット、

デメリット、厳密な個人情報の保護、不参加

の際に不利益を受けないこと、途中での中止

の自由について十分に理解を得たのちに同意

を得たうえで実施する。結果判明後の診療・

支援体制についても保健所と同等の環境を整

備した上で研究を実施する。また研究結果に

ついては、関連学会や出版物などで個人が特

定されないように処理したデータの分析結果

のみを公表することを説明する。 

 

Ｃ．研究結果 

 本報告では、各地域で取り組まれた保健所

以外の検査機会の拡大における取り組みにつ

いて報告する。 

 

研究１ 北海道における MSMに対する検査提

供と介入の効果評価 

道内 8か所で配布場所を設定し、対面配布

で 161キット、個別に 6キット、WEB配布 50

キットも組み合わせ、総計 217 キットを配布

した。アンケートに回答し、有効回答であっ

たものは 156 名であった。95.5％が結果サイ

トにログインしていた。HIV 陽性件数は 3 件

、梅毒の陽性件数は 25件（既感染も含む）で

あった。 

アンケートに回答し、かつ検体郵送した者

95 名の属性については、30 歳未満が 24.2％

を占めた。北海道居住者が 98.9％であった。

生涯初の検査経験割合は 32.6％であった。過

去 1 年の検査経験がなかったものは全体のう

ち 64.2％であった。MSM対象の予防啓発やコ

ミュニティセンターのことをあまり知らなか

った人は 58.9％を占めた。今回は 2 回目の取

り組みであったが、当事者団体 2団体が協力

し、道内広域にわたる配布会が実施できた。

また広報については仙台地域とも連携できる

ことで効果を発揮できた。 
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研究２ 東北における MSM に対する検査提供

と介入の効果評価 

総計 206 キットを配布した。コミュニティ

センターでの対面配布 27件、WEBでの配布が

179件であった。 

アンケートに回答し有効回答であったもの

は 168名であった。また実際に検体を郵送会

社に郵送したものは 126名であった。97.6％

が結果サイトにログインしていた。 

HIV陽性件数は 1 件、梅毒の陽性件数は 13

件（既感染も含む）であった。 

郵送検査利用者の属性については、対面配

布かつ ID 連結の同意を得た 12 名においては

、30 歳未満が 8.3％を占めた。東北地域の居

住者が 100.0％であった。生涯初の検査経験

割合は 25.0％であった。過去 1 年の検査経験

がなかったものは全体のうち 41.7％であっ

た。MSM 対象の予防啓発やコミュニティセン

ターのことをあまり知らなかった人は 41.7

％を占めた。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 62 名に

おいては、30 歳未満が 48.4％を占めた。東北

地域の居住者が 95.2％であった。生涯初の検

査経験割合は 22.6％であった。過去 1年の検

査経験がなかったものは全体のうち 45.2％

であった。MSM 対象の予防啓発やコミュニテ

ィセンターのことをあまり知らなかった人は

50.0％を占めた。 

東北地域で、ゆうそう検査キットの配布を

実施した。ゆうそう検査キットをほぼ計画通

りに実施できた。特に WEB での申し込み、郵

便局での受け取りニーズが高いことが明らか

となった。 

 

研究３ 首都圏における MSMに対する検査提

供と介入の効果評価 

東京地域では総計 387 キットを配布した。

コミュニティセンターakta での対面配布の

みであった。今年度も予約サイトを活用し密

を避けて対面での説明を加え対応を行った。

キット受け取り者のうち、実際に検体を郵送

会社に郵送したものは 314 名であった。97.1

％が結果サイトにログインしていた。HIV 陽

性件数は 6件、梅毒の陽性件数は 37 件（既感

染も含む）であった。 

アンケートに回答し、かつ検体郵送した者

260名の属性については、29歳以下が 28.8％

を占めた。アンケート回答者 588名において

は、東京都の居住者が 63.1％であった。検体

を送付した 260名のうち、生涯初の検査経験

割合は 15.0％、過去 1 年の検査経験がなかっ

たものは全体のうち 58.5％であった。キット

を受け取り、検体を送付したもののうち MSM

対象の予防啓発やコミュニティセンターのこ

とをあまり知らなかった人は 46.9％を占め

た。 

神奈川地域では、総計 174 キットを配布し

た。コミュニティセンターでの対面配布 61

件、WEB での配布が 113 件であった。貸し会

議室等の配布会場を借りるなどし、密を避け

て受付対応を行った。 

アンケートに回答したものは 181名であっ

た。また実際に検体を郵送会社に郵送したも

のは 130 名であった。98.5％が結果サイトに

ログインしていた。HIV 陽性件数は 3 件、梅

毒の陽性件数は 24 件（既感染も含む）であっ

た。アンケートに回答した者 204名の属性に

ついては、40 歳未満が 77.4％を占めた。南関

東地域の居住者が 53.4％、東京都の居住者が

33.2％であった。204 名のうち、これまでに

検査を受けたことがないものの割合は 26.0

％、過去 1年の検査経験がなかったものは全

体のうち 61.9％であった。MSM 対象の予防啓

発やコミュニティセンターのことをあまり知

らなかった人は 59.6％を占めた。 
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研究４ 東海における MSM に対する検査提供

と介入の効果評価 

クリニック検査については、広域の地方圏

である岐阜市内の利便性が高いクリニックか

ら協力の承諾を得て、検査提供を行った。ま

た名古屋市の利便性の高い繁華街の性感染症

クリニックのみならず新たに三河地域におい

ても新規のクリニックを開拓し協力を得た。3

クリニックで総計 57名の利用があった。 

年間の HIVの陽性件数は 2 件であった。梅

毒は既往歴と新規感染合わせて 12 名の陽性

が見られた。 

ゆうそう検査は総計 75 キットを配布した。

コミュニティセンターrise での対面配布が

15件、WEB での配布が 60件であった。アンケ

ートに回答したものは 75名であった。実際に

検体を郵送会社に郵送したものは 57 名であ

った。HIV 陽性件数は 0 件、梅毒の陽性件数

は 7 件（既感染も含む）であった。郵送検査

利用者の属性については、対面配布かつ ID

連結の同意を得た 14 名においては、30 歳未

満が 14.3％を占めた。東海地域の居住者が

100.0％であった。生涯初の検査経験割合は

7.1％であった。過去 1 年の検査経験がなかっ

たものは全体のうち 21.4％であった。MSM対

象の予防啓発やコミュニティセンターのこと

をあまり知らなかった人は 35.7％を占めた。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 31 名にお

いては、30歳未満が 25.8％を占めた。東海地

域の居住者が 58.1％であった。生涯初の検査

経験割合は 35.5％であった。過去 1 年の検査

経験がなかったものは全体のうち 80.6％で

あった。MSM 対象の予防啓発やコミュニティ

センターのことをあまり知らなかった人は

51.7％を占めた。 

今年度も新型コロナ感染症に伴う自粛宣言

に対応しながら、クリニック検査とゆうそう

検査の同時進行にはマンパワーの課題があっ

たが、今後よりよい棲み分け法も考え検討し

ていく必要がある。 

研究５ 近畿における MSM に対する検査提供

と介入の効果評価 

大阪地域では大阪市と協働して、コミュニ

ティセンターdista での検査会『distaでピタ

ッとちぇっくん』、大阪府と協働としたクリニ

ック検査『¥0 性病検査！頼れる街のお医者さ

ん』も継続して実施し、ゆうそう検査機会の

拡大も継続した。 

dista でピタッとちぇっくんの利用者は

144人で、HIV 新規陽性者 2 人、梅毒陽性者

20人であった。¥0 性病検査！頼れる街のお医

者さんの利用者はⅠ期が 120人利用し、HIV

陽性者 2 人、梅毒陽性者 30人、B型肝炎陽性

者 0 人であった。Ⅱ期は 113人利用し、HIV

陽性者 2 人、梅毒陽性者 21人、B型肝炎陽性

者 1 人であった。 

ゆうそう検査は総計 200キットを配布し、

実際に検体を郵送会社に郵送したものは 83

人であった。そのうち 97.6％が結果にログイ

ンしていた。HIV陽性件数 2 件（推定新規陽

性率 1.7%）、梅毒の陽性件数 10件（既感染も

含む）（推定新規陽性率 1.7%）であった。検

体を郵送した 83人のうち、60人はアンケー

ト結果との連結に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については、対面配

布かつ ID 連結の同意を得た 22 名においては

、30 歳未満が 18.2％を占めた。近畿地域居住

者が 95.5％であった。これまでの検査経験が

なかったものの割合は 13.6％であった。過去

1 年の検査経験がなかったものは全体のうち

63.6％であった。MSM対象の予防啓発やコミ

ュニティセンターのことをあまり知らない人

・全く知らない人の割合は 22.7％であった。 

WEB配布かつ ID連結の同意を得た 38 人に

おいては、30 歳未満が 15.8％を占めた。近畿

地域の居住者が 89.5％であった。これまでの

検査経験がなかったものの割合は 15.8％で

あった。過去 1年の検査経験がなかったもの

は全体のうち 34.2％であった。MSM 対象の予

防啓発やコミュニティセンターのことをあま
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り知らない人・全く知らない人の割合は 39.5

％であった。 

新型コロナ感染症に伴う自粛や休業に対応

しながらのゆうそう検査の進行には困難、課

題があったが、今後クリニック検査やセンタ

ーで実施している検査提供プログラムと棲み

分け法も考えつつ最適な検査提供モデルを検

討していく必要がある。 

 

研究６ 中国・四国における MSMに対する検

査提供と介入の効果評価 

クリニック検査の促進に関する研究では、

初年度岡山県ではクリニック検査（もんげー

性病検査）を継続できたが、中国・四国の他

地域ではコロナ禍の影響で展開が困難であっ

た。今年度は、他地域でクリニック検査の協

力機関を増やし実施した。今年度も岡山県で

はクリニック検査を継続し、夏季に 50件の利

用があり、HIV 陽性 6 名（12.0%）、梅毒陽性

14 名（28.0%）であり、リスクの高い層の受

検機会につながったことが考えられる。 

また、2020 年 12 月までの保健所・拠点病

院・クリニックでの受検者アンケートの解析

を進め、受検者数は減少しているが、MSM 割

合ではあまり変化はみられなかったことから

、コロナ禍であっても感染リスクの高い層は

受検している可能性が示唆された。 

郵送検査の促進に関する研究では 2 期に分

けて合計 300 セットを配布した。アンケート

に回答した人は 364名であり、有効回答は 351

名であった。実際に検体を郵送会社に郵送し

たものは 201 名であった。郵送検査利用者の

うち、97.5％が結果サイトにログインしてい

た。HIV陽性件数は 2件（推定新規陽性率 0.8%

）、梅毒の陽性件数は 27 件（既往歴も含む）

（推定新規陽性率 3.3%）であった。 

検体を郵送した 201 名のうち、121 名はアン

ケート結果との連結に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については WEB配布

かつ ID連結の同意を得た 121名においては、

30歳未満が 36.4％を占めた。中国・四国地域

の居住者が 60.3％、近畿地域が 28.1%、九州

地域が 10.8%であった。これまでの検査経験

がなかったものの割合は 40.5％であった。過

去 1 年の検査経験がなかったものは全体のう

ち 68.6％であった。MSM対象予防啓発やコミ

ュニティセンターのことをあまり知らない人

・全く知らない人の割合は 63.7％であった。 

中国四国地域では、MSM コミュニティでの

生涯の HIV抗体検査受検割合は他地域より低

い割合で推移していることが報告されており

、コミュニティセンターがないため安定的な

活動が難しい現状がある。本研究で実施して

いる郵送検査キット配布の取り組みの利用者

では、これまでの受検経験のない人の割合が

40.5%と高く、リスクの高い層に訴求している

可能性を示唆している。 

 

研究７ 九州における MSM に対する検査提供

と介入の効果評価 

総計 186 キットを配布した。実際にアンケ

ートに回答したものは 217 名であり、有効回

答は 197 名であった。また実際に検体を郵送

会社に郵送したものは 117 名であった。その

うち 95.8％が結果にログインしていた。HIV

陽性件数は 3 件（推定新規陽性率 1.2%）、梅

毒の陽性件数は 19件（既往歴も含む）（推定

新規陽性率 3.6%）であった。検体を郵送した

68名のうち、83名はアンケート結果との連結

に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については対面配布

かつ ID連結の同意を得た 20名においては、

30歳未満が 50.0％を占めた。九州地域の居住

者が 95.0％であった。これまでの検査経験が

なかったものの割合は 15.0％であった。過去

1 年の検査経験がなかったものは全体のうち

30.0％であった。MSM 対象の予防啓発やコミ

ュニティセンターのことをあまり知らない人

・全く知らない人の割合は 20.0％であった。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 63 名に



7 

 

おいては、30 歳未満が 25.4％を占めた。九州

地域の居住者が 69.8％であった。これまでの

検査経験がなかったものの割合は 30.2％で

あった。過去 1年の検査経験がなかったもの

は全体のうち 58.7％であった。MSM 対象の予

防啓発やコミュニティセンターのことをあま

り知らない人・全く知らない人の割合は 52.4

％であった。 

九州地域で、対面型と WEB での検査キット

の配布を組み合わせて実施し予定数をすべて

配布した。2 年目の試みであったが、入念な

広報や情報提供の準備を行い、対面型では不

安を軽減する工夫を行い、WEB 配布について

は特設サイトを開設し、必要な情報提供を心

掛け計画通りに実施できた。 

 

研究８ 沖縄における MSM に対する検査提供

と介入の効果評価 

初年度から継続して取り組んだクリニック

検査キャンペーンでは、WEB 予約制を導入し

、募集枠 80人に対して、78 人の応募があり

、最終的には 26人が受検した。アンケート回

収率は 97.5％（78/80）であった。99%が日本

人で、58％が那覇市以南の居住者であった。  

初回検査歴は 26％であるが、既検査歴者で

も 2 年以上経過した者は 39％であった。過去

6 カ月間に 2人以上の複数のパートナーとセ

ックス歴の有る者は 72％であった。PrEP（プ

レップ）経験者は 12％であった。スクリーニ

ング検査結果は HIV陽性１件、梅毒は 0 件で

あった。 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、

予約に占める実受検者の割合は、前年度の 78

％から大幅に低下した。これは COVID-19 患者

数が全国 1蔓延し、自粛が強化されたことが

原因と考えられる。PrEP 経験有無は、有りが

12％と予想外に県内でも 1 割強が実施してい

る実態が明らかとなり、今後は医療機関にお

ける PrEP 実施者に対する外来診療の受け入

れ体制も必要となると予想された。キャンペ

ーン告知初期から予約枠が速やかに埋まった

理由として、保健所での HIV検査が中止、縮

小されても、強い HIV 検査のニーズがあった

ことが示唆する。また専用サイトで時間、場

所に関係なく匿名性を保った形での ID取得

ができることが要因として考えられた。 

 郵送検査キットの配布では総計 148キット

を配布した。アンケートに回答したものは

130 名であった。また実際に検体を郵送会社

に郵送したものは 117 名(79.1％）であった。

そのうち 92.3％が結果にログインしていた。

HIV陽性件数は 2件、梅毒の陽性件数は 23件

（既感染も含む）であった。 

HIV陽性件数は 2 件、梅毒の陽性件数は 23

件（既感染も含む）であった。検体を郵送し

た 117名のうち、29名はアンケート結果との

連結に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については対面配布

かつ ID連結の同意を得た 38名においては、

30歳未満が 23.7％を占め、沖縄県の居住者が

92.1％であった。生涯初の検査経験割合は

18.4％であった。過去 1年の検査経験がなか

ったものは全体のうち 68.4％であった。MSM

対象予防啓発やコミュニティセンターのこと

をあまり知らなかった人は 42.1％を占めた。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 40 名に

おいては、30 歳未満が 42.5％を占め、沖縄県

の居住者が 82.5％であった。生涯初の検査経

験割合は 22.5％であった。過去 1年の検査経

験がなかったものは全体のうち 62.5％であ

った。MSM 対象の予防啓発やコミュニティセ

ンターのことをあまり知らなかった人は

50.0％を占めた。 

郵送検査の受検利用者では、沖縄県在住者

が高く、地域での配布のニーズが示唆された

。初受検者の割合も高く、新規の HIVスクリ

ーニング陽性率 1.3%、梅毒は推定スクリーニ

ング陽性率 5.7％であり、感染リスクの高い

層にリーチしていることが考えられる。した

がって、陽性になった場合の受診行動の促進
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への取り組みも重要であると考える。 

 

Ｄ．考察 

 本研究で実施した郵送検査の取り組みにつ

いて、初年度は各地域連携のもと、郵送検査

キットを 1,053キット配布し、実際に利用し

たのは 769人、配布数に占める利用者の割合

は 73.0%であった。新規 HIV陽性率は 1.8%、

梅毒陽性率は 14.7%であった。今年度もおよ

そ 2 ヵ月間の配布で、継続あるいは配布方法

の選択肢を増やし、12月末時点で、郵送検査

キットを 1,801キット配布し、実際に利用し

たのは 1,028 人、配布数に占める利用者の割

合は57.1%であった。新規HIV陽性率は1.9%、

梅毒陽性率は 14.2%であった。 

 今年度も、ゲイコミュニティが存在し、当

事者を中心とした CBO と行政、医療者、研究

者との協働体制が構築されている地域、ある

いはその可能性が高い地域で、より感染リス

クの高い層やこれまで介入が届きにくかった

層、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で

定期受検が受けられなかった層を対象として

検査機会を提供した。人的資源を鑑み、統一

した広報も試行したが、結果的に地域の実状

に併せて Twitter 等の SNS での広報を組み合

わせて行った。受検者アンケートの結果は解

析中であるが、HIV 新規陽性率は前年度と同

様であり、感染リスクの高い層に訴求効果が

あったと考えられる。 

初年度に実施した二段層化抽出法を用いた形

成調査（n=3,205）より、これまでの HIV 検査

経験は 32.5%であり、過去 1年間では 15.1%、

保健所即日検査 13.1%、クリニック 6.6%、郵

送検査 2.3%であった。CBO は新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大の状況下でも、年 1回

の定期受検を啓発しており、本研究の効果に

より、クリニックでの受検者や郵送検査利用

者が増加することが期待される。 

CBO が協働した保健所以外の検査は、本研

究開始以前には全国で約 1,000 件であった。

本研究ではその 4 倍の検査機会を、より感染

リスクの高い MSM に提供することを目標とし

ている。初年度、今年度は予算の関係で、全

体で 1,000件程度にとどまっているが、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響で既存の検

査機会が失われた状況を鑑み、感染拡大以前

の水準を維持できたと考えられる。また受検

者の特性では、感染リスクの高い層が受検し

ていることが示唆されており、感染対策とし

ての意義はある。 

自粛や商業施設の休業に伴い、MSM コミュ

ニティ全体の検査行動が減退しているため、

twitter 等の SNS を活用した効果的な介入方

法を検討し、最終年度も継続して実施してい

くが重要である。 

 

Ｅ．結論 

 各地域の取り組みは、年に数回コミュニ

ティセンターや MSM ALL JAPAN.会議にお

いて、その成果を還元してきた。そのため、

先行事例である診療所・クリニックと連携し

た検査機会や郵送検査を活用した検査プログ

ラムの手法については実践可能な状況であっ

たが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

で、予定していた対面での打合せ等が進まず、

進行が遅くなった。そのため、これまでに提

供できた検査件数は目標を下回る結果となっ

た。一方でコミュニティの状況や HIV/AIDS

や検査に対する意識も変化していることが指

摘されている。各地域の行政も対応に追われ

ており、MSM コミュニティにおける HIV 検

査の機会は減少している。またエイズ発症割

合も高くなっていると報告されており、検査

ニーズはより高まっていると考えられる。 

 

Ｆ．健康危険情報  

特になし。 

 

 

 



9 

 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

1) 金子典代, 塩野徳史．コミュニティセン

ターに来場するゲイ・バイセクシュアル男

性の HIV・エイズの最新情報の認知度と

HIV 検査経験，コンドーム使用との関連．

日本エイズ学会誌，23(2):78-86，2021． 

2) 宮田りりぃ,塩野徳史,金子典代．MSM（Men 

who have sex with men）に割り当てられ

るトランスジェンダーを対象とする

HIV/AIDS予防啓発に向けた一考察-ハッテ

ン場利用経験のある女装者 2 名の事例か

ら．日本エイズ学会誌，23(1):18-25，2021． 

3) 金子典代,塩野徳史．MSMを対象にした当事

者主体の HIV 検査の取り組みと意義．日本

エイズ学会誌，22(3):136-146，2021． 

4) Noriyo Kaneko，Satoshi Shiono，Adam O 

Hill，Takayuki Homma， Kohta Iwahashi， 

Masao Tateyama，  Seiichi Ichikawa．

Correlates of lifetime and past 

one-year HIV-testing experience among 

men who have sex with men in Japan.AIDS 

care：1-8．2020． 

5) 細川陸也,井上洋士,戸ヶ里泰典,阿部桜子,

片倉直子,若林チヒロ,大木幸子,山内麻江,

塩野徳史,米倉佑貴,大島岳,高久陽介．HIV

陽性者の子どもを持つことへの思いと医

療機関における相談・情報提供の実状．日

本エイズ学会誌，22(2)：87-99，2020． 

 

2.学会発表 

1)〇塩野徳史．コミュニティと予防介入の新

たな戦略．日本エイズ学会 2021 年 東京 

2)〇塩野徳史. HIV 予防とヘルスリテラシー．

日本エイズ学会 2020 年 千葉 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得    

なし。 

2. 実用新案登録  

なし。 

3. その他 

なし。
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

北海道における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 

 

研究分担者：塩野徳史（大阪青山大学 健康科学部看護学科 准教授） 

研究協力者：国見亮佑（にじいろほっかいどう） 

 

 

研究要旨 

   

道内 8 か所で配布場所を設定し、対面配布で 161 キット、個別に 6 キット、WEB 配

布 50 キットも組み合わせ、総計 217 キットを配布した。 

アンケートに回答し、有効回答であったものは 156 名であった。95.5％が結果サイ

トにログインしていた。HIV 陽性件数は 3 件、梅毒の陽性件数は 25 件（既感染も含

む）であった。 

アンケートに回答し、かつ検体郵送した者 95 名の属性については、30 歳未満が

24.2％を占めた。北海道の居住者が 98.9％であった。生涯初の検査経験割合は 32.6％

であった。過去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 64.2％であった。MSM 対

象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らなかった人は 58.9％を占

めた。今回は 2 回目の取り組みであったが、当事者団体 2 団体が協力し、道内広域に

わたる配布会が実施できた。また広報については仙台地域とも連携できることで効果

を発揮できた。 

 

 

A.研究目的と背景 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。 

また令和 2 年 2 月からの新型コロナ感染症

拡大に伴い、保健所での検査提供は 7割以上減

少となっている。この減少を埋めるためにも新

たな検査機会での補完が急務となった。北海道

地域では、会場を借りての対面配布と WEBにて

配布する方式を組み合わせて実施した。 

 

B.研究方法 

帯広、札幌、北見、釧路、旭川、函館の計 8

か所、8日間にわたる配布会を設定した。 

受け取り希望者には、google フォームの申

し込みサイトを作成し、そのサイトから申し込

みをしてもらい、研究協力者が申し込み内容を

確認した上で、検査時間や場所、アンケートの 

協力の依頼をメールで送信した。パソコンか

らのメールが届かないトラブルがあったので、

携帯電話番号を任意で記入してもらうことに

した。 

広報については、初めの段階ではにじいろほ

っかいどうの公式サイトと twitter で告知し

ていた。札幌での配布のときには、コミュニテ

ィ内の有力者に拡散を依頼した。9 月から東北

と北海道で連携したかたちで、アプリ広告を出

し、その後研究班独自の広報サイトでの広報に

移行させた。地方での配布の前にゲイ向け商業

施設へポスターを郵送し、掲示板に広告を掲出

した。 

会場でアンケート QR コードを提示し、自分

のスマートフォンから答えてもらい、アンケー

ト回答後にコミュニティセンタースタッフが

検査に関して説明をして、最後にキットを受け

渡す方法をとった。 

相談については、キット対面での配布時もス

タッフが常駐して対応、また WEB配布分につい

て、利用方法等、相談があった際は、メールで

対応を行った。 

なお、本研究は名古屋市立大学看護学部研究

倫理審査委員会に設置された倫理審査委員会

により承認を得た。 
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C.研究結果 

1）検査キットの配布日・配布件数 

対面では、9 月 19 日から 12 月 12 日にかけ

て配布した。受け取り者は 167 名であった。ア

プリ広告の効果は大きかった。札幌の申し込み

が殺到し、150 個では足りなくなってしまった。

緊急事態宣言中で他の検査場が閉鎖されてい

たのもあるが、ゆうそう検査が知られてきてい

ることもある。 

今年度は配布当初からにじいろほっかいど

うとレッドリボンさっぽろのスタッフで配布

することとしていた。札幌では一緒に、地方で

はそれぞれ担当を分けて行った。 

 

表１ 郵送検査キットの配布概要（対面配布） 

 配布場所 配布日 

担

当

者

数 

申

込

者

数 

受

取

者

数 

初

受

検

者

数 

① 

札幌 1 

（市民活動プラ

ザ） 

9/19 
3

名 

23

名 

21

名 

4

名 

② 

札幌 2 

（サークルさっ

ぽろ） 

9/20 
5

名 

79

名 

69

名 

23

名 

③ 

北見 

（北見経済セン

ター） 

9/25 
1

名 

3

名 

2

名 

0

名 

④ 

帯広 

（とかちプラ

ザ） 

10/2,3 
1

名 

24

名 

19

名 

５

名 

⑤ 

旭川 

（旭川市民文化

会館） 

10/2,3 
2

名 

18

名 

15

名 

6

名 

⑥ 

釧路 

（まなぼっと幣

舞） 

10/9,10 
1

名 

9

名 

7

名 

1

名 

⑦ 

函館 

（亀田交流プラ

ザ） 

10/9,10 
2

名 

16

名 

13

名 

3

名 

⑧ 

札幌 3 

（中央区民セン

ター） 

12/12 
3

名 

21

名 

15

名 

2

名 

計 道内 8 箇所 8日間  
193

名 

161

名 

44

名 

 

2）検体の送付状況とアンケートの結果 

道内 8か所で配布場所を設定し、対面配布で

161キット、個別に 6キット、WEB配布 50キッ

トも組み合わせ、総計 217 キットを配布した。 

アンケートに回答し、有効回答であったもの

は 156名であった。95.5％が結果サイトにログ

インしていた。HIV 陽性件数は 3 件、梅毒の陽

性件数は 25件（既感染も含む）であった。 

アンケートに回答し、かつ検体郵送した者

95名の属性については、30歳未満が 24.2％を

占めた。北海道の居住者が 98.9％であった。生

涯初の検査経験割合は 32.6％であった。過去 1

年の検査経験がなかったものは全体のうち

64.2％であった。MSM 対象の予防啓発やコミュ

ニティセンターのことをあまり知らなかった

人は 58.9％を占めた。 

WEB 配布で ID を使用している人は数が少な

く分析は難しかった。 

 

表２ 郵送検査利用者の概要 

 
 

D.考察 

キット確保数については、対面配布用として

180 個（当初 150 個準備・追加 30 個）、web 

配布用として 50 個確保した。札幌の申し込み

が殺到し、150 個では足りなくなってしまった。

緊急事態宣言中で他の検査場が閉鎖されてい

たのもあるが、ゆうそう検査が知られてきてい

ることもあるので、もし今後も行うのであれば、

個数を多めに確保したい。 

配布時の反応については、9 月の札幌は緊急

事態宣言下での配布だったので、「検査したか

ったので開催してくれてありがたい」との声が

多くあった。地方での配布では、月に１度の保

健所検査しかない地域も多く、気軽に検査が受

けられると好評であった。この「ゆうそう検査」

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 150 ( 95.5% )

e 3 ( 1.9% )

f 3 ( 1.9% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 0.0 ( 0.0% )

g 6 ( 3.8% )

h 25 ( 16.6% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 4.7 ( 3.1% )

i 96 ( 61.1% )

ｊ 117 ( 74.5% )

ｋ 80 ( 51.0% )

217

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a) 72.4%

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果 *重複感染（2名）

受検者アンケート回答者数 156

利用者数；郵送検査会社での受付数 157

配布総数

167

-

北海道

にじいろ

ほっかいどう

50
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で初めて HIV 検査を受ける人からは、HIVに感

染した場合の対応や、感染防止の方法などにつ

いての質問があった。1 人の対応時間が 20 分

だったので、時間が足りずに十分にお答えをす

ることができない時もあったが、おおむね時間

内に説明配布を終了することができた。 

広報活動については、にじいろほっかいどう

の公式サイトと twitter で告知をしたほか、

やろっこと共同で 9 月の 3 週間に GPS 付アプ

リ広告掲出をした。GPS付アプリ広告を出すこ

とが決まっていたので、広告で宣伝ができる期

間に配布を集中させた。地方での配布について

は、地方の商業施設でのポスター掲出を行った。 

配布にあたっては、札幌市内の商業施設での

ポスター掲出、掲示板への広告掲出（有料）、

「札幌ハッテン掲示板」への広告掲出（無料）

を行った。広告の効果について、GPS付アプリ

広告は北見・釧路では限定的であったが、それ

以外では非常に効果が大きかった。今後も GPS

付アプリ広告を出す時期に配布を集中させる

ことにする。商業施設でのポスター掲出、はほ

とんど効果がなかった。「ハッテン場掲示板」

は効果があったので、今後も協力をお願いする。 

配布場所の選定について、9月下旬の配布に

ついて、当初札幌市・北見市の公共施設を予約

していたが、緊急事態宣言の発出により施設が

閉鎖されたため、場所を変更して行った。場所

の選定や調整に時間がかかったが、確保するこ

とができた。 

保健所・拠点病院との連携について、「ゆう

そう検査」の開催について、レッドリボンさっ

ぽろから北海道内の保健所と拠点病院にお知

らせを送付した。郵送検査キットの精度への疑

問などから協力を断ってきた機関があり、関係

機関との連携に課題が残った。日常的に関係機

関との信頼関係の構築を行うことが必要であ

る。 

また、web 申し込みの住所を選ぶ欄が都道府

県単位になっている。道内は広いので「北海道」

だけではどの地域からの申し込みかがわから

ない。web 申し込みが多く、対面配布をしてい

ない地域が分かれば、そこでの配布も検討でき

る。北海道を 14 に分ける「振興局単位」か、

4 つに分ける「道央・道南・道北・道東」が選

べるようになれば傾向がわかる。来年度以降ゆ

うそう検査を行うのであれば検討した方が良

いと思われた。 

今年度は新型コロナウイルスの影響で、保健

所での HIV検査が休止になり、定期的に保健所

で検査を受けていた人が、キットを受け取りに

来ることがあった。 

東北・北海道広域連携のアプリ広告は、北海

道地域でも申し込み件数増加に効果が高かっ

た。HIV 郵送検査キットの配布のお知らせが全

面に出ていたので、申し込みやすかったのでは

ないかと考えられる。にじいろほっかいどうの

みならず、札幌で長く活動している NPO 法人

レッドリボンさっぽろとも協働できたことで、

北海道内での HIV 予防啓発の活性化につなが

ったと考えられた。 

MSM ALL JAPAN のメンバーからも、配布の進

め方を相談したり、啓発資材を供与してもらう、

受検者に説明する内容を相談したり、連携、協

力ができたことが非常に有意義であった。 

 

E.結論 

北海道地域で、にじいろほっかいどうとレッ

ドリボンさっぽろの 2 つの団体が協働し、ゆう

そう検査キットの配布を実施した。新型コロナ

感染症拡大の中、状況が読めない状況が続く中、

211キットの配布ができた。保健所の検査機会

が少なくなっているばかりでなく、北海道とい

う地域性を考慮すると、CBOが検査機会を創出

し、検査行動を促進する取り組みは重要である。 

 

F.研究発表 

1.論文発表 

1) Noriyo Kaneko, Satoshi Shiono, Adam O. 

Hill, Takayuki Homma, Kohta Iwahashi, 

Masao Tateyama, Seiichi Ichikawa: 

Correlates of lifetime and past one-

year HIV-testing experience among men 

who have sex with men in Japan, AIDS 

Care, 2020.  

DOI: 10.1080/09540121.2020.1837339 

2) 金子典代, 塩野徳史：コミュニティセンタ

ーに来場するゲイ・バイセクシュアル男性

の HIV・エイズの最新情報の認知度と HIV 検

査経験，コンドーム使用との関連．日本エイ

ズ学会誌, 23(2), 2021. 

3) 宮田りりぃ,塩野徳史,金子典代：MSM（Men 

who have sex with men）に割り当てられる

トランスジェンダーを対象とする HIV/AIDS

予防啓発に向けた一考察-ハッテン場利用

経験のある女装者 2 名の事例から．日本エ

イズ学会誌，23(1), 18-25, 2021． 

4) 金子典代,塩野徳史：MSM を対象にした当事

者主体の HIV 検査の取り組みと意義．日本

エイズ学会誌,22(3)，136-146,2020 

 

2.学会発表（国外） 

1) Anand Tarandeep, Nitpolprasert Chattiya, 
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Shirasaka Takuma, Iwatani Yasumasa, 

Yokomaku Yoshiyuki, Imahashi Mayumi, 

Kaneko Noriyo, Iwahashi Kota, Ikushima 

Yuzuru, Aoki Rieko, Ishida Toshihiko, 

Shiono Satoshi, Yamaguchi Masazumi, 

Takemura Keizo, Iwamoto Aikichi: HIV 

Prevention among MSM in JAPAN: Current 

Opinions on Achieving the First 90 

among Japanese MSM. The International 

Congress on Drug Therapy in HIV 

Infection(HIV Glasgow 2020), Glasgow, 

2020. 

 

3.学会発表（国内） 

1) 井上洋士、後藤大輔、舩石翔馬、髙橋良介、

塩野徳史、金子典代：成人前期（20 歳代）

MSMでの性行動と HIV・性感染症認識に関す

る面接調査研究．第 34 回日本エイズ学会学

術集会・総会, WEB 開催, 2020 

2) 浅沼智也、金子典代、荒木順、生島嗣、塩野

徳史、砂川秀樹、宮田りりぃ、今村顕史：ト

ランスジェンダーとセクシュアルヘルス. 

GID学会第 23 回研究大会・総会, WEB 開催, 

2022 

 

G.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 
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表３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

にじいろほっかいどう（北海道） 60 6.0% 95 18.6% 1 0.2% 23 22.8% 38 13.6% 217 9.4%

検査DATA　採取した月

2021年9月 42 44.2% 2 8.7% 0 0.0% 44 28.2% <0.01

2021年10月 31 32.6% 1 4.3% 6 15.8% 38 24.4%

2021年11月 4 4.2% 1 4.3% 9 23.7% 14 9.0%

2021年12月 9 9.5% 6 26.1% 13 34.2% 28 17.9%

2022年1月 9 9.5% 13 56.5% 10 26.3% 32 20.5%

合計 95 100.0% 23 100.0% 38 100.0% 156 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 0 0.0% 0 0.0% 3 7.9% 3 1.9% 0.04

陰性だった 93 97.9% 23 100.0% 34 89.5% 150 96.2%

判定不能 2 2.1% 0 0.0% 1 2.6% 3 1.9%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 95 100.0% 23 100.0% 38 100.0% 156 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6% 0.03

初めて陽性と知った 3 3.2% 4 17.4% 6 15.8% 13 8.3%

陰性だった 77 81.1% 17 73.9% 31 81.6% 125 80.1%

判定不能 3 3.2% 2 8.7% 1 2.6% 6 3.8%

再罹患 11 11.6% 0 0.0% 0 0.0% 11 7.1%

合計 95 100.0% 23 100.0% 38 100.0% 156 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 3 3.2% 3 13.0% 1 2.6% 7 4.5% 0.10

既読 92 96.8% 20 87.0% 37 97.4% 149 95.5%

合計 95 100.0% 23 100.0% 38 100.0% 156 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 15 25.0% 23 24.2% 6 26.1% 15 39.5% 59 27.3% 0.76

30-39歳 18 30.0% 29 30.5% 9 39.1% 12 31.6% 68 31.5%

40-49歳 17 28.3% 25 26.3% 7 30.4% 7 18.4% 56 25.9%

50-59歳 9 15.0% 15 15.8% 1 4.3% 4 10.5% 29 13.4%

60歳以上 1 1.7% 3 3.2% 0 0.0% 0 0.0% 4 1.9%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 60 100.0% 95 100.0% 23 100.0% 38 100.0% 216 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

 

居住地

北海道 59 98.3% 94 98.9% 9 75.0% 22 88.0% 184 95.8% <0.01

東北 0 0.0% 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

北関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東京 1 1.7% 0 0.0% 1 8.3% 0 0.0% 2 1.0%

南関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

甲信越 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北陸 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東海 0 0.0% 0 0.0% 1 8.3% 0 0.0% 1 0.5%

近畿 0 0.0% 0 0.0% 1 8.3% 0 0.0% 1 0.5%

中国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

沖縄 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 12.0% 3 1.6%

合計 60 100.0% 95 100.0% 12 100.0% 25 100.0% 192 100.0%

国籍

日本 60 100.0% 93 97.9% 153 98.7% 0.52

アジア 0 0.0% 2 2.1% 2 1.3%

欧米 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 51 64.6% 6 50.0% 19 76.0% 76 65.5% 0.07

郊外住宅地 21 26.6% 6 50.0% 3 12.0% 30 25.9%

農村地域・漁村地域 7 8.9% 0 0.0% 1 4.0% 8 6.9%

山間部 0 0.0% 0 0.0% 1 4.0% 1 0.9%

離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 4.0% 1 0.9%

合計 79 100.0% 12 100.0% 25 100.0% 116 100.0%

性別

男性 60 100.0% 93 97.9% 23 100.0% 38 100.0% 214 99.1% 0.86

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 0 0.0% 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

その他 0 0.0% 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

合計 60 100.0% 95 100.0% 23 100.0% 38 100.0% 216 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 1 1.3% 0 0.0% 3 12.0% 4 3.4% 0.08

いいえ 77 97.5% 12 100.0% 21 84.0% 110 94.8%

無回答 1 1.3% 0 0.0% 1 4.0% 2 1.7%

合計 79 100.0% 12 100.0% 25 100.0% 116 100.0%

居住形態

独居 38 63.3% 53 55.8% 91 58.7% 0.40

同居 22 36.7% 42 44.2% 64 41.3%

定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO活動認知 

 
 

 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 34 56.7% 64 67.4% 98 63.2% 0.23

ない（今回が初めての検査） 26 43.3% 31 32.6% 57 36.8%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 15 25.0% 34 35.8% 49 31.6% 0.21

ない 45 75.0% 61 64.2% 106 68.4%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 5 8.3% 16 16.8% 21 13.5% 0.36

病院/クリニック 7 11.7% 5 5.3% 12 7.7% 0.05

郵送検査 2 3.3% 24 25.3% 26 16.8% <0.01

その他 4 6.7% 1 1.1% 5 3.2% 0.04

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 15 25.0% 26 27.4% 41 26.5% 0.85

ゲイイベント 1 1.7% 1 1.1% 2 1.3% 1.00

ゲイショップ 1 1.7% 1 1.1% 2 1.3% 1.00

有料のハッテン場 14 23.3% 20 21.1% 34 21.9% 0.84

野外のハッテン場 13 21.7% 13 13.7% 26 16.8% 0.27

いずれもない 30 50.0% 51 53.7% 81 52.3% 0.74

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 19 31.7% 32 33.7% 51 32.9% 0.86

Instagram 4 6.7% 4 4.2% 8 5.2% 0.71

VERO 7 11.7% 6 6.3% 13 8.4% 0.25

9monsters 54 90.0% 78 82.1% 132 85.2% 0.25

Men's Net Japan 4 6.7% 8 8.4% 12 7.7% 0.77

KO-MENSTV 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 3 5.0% 7 7.4% 10 6.5% 0.74

いずれもない 5 8.3% 10 10.5% 15 9.7% 0.78

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 59 98.3% 77 81.1% 136 87.7% <0.01

受け取ったけど、利用していない 0 0.0% 1 1.1% 1 0.6%

受け取って、利用した 1 1.7% 17 17.9% 18 11.6%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 7 11.7% 11 11.6% 18 11.6% 0.82

少し知っている 18 30.0% 28 29.5% 46 29.7%

あまり知らない 23 38.3% 42 44.2% 65 41.9%

全く知らない 12 20.0% 14 14.7% 26 16.8%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布



8 

表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 54 90.0% 89 93.7% 143 92.3% 0.54

ない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 11 18.3% 14 14.7% 25 16.1% 0.55

友達やセクフレ 35 58.3% 60 63.2% 95 61.3% 0.67

その場限りの相手 32 53.3% 51 53.7% 83 53.5% 0.69

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.54

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 43 71.7% 77 81.1% 120 77.4% 0.39

ない 11 18.3% 12 12.6% 23 14.8%

過去6ヶ月間にない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 18 30.0% 23 24.2% 41 26.5% 0.45

ない 36 60.0% 66 69.5% 102 65.8%

過去6ヶ月間にない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 10 16.7% 16 16.8% 26 16.8% 0.70

ない 44 73.3% 73 76.8% 117 75.5%

過去6ヶ月間にない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 2 3.3% 0 0.0% 2 1.3% 0.13

ない 52 86.7% 89 93.7% 141 91.0%

過去6ヶ月間にない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 0 0.0% 1 1.1% 1 0.6% 0.52

ない 54 90.0% 88 92.6% 142 91.6%

過去6ヶ月間にない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 0 0.0% 2 2.1% 2 1.3% 0.38

ない 54 90.0% 87 91.6% 141 91.0%

過去6ヶ月間にない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 43 71.7% 68 71.6% 111 71.6% 0.64

常用 11 18.3% 21 22.1% 32 20.6%

過去6ヶ月間にない 6 10.0% 6 6.3% 12 7.7%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表７ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 7 11.7% 23 24.2% 30 19.4% 0.16

具体的には知らないが、聞いた 41 68.3% 56 58.9% 97 62.6%

まったく知らない 12 20.0% 16 16.8% 28 18.1%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 8 13.3% 21 22.1% 29 18.7% 0.21

服薬したい/どちらかといえば 52 86.7% 74 77.9% 126 81.3%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 55 91.7% 89 93.7% 144 92.9% 0.75

ある 5 8.3% 6 6.3% 11 7.1%

合計 60 100.0% 95 100.0% 155 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 5 8.3% 13 13.7% 18 11.6% 0.44

A型肝炎 1 1.7% 0 0.0% 1 0.6% 0.39

B型肝炎 3 5.0% 10 10.5% 13 8.4% 0.37

C型肝炎 1 1.7% 0 0.0% 1 0.6% 0.39

クラミジア 4 6.7% 9 9.5% 13 8.4% 0.77

尖圭コンジローマ 4 6.7% 7 7.4% 11 7.1% 1.00

淋病 3 5.0% 2 2.1% 5 3.2% 0.38

HIV感染症 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

赤痢アメーバ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

毛じらみ 9 15.0% 24 25.3% 33 21.3% 0.16

性器ヘルペス 1 1.7% 3 3.2% 4 2.6% 1.00

その他 1 1.7% 0 0.0% 1 0.6% 0.39

いずれもない 37 61.7% 47 49.5% 84 54.2% 0.19

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 63 79.7% 7 58.3% 4 16.0% 74 63.8% <0.01

インターネットで知った 14 17.7% 2 16.7% 12 48.0% 28 24.1% <0.01

コミュニティセンターで知った 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0.39

ゲイバーで知った 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

友達から聞いた 6 7.6% 3 25.0% 5 20.0% 14 12.1% 0.07

その他 3 3.8% 1 8.3% 3 12.0% 7 6.0% 0.19

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 46 58.2% 6 50.0% 20 80.0% 72 62.1% <0.01

どちらでもない 11 13.9% 5 41.7% 2 8.0% 18 15.5%

難しかった 22 27.8% 0 0.0% 1 4.0% 23 19.8%

無回答 0 0.0% 1 8.3% 2 8.0% 3 2.6%

合計 79 100.0% 12 100.0% 25 100.0% 116 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 79 100.0% 10 83.3% 9 36.0% 98 84.5% <0.01

していない 0 0.0% 2 16.7% 15 60.0% 17 14.7%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 4.0% 1 0.9%

合計 79 100.0% 12 100.0% 25 100.0% 116 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

東北における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 

 

研究分担者：塩野徳史（大阪青山大学 健康科学部看護学科 准教授） 

研究協力者：太田貴（やろっこ） 

 

 

研究要旨 

   

総計 206 キットを配布した。コミュニティセンターでの対面配布 27件、WEB での配

布が 179 件であった。 

アンケートに回答し有効回答であったものは 168名であった。また実際に検体を郵

送会社に郵送したものは 126 名であった。97.6％が結果サイトにログインしていた。 

HIV陽性件数は 1件、梅毒の陽性件数は 13件（既感染も含む）であった。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布かつ ID 連結の同意を得た 12 名におい

ては、30 歳未満が 8.3％を占めた。東北地域の居住者が 100.0％であった。生涯初の

検査経験割合は 25.0％であった。過去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち

41.7％であった。MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らな

かった人は 41.7％を占めた。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 62 名においては、30 歳未満が 48.4％を占めた。

東北地域の居住者が 95.2％であった。生涯初の検査経験割合は 22.6％であった。過

去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 45.2％であった。MSM 対象の予防啓発

やコミュニティセンターのことをあまり知らなかった人は 50.0％を占めた。 

東北地域で、ゆうそう検査キットの配布を実施した。ゆうそう検査キットをほぼ計

画通りに実施できた。特に WEB での申し込み、郵便局での受け取りニーズが高いこと

が明らかとなった。 

 

 

A.研究目的と背景 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は

7 割以上減少となっている。この減少を埋める

ためにも新たな検査機会での補完が急務とな

った。 

東北地域では、自己採血の DBS 検体を送付し

スクリーニング検査を受けるゆうそう検査を

コミュニティセンターZELでの配布と WEBにて

配布を行った。 

 

B.研究方法 

コミュニティセンターZELでは、本ゆうそう

検査に関する説明事項を含むメッセージをや

ろっこの公式 HP、ポスター、4 種類の SNS、ブ

ログ、フリーペーパーと公式 Twitter等の SNS

で配信した。またゲイ向けアプリの起動時広告

も活用した。また北海道地域とも連携し、アプ

リ広告を活用した広報を行った。 

検査キット受け取り希望者はコミュニティ

センターに直接来館し、その場でアンケート

QR コードを提示し、自分のスマートフォンか

ら答えてもらい、アンケート回答後にコミュニ

ティセンタースタッフが検査に関して説明を

して、最後に受け渡す方法をとった。 

また、インターネット上の広報からアンケー

トページにつなぎ、その後、郵送検査の自宅・

郵便局での受け取りのページに進める WEB 完

結型の方法を併用した。 

 

なお、本研究は名古屋市立大学看護学部研究

倫理審査委員会に設置された倫理審査委員会

により承認を得た。 
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C.研究結果 

1）検査キットの配布日・配布件数 

①対面配布 

2021 年 9 月 17 日から 12月 12日 

配布キット数 27 セット 

 

②WEB 配布 

2021 年 9 月 17 日から 12月 16日 

配布キット数 179 セット 

受け取り方法：自宅または郵便局で受け取り 

 

表１ 郵送検査利用者の概要 

 
 

2）検体の送付状況とアンケートの結果 

総計 206 キットを配布した。コミュニティセ

ンターでの対面配布 27 件、WEB での配布が 179

件であった。 

アンケートに回答し有効回答であったもの

は 168名であった。また実際に検体を郵送会社

に郵送したものは 126 名であった。97.6％が結

果サイトにログインしていた。 

HIV 陽性件数は 1 件、梅毒の陽性件数は 13

件（既感染も含む）であった。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布

かつ ID連結の同意を得た 12名においては、30

歳未満が 8.3％を占めた。東北地域の居住者が

100.0％であった。生涯初の検査経験割合は

25.0％であった。過去 1年の検査経験がなかっ

たものは全体のうち 41.7％であった。MSM対象

の予防啓発やコミュニティセンターのことを

あまり知らなかった人は 41.7％を占めた。 

WEB配布かつ ID連結の同意を得た 62名にお

いては、30 歳未満が 48.4％を占めた。東北地

域の居住者が 95.2％であった。生涯初の検査

経験割合は 22.6％であった。過去 1 年の検査

経験がなかったものは全体のうち 45.2％であ

った。MSM対象の予防啓発やコミュニティセン

ターのことをあまり知らなかった人は 50.0％

を占めた。 

 

D.考察 

 今年度は新型コロナウイルスの影響で、保健

所での HIV検査が休止になり、定期的に保健所

で検査を受けていた人が、キットを受け取りに

来ることがあった。また検査結果へのログイン

割合も昨年度より上昇していた。 

会場配布は 27 件であった。ZEL 利用者のみ

ならず、初来館のものもいた。検査キットの会

場配布がコミュニティセンターへの来館促進

につながったと考えられた。アプリ広告は効果

があった。キット受け取り者からは、保健所の

検査が休⽌しているので検査を受けられずに

いたのでありがたいとの声。とりあえず受け取

っておいて、期限ギリギリまで使わないという

⾏動が多く⾒られた。 

また東北地域は広範囲であるため、会場への

アクセスにも課題がある。そのため、自宅・郵

便局受取りのニーズが高いことが明らかとな

った。 

またこの配布の機会を通じて、キット受け取

り者の多様な相談対応につながった。具体的に

は、PrEP、U=U、陽性判明時の相談、梅毒の治

療などの相談が寄せられた。 

 

E.結論 

東北地域で、ゆうそう検査キットの配布を実

施した。ゆうそう検査キットをほぼ計画通りに

実施できた。特に WEB での申し込み、郵便局で

の受け取りニーズが高いことが明らかとなっ

た。 

 

 

 

 

 

 

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 123 ( 97.6% )

e 3 ( 2.4% )

f 1 ( 0.8% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 0.0 ( 0.0% )

g 5 ( 4.0% )

h 13 ( 10.7% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 6.5 ( 5.4% )

i 74 ( 58.7% )

ｊ 80 ( 63.5% )

ｋ 49 ( 38.9% )

61.2%

ZEL

やろっこ

東北

27

206

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a)

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数 168

利用者数；郵送検査会社での受付数 126

配布総数

179
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表２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

やろっこ/ZEL（東北） 94 9.5% 12 2.4% 62 15.0% 3 3.0% 49 17.5% 220 9.6%

検査DATA　採取した月

2021年9月 5 41.7% 30 48.4% 15 30.6% 50 40.7% 0.22

2021年10月 2 16.7% 15 24.2% 9 18.4% 26 21.1%

2021年11月 0 0.0% 4 6.5% 9 18.4% 13 10.6%

2021年12月 2 16.7% 4 6.5% 4 8.2% 10 8.1%

2022年1月 3 25.0% 9 14.5% 12 24.5% 24 19.5%

合計 12 100.0% 62 100.0% 49 100.0% 123 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 1 0.8% 0.34

陰性だった 12 100.0% 59 95.2% 48 98.0% 119 96.7%

判定不能 0 0.0% 3 4.8% 0 0.0% 3 2.4%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 12 100.0% 62 100.0% 49 100.0% 123 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.09

初めて陽性と知った 2 16.7% 2 3.2% 3 6.1% 7 5.7%

陰性だった 9 75.0% 52 83.9% 46 93.9% 107 87.0%

判定不能 0 0.0% 4 6.5% 0 0.0% 4 3.3%

再罹患 1 8.3% 4 6.5% 0 0.0% 5 4.1%

合計 12 100.0% 62 100.0% 49 100.0% 123 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 0 0.0% 2 3.2% 0 0.0% 2 1.6% 0.37

既読 12 100.0% 60 96.8% 49 100.0% 121 98.4%

合計 12 100.0% 62 100.0% 49 100.0% 123 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 32 34.0% 1 8.3% 30 48.4% 14 28.6% 77 35.5% 0.02

30-39歳 34 36.2% 4 33.3% 15 24.2% 11 22.4% 64 29.5%

40-49歳 19 20.2% 4 33.3% 11 17.7% 16 32.7% 50 23.0%

50-59歳 9 9.6% 2 16.7% 5 8.1% 8 16.3% 24 11.1%

60歳以上 0 0.0% 1 8.3% 1 1.6% 0 0.0% 2 0.9%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 49 100.0% 217 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

 

居住地

北海道 1 1.1% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0% 2 1.0% 0.12

東北 90 95.7% 12 100.0% 59 95.2% 24 85.7% 185 94.4%

北関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東京 1 1.1% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0% 2 1.0%

南関東 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

甲信越 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北陸 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東海 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0% 1 0.5%

近畿 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 3.6% 2 1.0%

中国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

沖縄 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 10.7% 3 1.5%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 28 100.0% 196 100.0%

国籍

日本 93 98.9% 12 100.0% 60 96.8% 165 98.2% 0.74

アジア 1 1.1% 0 0.0% 1 1.6% 2 1.2%

欧米 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 1 0.6%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 3 50.0% 14 32.6% 15 53.6% 32 41.6% 0.60

郊外住宅地 3 50.0% 22 51.2% 10 35.7% 35 45.5%

農村地域・漁村地域 0 0.0% 6 14.0% 3 10.7% 9 11.7%

山間部 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 0 0.0% 1 2.3% 0 0.0% 1 1.3%

合計 6 100.0% 43 100.0% 28 100.0% 77 100.0%

性別

男性 93 98.9% 12 100.0% 62 100.0% 49 100.0% 216 99.5% 0.73

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 49 100.0% 217 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 2 33.3% 1 2.3% 0 0.0% 3 3.9% <0.01

いいえ 4 66.7% 41 95.3% 27 96.4% 72 93.5%

無回答 0 0.0% 1 2.3% 1 3.6% 2 2.6%

合計 6 100.0% 43 100.0% 28 100.0% 77 100.0%

居住形態

独居 55 58.5% 7 58.3% 36 58.1% 98 58.3% 1.00

同居 39 41.5% 5 41.7% 26 41.9% 70 41.7%

定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO活動認知 

 
 

 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 65 69.1% 9 75.0% 48 77.4% 122 72.6% 0.52

ない（今回が初めての検査） 29 30.9% 3 25.0% 14 22.6% 46 27.4%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 37 39.4% 5 41.7% 28 45.2% 70 41.7% 0.77

ない 57 60.6% 7 58.3% 34 54.8% 98 58.3%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 16 17.0% 1 8.3% 14 22.6% 31 18.5% 0.81

病院/クリニック 5 5.3% 1 8.3% 2 3.2% 8 4.8% 0.88

郵送検査 17 18.1% 4 33.3% 18 29.0% 39 23.2% 0.57

その他 3 3.2% 1 8.3% 1 1.6% 5 3.0% 0.78

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 16 17.0% 2 16.7% 20 32.3% 38 22.6% 0.07

ゲイイベント 2 2.1% 2 16.7% 0 0.0% 4 2.4% <0.01

ゲイショップ 1 1.1% 0 0.0% 6 9.7% 7 4.2% 0.02

有料のハッテン場 15 16.0% 5 41.7% 11 17.7% 31 18.5% 0.10

野外のハッテン場 14 14.9% 4 33.3% 15 24.2% 33 19.6% 0.17

いずれもない 56 59.6% 5 41.7% 27 43.5% 88 52.4% 0.11

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 28 29.8% 3 25.0% 23 37.1% 54 32.1% 0.54

Instagram 6 6.4% 1 8.3% 3 4.8% 10 6.0% 0.87

VERO 11 11.7% 1 8.3% 5 8.1% 17 10.1% 0.74

9monsters 84 89.4% 9 75.0% 57 91.9% 150 89.3% 0.22

Men's Net Japan 7 7.4% 1 8.3% 10 16.1% 18 10.7% 0.22

KO-MENSTV 19 20.2% 4 33.3% 14 22.6% 37 22.0% 0.58

その他 7 7.4% 1 8.3% 7 11.3% 15 8.9% 0.71

いずれもない 6 6.4% 1 8.3% 3 4.8% 10 6.0% 0.87

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 82 87.2% 8 66.7% 41 66.1% 131 78.0% 0.03

受け取ったけど、利用していない 1 1.1% 0 0.0% 1 1.6% 2 1.2%

受け取って、利用した 11 11.7% 4 33.3% 20 32.3% 35 20.8%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 5 5.3% 3 25.0% 6 9.7% 14 8.3% 0.14

少し知っている 29 30.9% 4 33.3% 25 40.3% 58 34.5%

あまり知らない 42 44.7% 5 41.7% 21 33.9% 68 40.5%

全く知らない 18 19.1% 0 0.0% 10 16.1% 28 16.7%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 84 89.4% 11 91.7% 58 93.5% 153 91.1% 0.67

ない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 11 11.7% 4 33.3% 14 22.6% 29 17.3% 0.21

友達やセクフレ 60 63.8% 7 58.3% 39 62.9% 106 63.1% 0.87

その場限りの相手 52 55.3% 5 41.7% 31 50.0% 88 52.4% 0.64

その他 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9% 0.67

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 71 75.5% 9 75.0% 51 82.3% 131 78.0% 0.86

ない 13 13.8% 2 16.7% 7 11.3% 22 13.1%

過去6ヶ月間にない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 19 20.2% 7 58.3% 15 24.2% 41 24.4% 0.06

ない 65 69.1% 4 33.3% 43 69.4% 112 66.7%

過去6ヶ月間にない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 19 20.2% 3 25.0% 10 16.1% 32 19.0% 0.79

ない 65 69.1% 8 66.7% 48 77.4% 121 72.0%

過去6ヶ月間にない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 3 3.2% 1 8.3% 4 6.5% 8 4.8% 0.75

ない 81 86.2% 10 83.3% 54 87.1% 145 86.3%

過去6ヶ月間にない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 5 5.3% 0 0.0% 1 1.6% 6 3.6% 0.57

ない 79 84.0% 11 91.7% 57 91.9% 147 87.5%

過去6ヶ月間にない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 0 0.0% 1 8.3% 1 1.6% 2 1.2% 0.13

ない 84 89.4% 10 83.3% 57 91.9% 151 89.9%

過去6ヶ月間にない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 65 69.1% 8 66.7% 47 75.8% 120 71.4% 0.86

常用 19 20.2% 3 25.0% 11 17.7% 33 19.6%

過去6ヶ月間にない 10 10.6% 1 8.3% 4 6.5% 15 8.9%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

 
 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 15 16.0% 4 33.3% 15 24.2% 34 20.2% 0.17

具体的には知らないが、聞いた 64 68.1% 5 41.7% 42 67.7% 111 66.1%

まったく知らない 15 16.0% 3 25.0% 5 8.1% 23 13.7%

合計 94 100.0% 12 100.0% 62 100.0% 168 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 20 21.7% 2 18.2% 6 9.7% 28 17.0% 0.15

服薬したい/どちらかといえば 72 78.3% 9 81.8% 56 90.3% 137 83.0%

合計 92 100.0% 11 100.0% 62 100.0% 165 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 88 95.7% 10 90.9% 53 85.5% 151 91.5% 0.08

ある 4 4.3% 1 9.1% 9 14.5% 14 8.5%

合計 92 100.0% 11 100.0% 62 100.0% 165 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 7 7.4% 1 8.3% 4 6.5% 12 7.1% 0.96

A型肝炎 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

B型肝炎 2 2.1% 1 8.3% 2 3.2% 5 3.0% 0.49

C型肝炎 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6% 0.67

クラミジア 8 8.5% 0 0.0% 6 9.7% 14 8.3% 0.54

尖圭コンジローマ 3 3.2% 1 8.3% 2 3.2% 6 3.6% 0.65

淋病 6 6.4% 0 0.0% 2 3.2% 8 4.8% 0.48

HIV感染症 2 2.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.2% 0.45

赤痢アメーバ 1 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6% 0.67

毛じらみ 20 21.3% 3 25.0% 11 17.7% 34 20.2% 0.79

性器ヘルペス 7 7.4% 0 0.0% 3 4.8% 10 6.0% 0.53

その他 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 1 0.6% 0.42

いずれもない 61 64.9% 7 58.3% 42 67.7% 110 65.5% 0.81

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 4 66.7% 34 79.1% 23 82.1% 61 79.2% 0.81

インターネットで知った 2 33.3% 7 16.3% 2 7.1% 11 14.3% 0.41

コミュニティセンターで知った 1 16.7% 2 4.7% 0 0.0% 3 3.9% 0.33

ゲイバーで知った 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

友達から聞いた 1 16.7% 3 7.0% 2 7.1% 6 7.8% 0.83

その他 0 0.0% 1 2.3% 1 3.6% 2 2.6% 0.90

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 5 83.3% 34 79.1% 19 67.9% 58 75.3% 0.55

どちらでもない 1 16.7% 3 7.0% 1 3.6% 5 6.5%

難しかった 0 0.0% 4 9.3% 6 21.4% 10 13.0%

無回答 0 0.0% 2 4.7% 2 7.1% 4 5.2%

合計 6 100.0% 43 100.0% 28 100.0% 77 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 6 100.0% 42 97.7% 22 78.6% 70 90.9% 0.02

していない 0 0.0% 0 0.0% 6 21.4% 6 7.8%

無回答 0 0.0% 1 2.3% 0 0.0% 1 1.3%

合計 6 100.0% 43 100.0% 28 100.0% 77 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

首都圏における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 

 

研究分担者：塩野徳史（大阪青山大学 健康科学部看護学科 准教授） 

研究協力者：金子典代（名古屋市立大学大学院看護学研究科） 

岩橋恒太 木南拓也、藤原孝大、荒木順（特定非営利活動法人 akta） 

星野慎二、宮島謙介（特定非営利活動法人 SHIP） 

 

 

研究要旨 

   

東京地域では、総計 387キットを配布した。コミュニティセンターakta での対面配

布のみであった。今年度も予約サイトを活用し、密を避けて対面での説明を加え対応

を行った。キット受け取り者のうち、実際に検体を郵送会社に郵送したものは 314 名

であった。97.1％が結果サイトにログインしていた。HIV 陽性件数は 6 件、梅毒の陽

性件数は 37件（既感染も含む）であった。 

アンケートに回答し、かつ検体郵送した者 260 名の属性については、29 歳以下が

28.8％を占めた。アンケート回答者 588 名においては、東京都の居住者が 63.1％であ

った。検体を送付した 260 名のうち、生涯初の検査経験割合は 15.0％、過去 1 年の検

査経験がなかったものは全体のうち 58.5％であった。キットを受け取り、検体を送付

したもののうちMSM対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らなか

った人は 46.9％を占めた。 

神奈川地域では、総計 174 キットを配布した。コミュニティセンターでの対面配布

61件、WEB での配布が 113件であった。貸し会議室等の配布会場を借りるなどし、密

を避けて受付対応を行った。 

アンケートに回答したものは 181名であった。また実際に検体を郵送会社に郵送し

たものは 130 名であった。98.5％が結果サイトにログインしていた。HIV 陽性件数は

3 件、梅毒の陽性件数は 24 件（既感染も含む）であった。アンケートに回答した者

204名の属性については、40歳未満が 77.4％を占めた。南関東地域の居住者が 53.4％、

東京都の居住者が 33.2％であった。204 名のうち、これまでに検査を受けたことがな

いものの割合は 26.0％、過去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 61.9％で

あった。MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らなかった人

は 59.6％を占めた。 

 

 

A.研究目的と背景 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は

7 割以上減少となっている。この減少を埋める

ためにも新たな検査機会での補完が急務とな

った。そこで、東京地域では、自己採血の DBS

検体を送付しスクリーニング検査を受けるゆ

うそう検査をコミュニティセンターakta での

対面で配布した。神奈川地域では、コミュニテ

ィセンター、貸し会議室等の会場を借りての対

面配布、WEB 配布を実施した。MSM が利用しや

すい HIV・梅毒の検査の選択肢を増やし、期間

集中で配布し、検査普及における有効性の評価

を行う。 

 

B.研究方法 

東京地域では、コミュニティセンターakta

において、本プロジェクトに関する説明事項を

含むウェブサイト https://akta.jp/pt/ を開

設した。コミュニティセンターでの対面型配布

のみとした。公式ホームページ、公式 Twitter
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で広報を行った。 

検査キット受け取り希望者はコミュニティ

センターに直接来館し、その場でアンケートに

答えてもらい、アンケート回答後にコミュニテ

ィセンタースタッフが検査に関して説明をし

て、最後に受け渡す方法をとった。来場者には、

①検査キット、②確認検査を受けられる施設情

報シート、③アルバ作成 梅毒検査の意味、④

ぷれいす東京 サポート情報カード、⑤梅毒啓

発資材、⑥南新宿移転についての情報の 6種類

の資材を配布した。 

なお、コロナ対策のため、予約制を採用し、

ウェブの予約システムを導入して予約制。緊急

事態宣言下のため、16-19 時で配布した。2 レ

ーンで各人 15 分程度、１日 24 枠とした。 

神奈川地域では、対面型配布と WEB 配布 2パ

ターンで実施した。対面配布については、福祉

保健活動拠点フクシア会場を借り、10 月から

11 月末まで 5 日間の配布予定を立てた。また

SHIPにじいろキャビンでも 1日配布を行った。

会場の予約時間は 17〜20時 30 分、または 13：

00-16：00、13：00-16：00（SHIPにじいろキャ

ビン）とした。予約制をとることとし、WEB ま

たは電話による事前予約とした。２週間前から

10 分間隔で時間指定予約できる仕組みとした。 

配布スタッフは、統括予約受付 1名、配布担当

としてもう 2 名、総計 3名を配置することとし

た。WEB 配布については、アプリ広告、Twitter

での広告を行った。 

なお、本研究は名古屋市立大学看護学部研究

倫理審査委員会に設置された倫理審査委員会

により承認を得た。 

 

C.研究結果 

東京地域では、すべてコミュニティセンター

akta において対面で口頭説明付きで配布を行

った。2021 年 9 月 25 日から 12 月 3 日の 49 日

間の配布を行った。総計 387 キットを配布し

た。基本的には月曜日に予約制で対面配布を行

った。木曜日から日曜日は、予約なしでも可と

し、対面で配布を行った。 

ネットでの広報については、そうアクセス巣

は 9 月から 12 月で 23,672 件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 郵送検査利用者の概要（東京） 

 
 

 一方で、神奈川地域の配布実績は下記のとお

りである。 

西区福祉保健活動拠点・フクシヤでの配布 

 第1回：10月1日（金） 

定員12名、予約9名、配布9名 

 第2回：10月3日（日） 

定員22名、予約22名、配布20名 

 第3回：10月31日（日） 

定員22名、予約15名、配布14名 

 第4回：11月7日（日） 

定員22名、予約12名、配布8名 

 第5回：11月27日（土） 

定員22名、予約8名、配布6名 

 

SHIPにじいろキャビンでの配布 

 第1回：12月10日（水）16：00-20：00 

予約なし、配布数４名 

 

WEBでの配布 

第1弾は9月18日から9月23日まで、受付数

142件であった。広告は出会い系アプリと

Twitterの二種類を使用した。 

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 305 ( 97.1% )

e 4 ( 1.3% )

f 6 ( 1.9% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 3.7 ( 1.2% )

g 11 ( 3.5% )

h 37 ( 12.2% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 8.2 ( 2.7% )

i 260 ( 82.8% )

ｊ 219 ( 69.7% )

ｋ 190 ( 60.5% )

81.1%

*重複感染（1名）

akta

NPO法人akta

東京

387

387

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a)

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数

利用者数；郵送検査会社での受付数 314

559

配布総数
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第2弾は12月8日から12月28日まで、受付数

は10であった。広告はTwitterのみであった。 

 

表２ 郵送検査利用者の概要（神奈川） 

 
 

実施についての振り返りと反省点 

今年度の実施から気づいたこと、よかったこ

とは、開館時の配布では、早い時間に受け取り

に来る人が多かった（開館前も含む）ことがあ

げられた。また予約枠と比べ、開館時の受け取

りは、対象者の検査についての準備性が低かっ

た。 

修正が必要なこと、課題となったことは、予

約枠は土壇場でのキャンセルが多いことが分

かった。開館時は、他の作業や MTG、プログラ

ム等との兼ね合いが難しかった。 

また説明動画を倍速で見られる方もいたの

で、何度も見れる説明やフォローを追加する必

要があった。グループでの受け取りは準備性が

異なり、一緒に説明することが難しい事例があ

った。シフトスタッフが少ないときには、検査

対応中に電話対応や来場者対応等が必要なこ

ともあり、バランスをとることが難しいと感じ

た。また対象者には、説明を集中して聞いてい

ただけなかったり、注意散漫になりながら説明

を聞く人もあり、対応が難しかった。以前の

HIV check利用者では説明をスキップしようと

する方もおられた。特に実家暮らしの学生等へ

の資料提示、配布は難しい。 

対象者からの質問対応では、結果の受け取り

までの時間や、梅毒に関する基本情報、HIV と

梅毒で結果は別々に来るか？など様々なもの

があった。聴覚障がい者の方への説明が必要な

場面もあり、今後検討が必要であった。 

ゆうそう検査を使ってみた動画をインスタ

で上げたいとの声もあった。メディア対応等が

事前にルール化されていると良いと思った。 

また外国人が日本人と一緒に来場したとき

にどのように説明するかが難しかった。 

 

D.考察 

今年度も新型コロナウイルスの影響で、保健

所での HIV検査が休止なったところもあり、定

期的に保健所で検査を受けていた人が、キット

を受け取りに来ることがあったと考えられる。 

郵送検査の方法および確認検査を受ける場

所への誘導について口頭で説明する必要があ

ると考え、akta では対面で配布する方法をと

った。受検者と直接接することで、検査方法を

詳細に伝えることができ、問い合わせに対して

もその場で答えることで、受検者に対して安心

感を与えることができた。私たち自身も受検者

がどのような疑問を持っているかを知ること

ができた。いまだ多くの保健所の検査提供が少

なくなっていることもあり、予約枠はすぐ埋ま

る状況であった。 

今後、どのような層にこのゆうそう検査を届

けるかを考え、ターゲットを絞った広報、検査

提供を考える必要がある。また、東京都以外に

も様々な居住地の MSM がキットを受け取りに

来る可能性があり、遠方から取りに来たものに

ついての対応も今後検討する必要がある。 

 

E.結論 

東京地域では、HIVCheck を終えて 1 年以上

あけての検査キットの配布を実施した。入念な

広報や情報提供の準備を行い、対面型に限定し

不安を軽減する努力をし、昨年度に比べ 4倍の

387件を配布できた。 

神奈川地域では、総計 174 キットを配布し

た。コミュニティセンターや神奈川県内の公的

な場所での対面配布 61 件、WEB での配布が 113

件であった。昨年度に続き、貸し会議室等の配

布会場を借りるなどし、密を避けて受付対応を

行った。 

 

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 128 ( 98.5% )

e 1 ( 0.8% )

f 3 ( 2.3% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.2 ( 0.9% )

g 1 ( 0.8% )

h 24 ( 18.6% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 7.2 ( 5.6% )

i 107 ( 82.3% )

ｊ 88 ( 67.7% )

ｋ 76 ( 58.5% )

74.7%

*重複感染（1名）

-

NPO法人SHIP

神奈川

61

174

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a)

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数 181

利用者数；郵送検査会社での受付数 130

113

配布総数
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予防啓発に向けた一考察-ハッテン場利用経

験のある女装者 2 名の事例から．日本エイズ

学会誌，23(1), 18-25, 2021． 

4) 〇金子典代,塩野徳史：MSM を対象にした当

事者主体の HIV検査の取り組みと意義．日本

エイズ学会誌,22(3)，136-146,2020 

5) 今橋真弓，金子典代，高橋良介，石田敏彦，

横幕能行：名古屋市無料匿名性感染症検査会

受検者における性感染症既往認識と検査結

果．日本感染症学会誌 , 31(1), 2020. 

doi:10.24775/jjsti.S-2019-0003 

 

2.学会発表（国外） 

1)  Anand Tarandeep, Nitpolprasert 

Chattiya, Shirasaka Takuma, Iwatani 

Yasumasa, Yokomaku Yoshiyuki, Imahashi 

Mayumi, Kaneko Noriyo, Iwahashi Kota, 

Ikushima Yuzuru, Aoki Rieko, Ishida 

Toshihiko, Shiono Satoshi, Yamaguchi 

Masazumi, Takemura Keizo, Iwamoto 

Aikichi: HIV Prevention among MSM in 

JAPAN: Current Opinions on Achieving the 

First 90 among Japanese MSM. The 

International Congress on Drug Therapy 

in HIV Infection(HIV Glasgow 2020), 

Glasgow, 2020. 

2)  Benjamin R. Bavinton, Adam Hill, 

Natalie Amos, Sin How Lim, Thomas 

Guadamuz, Noriyo Kaneko, Martin Holt, 

Adam Bourne: Low PrEP uptake among gay, 

bisexual, and other men who have sex 

with men in five Asian countries: 

Results of the Asia Pacific MSM 

Internet Survey. The 11th IAS - the 

International AIDS Society - Conference 

on HIV Science, Virtual, 2021. 

3)  Adam O Hill, Benjamin R Bavinton, 

Noriyo Kaneko, Lise Lafferty, Anthony 

Lyons, Stuart Gilmour, Jennifer Power, 

Gregory Armstrong: Associations between 

social capital and HIV risk-taking 

behaviours among men who have sex with 

men in Japan. 2021 Joint Australasian 

Sexual Health and HIV&AIDS Conferences, 

Virtual, 2021. 

 

3.学会発表（国内） 

1) 金子典代：U=U をめぐる陽性者と HIV 予防対

策と医療者のあり方について．日本エイズ学

会シンポジウム, 第 34 回日本エイズ学会学

術集会・総会, WEB 開催, 2020 

2) 林田庸総、柏木恵莉、土屋亮人、高野操、青

木孝弘、潟永博之、菊池嘉、岩橋恒太、金子

典代：乾燥ろ紙血による HIV Ag/Ab 郵送検査

の検査ラボでの結果についての検討．第 34回

日本エイズ学会学術集会・総会, WEB 開催, 

2020 

3) 荒木順、金子典代、木南拓也、柴田恵、岩橋

恒太、藤原孝大、鈴木敦大、小山輝道、高久

道子、高久陽介、市川誠一、張由紀夫、生島

嗣 ： ゲ イ バ ー 等 と の 連 携 に よ る

「LivingTogether のど自慢」の実践とその効

果について．第 34 回日本エイズ学会学術集

会・総会, WEB 開催, 2020 

4) 井上洋士、後藤大輔、舩石翔馬、髙橋良介、

塩野徳史、金子典代：成人前期（20 歳代）MSM

での性行動と HIV・性感染症認識に関する面

接調査研究．第 34 回日本エイズ学会学術集

会・総会, WEB 開催, 2020 

5) 髙橋良介、末盛慶、金子典代、石田敏彦：

NLGR+への参加状況と HIV 抗体検査受検経験

の関連性．第 34回日本エイズ学会学術集会・

総会, WEB 開催, 2020 

6) 金子典代：日本の MSM における HIV 検査の

促進、阻害要因に基づく検査拡大ストラテジ

ー. 第 1 回 Fast-Track Cities Workshop 

Japan, Tokyo, 2021 

7) 金子典代：MSM を対象とした HIV 検査促進プ

ログラムの変遷と HIV検査機会拡大にむけた

新たな試み．日本エイズ学会シンポジウム, 

第 35 回日本エイズ学会学術集会・総会, 東

京, 2021 

8) Michiko Takaku, Myagmardorj Dorjgotov, 

Erdenetuya Gombo, Nyampurev Galsanjamts, 

Noriyo Kaneko, Seiichi Ichikawa：Studies 
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on mitigating stigma and developing an 

awareness program targeting a population 

at risk for HIV infection in Mongolia. 

第 35 回日本エイズ学会学術集会・総会, 東

京, 2021 

9) 浅沼智也、金子典代、荒木順、生島嗣、塩野

徳史、砂川秀樹、宮田りりぃ、今村顕史：ト

ランスジェンダーとセクシュアルヘルス. 

GID 学会第 23 回研究大会・総会, WEB 開催, 

2022 

 

G.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 
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表３-１ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要（東京） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

NPO法人akta/akta（東京） 299 30.1% 260 51.0% 0 0.0% 54 53.5% 0 0.0% 613 26.7%

検査DATA　採取した月

2021年9月 11 4.2% 1 1.9% 12 3.8% <0.01

2021年10月 97 37.3% 7 13.0% 104 33.1%

2021年11月 79 30.4% 12 22.2% 91 29.0%

2021年12月 46 17.7% 15 27.8% 61 19.4%

2022年1月 27 10.4% 19 35.2% 46 14.6%

合計 260 100.0% 54 100.0% 314 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 3 1.2% 2 3.7% 5 1.6% 0.01

陰性だった 255 98.1% 49 90.7% 304 96.8%

判定不能 1 0.4% 3 5.6% 4 1.3%

再罹患 1 0.4% 0 0.0% 1 0.3%

合計 260 100.0% 54 100.0% 314 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 2 0.8% 0 0.0% 2 0.6% <0.01

初めて陽性と知った 7 2.7% 4 7.4% 11 3.5%

陰性だった 219 84.2% 45 83.3% 264 84.1%

判定不能 6 2.3% 5 9.3% 11 3.5%

再罹患 26 10.0% 0 0.0% 26 8.3%

合計 260 100.0% 54 100.0% 314 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 6 2.3% 3 5.6% 9 2.9% 0.19

既読 254 97.7% 51 94.4% 305 97.1%

合計 260 100.0% 54 100.0% 314 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 91 30.4% 75 28.8% 13 24.1% 179 29.2% 0.10

30-39歳 94 31.4% 97 37.3% 19 35.2% 210 34.3%

40-49歳 75 25.1% 65 25.0% 16 29.6% 156 25.4%

50-59歳 30 10.0% 20 7.7% 4 7.4% 54 8.8%

60歳以上 9 3.0% 3 1.2% 1 1.9% 13 2.1%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 1 1.9% 1 0.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 54 100.0% 613 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３-２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性（東京） 

 

居住地

北海道 2 0.7% 0 0.0% 1 3.4% 3 0.5% <0.01

東北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北関東 6 2.0% 8 3.1% 0 0.0% 14 2.4%

東京 187 62.5% 165 63.5% 19 65.5% 371 63.1%

南関東 88 29.4% 76 29.2% 4 13.8% 168 28.6%

甲信越 1 0.3% 3 1.2% 0 0.0% 4 0.7%

北陸 2 0.7% 1 0.4% 0 0.0% 3 0.5%

東海 8 2.7% 4 1.5% 1 3.4% 13 2.2%

近畿 4 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 4 0.7%

中国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

四国 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 1 0.2%

九州 1 0.3% 1 0.4% 0 0.0% 2 0.3%

沖縄 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 1 0.2%

不明 0 0.0% 0 0.0% 4 13.8% 4 0.7%

合計 299 100.0% 260 100.0% 29 100.0% 588 100.0%

国籍

日本 271 90.6% 240 92.3% 511 91.4% 0.28

アジア 22 7.4% 16 6.2% 38 6.8%

欧米 1 0.3% 3 1.2% 4 0.7%

その他 5 1.7% 1 0.4% 6 1.1%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 112 58.9% 16 55.2% 128 58.4% 0.28

郊外住宅地 65 34.2% 9 31.0% 74 33.8%

農村地域・漁村地域 3 1.6% 0 0.0% 3 1.4%

山間部 2 1.1% 0 0.0% 2 0.9%

離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 8 4.2% 4 13.8% 12 5.5%

合計 190 100.0% 29 100.0% 219 100.0%

性別

男性 297 99.3% 259 99.6% 53 98.1% 609 99.3% 0.03

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 2 0.7% 1 0.4% 0 0.0% 3 0.5%

その他 0 0.0% 0 0.0% 1 1.9% 1 0.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 54 100.0% 613 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 2 1.1% 0 0.0% 2 0.9% 0.31

いいえ 176 92.6% 25 86.2% 201 91.8%

無回答 12 6.3% 4 13.8% 16 7.3%

合計 190 100.0% 29 100.0% 219 100.0%

居住形態

独居 183 61.2% 164 63.1% 347 62.1% 0.49

同居 116 38.8% 95 36.5% 211 37.7%

定住先はない 0 0.0% 1 0.4% 1 0.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３-３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO 活動認知

（東京） 

 
 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 210 70.2% 221 85.0% 431 77.1% <0.01

ない（今回が初めての検査） 89 29.8% 39 15.0% 128 22.9%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 116 38.8% 108 41.5% 224 40.1% 0.54

ない 183 61.2% 152 58.5% 335 59.9%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 45 15.1% 44 16.9% 89 15.9% <0.01

病院/クリニック 45 15.1% 40 15.4% 85 15.2% <0.01

郵送検査 30 10.0% 25 9.6% 55 9.8% <0.01

その他 29 9.7% 23 8.8% 52 9.3% <0.01

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 93 31.1% 93 35.8% 186 33.3% 0.28

ゲイイベント 18 6.0% 20 7.7% 38 6.8% 0.50

ゲイショップ 27 9.0% 34 13.1% 61 10.9% 0.14

有料のハッテン場 116 38.8% 99 38.1% 215 38.5% 0.93

野外のハッテン場 26 8.7% 28 10.8% 54 9.7% 0.47

いずれもない 120 40.1% 99 38.1% 219 39.2% 0.66

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 106 35.5% 85 32.7% 191 34.2% 0.53

Instagram 27 9.0% 28 10.8% 55 9.8% 0.57

VERO 29 9.7% 25 9.6% 54 9.7% 1.00

9monsters 261 87.3% 214 82.3% 475 85.0% 0.12

Men's Net Japan 55 18.4% 41 15.8% 96 17.2% 0.43

KO-MENSTV 4 1.3% 3 1.2% 7 1.3% 1.00

その他 18 6.0% 29 11.2% 47 8.4% 0.03

いずれもない 25 8.4% 25 9.6% 50 8.9% 0.66

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 278 93.0% 243 93.5% 521 93.2% 0.96

受け取ったけど、利用していない 1 0.3% 1 0.4% 2 0.4%

受け取って、利用した 20 6.7% 16 6.2% 36 6.4%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 39 13.0% 38 14.6% 77 13.8% 0.88

少し知っている 110 36.8% 100 38.5% 210 37.6%

あまり知らない 114 38.1% 92 35.4% 206 36.9%

全く知らない 36 12.0% 30 11.5% 66 11.8%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３-４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動①（東京） 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 270 90.3% 243 93.5% 513 91.8% 0.22

ない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 70 23.4% 70 26.9% 140 25.0% 0.30

友達やセクフレ 173 57.9% 156 60.0% 329 58.9% 0.40

その場限りの相手 165 55.2% 140 53.8% 305 54.6% 0.29

その他 3 1.0% 2 0.8% 5 0.9% 0.38

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 234 78.3% 197 75.8% 431 77.1% 0.09

ない 36 12.0% 46 17.7% 82 14.7%

過去6ヶ月間にない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 117 39.1% 99 38.1% 216 38.6% 0.33

ない 153 51.2% 144 55.4% 297 53.1%

過去6ヶ月間にない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 69 23.1% 58 22.3% 127 22.7% 0.36

ない 201 67.2% 185 71.2% 386 69.1%

過去6ヶ月間にない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 13 4.3% 15 5.8% 28 5.0% 0.32

ない 257 86.0% 228 87.7% 485 86.8%

過去6ヶ月間にない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 18 6.0% 9 3.5% 27 4.8% 0.13

ない 252 84.3% 234 90.0% 486 86.9%

過去6ヶ月間にない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 6 2.0% 5 1.9% 11 2.0% 0.40

ない 264 88.3% 238 91.5% 502 89.8%

過去6ヶ月間にない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 207 69.2% 203 78.1% 410 73.3% 0.06

常用 63 21.1% 40 15.4% 103 18.4%

過去6ヶ月間にない 29 9.7% 17 6.5% 46 8.2%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３-５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況

（東京） 

 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 90 30.1% 72 27.7% 162 29.0% 0.06

具体的には知らないが、聞いた 177 59.2% 173 66.5% 350 62.6%

まったく知らない 32 10.7% 15 5.8% 47 8.4%

合計 299 100.0% 260 100.0% 559 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 59 20.1% 58 22.4% 117 21.2% 0.53

服薬したい/どちらかといえば 235 79.9% 201 77.6% 436 78.8%

合計 294 100.0% 259 100.0% 553 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 255 86.7% 230 88.8% 485 87.7% 0.52

ある 39 13.3% 29 11.2% 68 12.3%

合計 294 100.0% 259 100.0% 553 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 41 13.7% 31 11.9% 72 12.9% 0.61

A型肝炎 6 2.0% 2 0.8% 8 1.4% 0.30

B型肝炎 24 8.0% 15 5.8% 39 7.0% 0.32

C型肝炎 2 0.7% 0 0.0% 2 0.4% 0.50

クラミジア 41 13.7% 31 11.9% 72 12.9% 0.61

尖圭コンジローマ 20 6.7% 13 5.0% 33 5.9% 0.47

淋病 27 9.0% 26 10.0% 53 9.5% 0.77

HIV感染症 5 1.7% 1 0.4% 6 1.1% 0.22

赤痢アメーバ 4 1.3% 2 0.8% 6 1.1% 0.69

毛じらみ 89 29.8% 63 24.2% 152 27.2% 0.15

性器ヘルペス 12 4.0% 8 3.1% 20 3.6% 0.65

その他 4 1.3% 6 2.3% 10 1.8% 0.53

いずれもない 144 48.2% 130 50.0% 274 49.0% 0.67

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 133 70.0% 21 72.4% 154 70.3% 0.03

インターネットで知った 31 16.3% 2 6.9% 33 15.1% 0.04

コミュニティセンターで知った 13 6.8% 2 6.9% 15 6.8% 0.07

ゲイバーで知った 4 2.1% 1 3.4% 5 2.3% 0.06

友達から聞いた 19 10.0% 3 10.3% 22 10.0% 0.07

その他 4 2.1% 0 0.0% 4 1.8% 0.05

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 111 58.4% 15 51.7% 126 57.5% 0.23

どちらでもない 30 15.8% 2 6.9% 32 14.6%

難しかった 44 23.2% 10 34.5% 54 24.7%

無回答 5 2.6% 2 6.9% 7 3.2%

合計 190 100.0% 29 100.0% 219 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 179 94.2% 22 75.9% 201 91.8% <0.01

していない 3 1.6% 3 10.3% 6 2.7%

無回答 8 4.2% 4 13.8% 12 5.5%

合計 190 100.0% 29 100.0% 219 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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資料１ MSM ALL JAPAN．ミーティングおよび班会議資料（東京） 
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表４-１ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要（神奈川） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

NPO法人SHIP（神奈川） 74 7.5% 49 9.6% 58 14.0% 0 0.0% 23 8.2% 204 8.9%

検査DATA　採取した月

2021年9月 0 0.0% 39 67.2% 11 47.8% 50 38.5% <0.01

2021年10月 26 53.1% 12 20.7% 2 8.7% 40 30.8%

2021年11月 14 28.6% 2 3.4% 3 13.0% 19 14.6%

2021年12月 6 12.2% 4 6.9% 1 4.3% 11 8.5%

2022年1月 3 6.1% 1 1.7% 6 26.1% 10 7.7%

合計 49 100.0% 58 100.0% 23 100.0% 130 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 0 0.0% 1 1.7% 2 8.7% 3 2.3% 0.13

陰性だった 48 98.0% 57 98.3% 21 91.3% 126 96.9%

判定不能 1 2.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 49 100.0% 58 100.0% 23 100.0% 130 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.09

初めて陽性と知った 2 4.1% 4 6.9% 5 21.7% 11 8.5%

陰性だった 41 83.7% 46 79.3% 18 78.3% 105 80.8%

判定不能 1 2.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8%

再罹患 5 10.2% 8 13.8% 0 0.0% 13 10.0%

合計 49 100.0% 58 100.0% 23 100.0% 130 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 0 0.0% 0 0.0% 2 8.7% 2 1.5% <0.01

既読 49 100.0% 58 100.0% 21 91.3% 128 98.5%

合計 49 100.0% 58 100.0% 23 100.0% 130 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 33 44.6% 13 26.5% 19 32.8% 6 26.1% 71 34.8% 0.23

30-39歳 24 32.4% 26 53.1% 24 41.4% 13 56.5% 87 42.6%

40-49歳 14 18.9% 7 14.3% 10 17.2% 2 8.7% 33 16.2%

50-59歳 2 2.7% 2 4.1% 3 5.2% 1 4.3% 8 3.9%

60歳以上 1 1.4% 1 2.0% 2 3.4% 0 0.0% 4 2.0%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.3% 1 0.5%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 23 100.0% 204 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４-２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性（神奈川） 

 

居住地

北海道 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.01

東北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北関東 4 5.4% 1 2.0% 3 5.2% 1 8.3% 9 4.7%

東京 30 40.5% 10 20.4% 19 32.8% 5 41.7% 64 33.2%

南関東 33 44.6% 37 75.5% 29 50.0% 4 33.3% 103 53.4%

甲信越 4 5.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4 2.1%

北陸 0 0.0% 1 2.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

東海 1 1.4% 0 0.0% 2 3.4% 0 0.0% 3 1.6%

近畿 1 1.4% 0 0.0% 2 3.4% 1 8.3% 4 2.1%

中国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州 0 0.0% 0 0.0% 3 5.2% 0 0.0% 3 1.6%

沖縄 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0% 1 8.3% 2 1.0%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 12 100.0% 193 100.0%

国籍

日本 71 95.9% 48 98.0% 55 94.8% 174 96.1% 0.70

アジア 3 4.1% 1 2.0% 3 5.2% 7 3.9%

欧米 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 13 36.1% 15 37.5% 7 58.3% 35 39.8% 0.58

郊外住宅地 19 52.8% 22 55.0% 5 41.7% 46 52.3%

農村地域・漁村地域 0 0.0% 1 2.5% 0 0.0% 1 1.1%

山間部 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 4 11.1% 2 5.0% 0 0.0% 6 6.8%

合計 36 100.0% 40 100.0% 12 100.0% 88 100.0%

性別

男性 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 22 95.7% 203 99.5% 0.05

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.3% 1 0.5%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 23 100.0% 204 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.19

いいえ 30 83.3% 37 92.5% 12 100.0% 79 89.8%

無回答 6 16.7% 3 7.5% 0 0.0% 9 10.2%

合計 36 100.0% 40 100.0% 12 100.0% 88 100.0%

居住形態

独居 49 66.2% 33 67.3% 37 63.8% 119 65.7% 0.92

同居 25 33.8% 16 32.7% 21 36.2% 62 34.3%

定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４-３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO 活動認知

（神奈川） 

 
 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 50 67.6% 38 77.6% 46 79.3% 134 74.0% 0.25

ない（今回が初めての検査） 24 32.4% 11 22.4% 12 20.7% 47 26.0%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 30 40.5% 20 40.8% 19 32.8% 69 38.1% 0.59

ない 44 59.5% 29 59.2% 39 67.2% 112 61.9%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 8 10.8% 6 12.2% 8 13.8% 22 12.2% 0.29

病院/クリニック 12 16.2% 6 12.2% 5 8.6% 23 12.7% 0.30

郵送検査 10 13.5% 9 18.4% 8 13.8% 27 14.9% 0.32

その他 8 10.8% 3 6.1% 6 10.3% 17 9.4% 0.26

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 18 24.3% 9 18.4% 5 8.6% 32 17.7% 0.06

ゲイイベント 3 4.1% 0 0.0% 0 0.0% 3 1.7% 0.11

ゲイショップ 2 2.7% 2 4.1% 2 3.4% 6 3.3% 0.91

有料のハッテン場 22 29.7% 22 44.9% 12 20.7% 56 30.9% 0.03

野外のハッテン場 12 16.2% 3 6.1% 2 3.4% 17 9.4% 0.03

いずれもない 37 50.0% 19 38.8% 41 70.7% 97 53.6% <0.01

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 30 40.5% 19 38.8% 21 36.2% 70 38.7% 0.88

Instagram 5 6.8% 5 10.2% 8 13.8% 18 9.9% 0.41

VERO 10 13.5% 7 14.3% 5 8.6% 22 12.2% 0.60

9monsters 68 91.9% 44 89.8% 51 87.9% 163 90.1% 0.75

Men's Net Japan 15 20.3% 5 10.2% 12 20.7% 32 17.7% 0.27

KO-MENSTV 1 1.4% 0 0.0% 2 3.4% 3 1.7% 0.37

その他 6 8.1% 0 0.0% 2 3.4% 8 4.4% 0.09

いずれもない 2 2.7% 5 10.2% 3 5.2% 10 5.5% 0.20

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 69 93.2% 40 81.6% 50 86.2% 159 87.8% 0.14

受け取ったけど、利用していない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

受け取って、利用した 5 6.8% 9 18.4% 8 13.8% 22 12.2%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 10 13.5% 4 8.2% 4 6.9% 18 9.9% 0.29

少し知っている 22 29.7% 15 30.6% 18 31.0% 55 30.4%

あまり知らない 23 31.1% 24 49.0% 26 44.8% 73 40.3%

全く知らない 19 25.7% 6 12.2% 10 17.2% 35 19.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４-４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動①（神奈川） 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 66 89.2% 47 95.9% 53 91.4% 166 91.7% 0.41

ない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 10 13.5% 6 12.2% 5 8.6% 21 11.6% 0.62

友達やセクフレ 44 59.5% 30 61.2% 33 56.9% 107 59.1% 0.73

その場限りの相手 42 56.8% 28 57.1% 36 62.1% 106 58.6% 0.64

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 61 82.4% 39 79.6% 47 81.0% 147 81.2% 0.38

ない 5 6.8% 8 16.3% 6 10.3% 19 10.5%

過去6ヶ月間にない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 18 24.3% 19 38.8% 11 19.0% 48 26.5% 0.15

ない 48 64.9% 28 57.1% 42 72.4% 118 65.2%

過去6ヶ月間にない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 12 16.2% 12 24.5% 12 20.7% 36 19.9% 0.61

ない 54 73.0% 35 71.4% 41 70.7% 130 71.8%

過去6ヶ月間にない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 3 4.1% 3 6.1% 3 5.2% 9 5.0% 0.74

ない 63 85.1% 44 89.8% 50 86.2% 157 86.7%

過去6ヶ月間にない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 3 4.1% 3 6.1% 2 3.4% 8 4.4% 0.71

ない 63 85.1% 44 89.8% 51 87.9% 158 87.3%

過去6ヶ月間にない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 1 0.6% 0.42

ない 66 89.2% 47 95.9% 52 89.7% 165 91.2%

過去6ヶ月間にない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 50 67.6% 32 65.3% 42 72.4% 124 68.5% 0.47

常用 16 21.6% 15 30.6% 11 19.0% 42 23.2%

過去6ヶ月間にない 8 10.8% 2 4.1% 5 8.6% 15 8.3%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４-５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況

（神奈川） 

 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 19 25.7% 10 20.4% 10 17.2% 39 21.5% 0.81

具体的には知らないが、聞いた 50 67.6% 36 73.5% 43 74.1% 129 71.3%

まったく知らない 5 6.8% 3 6.1% 5 8.6% 13 7.2%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 20 27.0% 10 20.4% 14 24.1% 44 24.3% 0.70

服薬したい/どちらかといえば 54 73.0% 39 79.6% 44 75.9% 137 75.7%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 69 93.2% 42 85.7% 53 91.4% 164 90.6% 0.36

ある 5 6.8% 7 14.3% 5 8.6% 17 9.4%

合計 74 100.0% 49 100.0% 58 100.0% 181 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 9 12.2% 6 12.2% 8 13.8% 23 12.7% 0.96

A型肝炎 0 0.0% 2 4.1% 2 3.4% 4 2.2% 0.24

B型肝炎 2 2.7% 3 6.1% 4 6.9% 9 5.0% 0.50

C型肝炎 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6% 0.48

クラミジア 9 12.2% 6 12.2% 9 15.5% 24 13.3% 0.83

尖圭コンジローマ 5 6.8% 5 10.2% 4 6.9% 14 7.7% 0.75

淋病 4 5.4% 2 4.1% 4 6.9% 10 5.5% 0.82

HIV感染症 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

赤痢アメーバ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

毛じらみ 17 23.0% 14 28.6% 19 32.8% 50 27.6% 0.45

性器ヘルペス 2 2.7% 0 0.0% 1 1.7% 3 1.7% 0.52

その他 2 2.7% 0 0.0% 1 1.7% 3 1.7% 0.52

いずれもない 40 54.1% 26 53.1% 28 48.3% 94 51.9% 0.79

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 26 72.2% 31 77.5% 8 66.7% 65 73.9% 0.47

インターネットで知った 4 11.1% 5 12.5% 3 25.0% 12 13.6% 0.49

コミュニティセンターで知った 1 2.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1% 0.45

ゲイバーで知った 0 0.0% 0 0.0% 1 0 0 0.0%

友達から聞いた 2 5.6% 1 2.5% 0 0.0% 3 3.4% 0.51

その他 0 0.0% 1 2.5% 1 8.3% 2 2.3% 0.31

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 22 61.1% 24 60.0% 8 66.7% 54 61.4% 0.93

どちらでもない 4 11.1% 7 17.5% 1 8.3% 12 13.6%

難しかった 8 22.2% 7 17.5% 3 25.0% 18 20.5%

無回答 2 5.6% 2 5.0% 0 0.0% 4 4.5%

合計 36 100.0% 40 100.0% 12 100.0% 88 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 32 88.9% 38 95.0% 11 91.7% 81 92.0% 0.62

していない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 4 11.1% 2 5.0% 1 8.3% 7 8.0%

合計 36 100.0% 40 100.0% 12 100.0% 88 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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資料２ MSM ALL JAPAN．ミーティングおよび班会議資料（神奈川） 
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

東海における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 

 

研究分担者：金子典代（名古屋市立大学 大学院看護学研究科 准教授） 

研究協力者：石田敏彦、藤浦裕二、藤井良樹（ANGEL LIFE NAGOYA） 

 

 

研究要旨 

   

クリニック検査については、広域の地方圏である岐阜市内の利便性が高いクリニッ

クから協力の承諾を得て、検査提供を行った。また名古屋市の利便性の高い繁華街の

性感染症クリニックのみならず、新たに三河地域においても新規のクリニックを開拓

し協力を得た。3クリニックで総計 57名の利用があった。年間の HIV の陽性件数は 2

件であった。梅毒は既往歴と新規感染合わせて 12名の陽性が見られた。 

ゆうそう検査は、総計 75 キットを配布した。コミュニティセンターrise での対面

配布が 15 件、WEBでの配布が 60件であった。アンケートに回答したものは 75名であ

った。実際に検体を郵送会社に郵送したものは 57 名であった。HIV 陽性件数は 0 件、

梅毒の陽性件数は 7件（既感染も含む）であった。郵送検査利用者の属性については、

対面配布かつ ID 連結の同意を得た 14 名においては、30 歳未満が 14.3％を占めた。

東海地域の居住者が 100.0％であった。生涯初の検査経験割合は 7.1％であった。過

去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 21.4％であった。MSM 対象の予防啓発

やコミュニティセンターのことをあまり知らなかった人は 35.7％を占めた。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 31 名においては、30 歳未満が 25.8％を占めた。

東海地域の居住者が 58.1％であった。生涯初の検査経験割合は 35.5％であった。過

去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 80.6％であった。MSM 対象の予防啓発

やコミュニティセンターのことをあまり知らなかった人は 51.7％を占めた。 

今年度も新型コロナ感染症に伴う自粛宣言に対応しながら、クリニック検査とゆう

そう検査の同時進行にはマンパワーの課題があったが、今後よりよい棲み分け法も考

え検討していく必要がある。 

   

 

A.研究目的と背景 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナウイルス感染症拡大に伴い、保健所での検

査提供は 7割以上減少となっている。この減少

を埋めるためにも新たな検査機会での補完が

急務となった。 

そこで、東海地域では大阪や中四国で成功を

収めてきた民間医療機関を活用した HIV と梅

毒の検査提供（通称クリニック検査）をモデル

とし展開することとした。 

また自己採血の DBS 検体を送付しスクリー

ニング検査を受けるゆうそう検査もコミュニ

ティセンターでの対面配布、WEB配布を実施し

た。MSM が利用しやすい HIV・梅毒の検査の選

択肢を増やし、期間集中で配布を実施し、検査

普及における有効性の評価を行う。 

 

B.研究方法 

1）クリニック検査 

大阪や中四国で成功を収めてきたクリニッ

ク検査の先行事例を解析し、その方法を参考に

実施した。東海地域の中でも、面積が広く、検

査アクセスに課題がある岐阜県において民間

医療機関を開拓、協力を依頼し、新たな検査プ

ログラムを実施した。また名古屋市内の利便性

の高い場所に開所している民間医療機関にも

協力を依頼し、実施した。本年度から三河地域

において新たにクリニックを 1 件開拓し、総計

3 機関で検査を提供した。 
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第 1 期を令和 3 年 8 月 1 日から 9 月 30 日ま

で、第 2 期を令和 4年 1月 31日から 2 月 26 日

までとし、HIV検査と梅毒の検査提供を行った。

医療機関への協力依頼、Twitter等 SNS での告

知、出会い系アプリや SNS アプリを使った広報

は ANGEL LIFE NAGOYA が担当した。 

受検者には検査提供医療機関で自記式アン

ケートも実施し、協力を要請した。 

 

2）ゆうそう検査 

コミュニティセンターでの対面型配布は

250件を予定した。WEB申し込み型の配布は 50

件を予定した。 

東海地域在住の MSM や名古屋市の MSM 向け

商業地域（コミュニティセンターrise の所在

地）にアクセスできる MSM を対象に、ポスター

やコミュニティペーパーなど紙媒体による広

報展開も実施した。対面配布を 10 月 1 日～10

月 31 日、11 月 27 日～12 月 25 日の 2 回に分

けて行った。WEB での申し込み期間は 10 月 1

日～12月 25日とした。 

2021 年 9 月 1 日から配布を開始し、対面配

布で 15 件、WEB 配布で 60 件の実績があった。 

 

本研究計画はいずれも名古屋市立大学看護

学部倫理審査委員会により実施の承認を得た。 

 

C.研究結果 

1）クリニック検査 

これまでの東海地域で実施してきた各種の

調査データを用い、啓発戦略を策定した。東海

地域では、2003 年より名古屋医療センター、

ANGEL LIFE NAGOYA、行政（名古屋市）が連携

して大規模検査会を実施してきている。 

その際にも検査を知るきっかけは SNS、口コ

ミ、出会い系アプリでの広告が最も多いことに

鑑み、本プログラムでも MSM向けの出会い系ア

プリ広告を活用した。 

新型コロナ感染症の再拡大が起き、緊急事態

宣言が出されていたため、紙資材を用いたゲイ

バー等への情報アウトリーチは十分に展開で

きなかった。岐阜市内のクリニックは 8 名の利

用者がいた。また名古屋市のクリニックは 46

名、豊橋市内のクリニックは 3 名の利用があっ

た。令和 2年度、令和 3年度の受検者の詳細に

ついては資料 1で示した。 

30 歳未満が 34.5％を占めた。愛知県の居住

者が 90.9％であった。生涯初の検査経験割合

は 23.6％であった。MSM対象の予防啓発やコミ

ュニティセンターのことをあまり知らなかっ

た人は 38.9％を占めた。 

 
 

2）ゆうそう検査 

新型コロナ感染症の再拡大が起き、緊急事態

宣言が出されていため、紙資材を用いたゲイバ

ー等への情報アウトリーチは十分に展開でき

なかった。 

総計 75 キットを配布し、コミュニティセン

ターrise での対面配布が 15 件、WEB での配布

が 60 件であった。アンケートに回答したもの

は 90 名であった。実際に検体を郵送会社に郵

送したものは 57 名であった。HIV 陽性件数は

0 件、梅毒の陽性件数は 7 件（既感染も含む）

であった。 

 

表１ 郵送検査利用者の概要 

 
 

郵送検査利用者の属性については、対面配布

かつ ID連結の同意を得た 14名においては、30

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 53 ( 93.0% )

e 1 ( 1.8% )

f 0 ( 0.0% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 0.0 ( 0.0% )

g 2 ( 3.5% )

h 7 ( 12.7% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.2 ( 2.2% )

i 45 ( 78.9% )

ｊ 45 ( 78.9% )

ｋ 38 ( 66.7% )

ANGEL LIFE

NAGOYA

愛知

76.0%

57

90

15

75

rise

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a)

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数

利用者数；郵送検査会社での受付数

配布総数

60
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歳未満が 14.3％を占めた。東海地域の居住者

が 100.0％であった。生涯初の検査経験割合は

7.1％であった。過去 1 年の検査経験がなかっ

たものは全体のうち 21.4％であった。MSM対象

の予防啓発やコミュニティセンターのことを

あまり知らなかった人は 35.7％を占めた。 

WEB配布かつ ID連結の同意を得た 31名にお

いては、30 歳未満が 25.8％を占めた。東海地

域の居住者が 58.1％であった。生涯初の検査

経験割合は 35.5％であった。過去 1 年の検査

経験がなかったものは全体のうち 80.6％であ

った。MSM対象の予防啓発やコミュニティセン

ターのことをあまり知らなかった人は 51.7％

を占めた。 

 

D.考察 

クリニック検査やゆうそう検査いずれも、資

材は作成したが配布直前から緊急事態宣言に

よる時間短縮があり、主要なゲイバーがほとん

ど営業しないことになり、紙媒体配布の効果は

薄くなった。 

愛知県と名古屋医療センターが行っている

無料 HIV・性感染症検査会にコロナ禍以前の過

去 5 年は毎年 600～700 名の MSM が受検してい

た。検査意識の高い層をクリニック検査やゆう

そう検査に受検促進する広報が不十分であっ

たといえる。 

東海地域はクリニック検査２年目を実施し

た。MSM や HIVに理解のある理解名古屋で 1 機

関、三河地域で 1 機関、と岐阜市内で１機関の

クリニックの協力を得た。出会い系アプリでの

広報の展開などを実施した結果として、クリニ

ックは 57 名の受検者があり、昨年度から 1.8

倍となった。今後も協働関係を継続していくこ

とが重要であると考える。 

またゆうそう検査キットの配布を継続して

いくなかで、受検意識が高い層は東海地域クリ

ニック検査を利用していることもあり、アウト

リーチの範囲を広げていく必要がある。WEB 配

布では若年層が利用する割合が高い一方で、東

海地域以外の特に関東居住の利用者の割合も

高くなる。全国で連携して行っているので、メ

リットでもあるが、サポート体制等の強化も必

要となり、その点を工夫していく必要がある。 

他研究班による検査提供や、本研究班のクリ

ニック検査の時期とかぶったなかで検査機会

の促進を取り組んでいることから、他の検査提

供機会と時期を調整しつつ、必要な層に訴求し

ていくことが求められる。 

 

 

E.結論 

新しく新規に HIV 検査と梅毒検査が提供可

能なクリニックを岐阜県に開拓し、協力を得た。

初めての試みであったが 5 名の利用があった。

また名古屋市のクリニックでも 26 名の利用が

あった。 

ゆうそう検査とクリニック検査を同時期に

実施することによる受検促進の困難があった。

次年度以降はうまくすみ分ける方法を考えて

いく必要がある。 

 

F.研究発表 

1.論文発表 

1) Hill A.O., Bavinton B.R., Kaneko N, 

Lafferty L, Lyons A, Gilmour S, Armstrong 

G.: Associations between social capital 

and HIV risk-taking behaviours among men 

who have sex with men in Japan. Archives 

of Sexual Behavior, Accepted on July 1st, 

2021. 

2) 金子典代, 塩野徳史：コミュニティセンタ

ーに来場するゲイ・バイセクシュアル男性の

HIV・エイズの最新情報の認知度と HIV 検査

経験，コンドーム使用との関連．日本エイズ

学会誌, 23(2), 2021. 

3) 宮田りりぃ,塩野徳史,金子典代：MSM（Men 

who have sex with men）に割り当てられる

トランスジェンダーを対象とする HIV/AIDS

予防啓発に向けた一考察-ハッテン場利用経

験のある女装者 2 名の事例から．日本エイズ

学会誌，23(1), 18-25, 2021． 

 

2.学会発表（国外） 

1)  Benjamin R. Bavinton, Adam Hill, 

Natalie Amos, Sin How Lim, Thomas 

Guadamuz, Noriyo Kaneko, Martin Holt, 

Adam Bourne: Low PrEP uptake among gay, 

bisexual, and other men who have sex with 

men in five Asian countries: Results of 

the Asia Pacific MSM Internet Survey. The 

11th IAS - the International AIDS Society 

- Conference on HIV Science, Virtual, 

2021. 

2)  Adam O Hill, Benjamin R Bavinton, 

Noriyo Kaneko, Lise Lafferty, Anthony 

Lyons, Stuart Gilmour, Jennifer Power, 

Gregory Armstrong: Associations between 

social capital and HIV risk-taking 

behaviours among men who have sex with 

men in Japan. 2021 Joint Australasian 

Sexual Health and HIV&AIDS Conferences, 
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Virtual, 2021. 

 

3.学会発表（国内） 

1)  金子典代：日本の MSMにおける HIV検査の

促進、阻害要因に基づく検査拡大ストラテジ

ー. 第 1 回 Fast-Track Cities Workshop 

Japan, Tokyo, 2021 

2)  金子典代：MSM を対象とした HIV 検査促進

プログラムの変遷と HIV検査機会拡大にむけ

た新たな試み．日本エイズ学会シンポジウム, 

第 35 回日本エイズ学会学術集会・総会, 東

京, 2021 

3)  Michiko Takaku, Myagmardorj Dorjgotov, 

Erdenetuya Gombo, Nyampurev Galsanjamts, 

Noriyo Kaneko, Seiichi Ichikawa：Studies 

on mitigating stigma and developing an 

awareness program targeting a population 

at risk for HIV infection in Mongolia. 

第 35 回日本エイズ学会学術集会・総会, 東

京, 2021 

4)  浅沼智也、金子典代、荒木順、生島嗣、塩

野徳史、砂川秀樹、宮田りりぃ、今村顕史：

トランスジェンダーとセクシュアルヘルス. 

GID 学会第 23 回研究大会・総会, WEB 開催, 

2022 

 

G.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 
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表２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

45 4.5% 14 2.7% 31 7.5% 1 1.0% 11 3.9% 102 4.4%

検査DATA　採取した月

2021年9月 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.89

2021年10月 3 21.4% 10 32.3% 2 18.2% 15 26.8%

2021年11月 1 7.1% 5 16.1% 2 18.2% 8 14.3%

2021年12月 8 57.1% 13 41.9% 6 54.5% 27 48.2%

2022年1月 2 14.3% 3 9.7% 1 9.1% 6 10.7%

合計 14 100.0% 31 100.0% 11 100.0% 56 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.66

陰性だった 14 100.0% 30 96.8% 11 100.0% 55 98.2%

判定不能 0 0.0% 1 3.2% 0 0.0% 1 1.8%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 14 100.0% 31 100.0% 11 100.0% 56 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 0 0.0% 1 3.2% 0 0.0% 1 1.8% 0.29

初めて陽性と知った 0 0.0% 1 3.2% 2 18.2% 3 5.4%

陰性だった 13 92.9% 24 77.4% 9 81.8% 46 82.1%

判定不能 1 7.1% 1 3.2% 0 0.0% 2 3.6%

再罹患 0 0.0% 4 12.9% 0 0.0% 4 7.1%

合計 14 100.0% 31 100.0% 11 100.0% 56 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 1 7.1% 1 3.2% 2 18.2% 4 7.1% 0.25

既読 13 92.9% 30 96.8% 9 81.8% 52 92.9%

合計 14 100.0% 31 100.0% 11 100.0% 56 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 8 17.8% 2 14.3% 8 25.8% 1 9.1% 19 18.8% 0.46

30-39歳 17 37.8% 6 42.9% 11 35.5% 3 27.3% 37 36.6%

40-49歳 11 24.4% 0 0.0% 7 22.6% 3 27.3% 21 20.8%

50-59歳 7 15.6% 5 35.7% 3 9.7% 4 36.4% 19 18.8%

60歳以上 2 4.4% 1 7.1% 2 6.5% 0 0.0% 5 5.0%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 11 100.0% 101 100.0%

ANGEL LIFE NAGOYA/rise

（愛知）

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

 

居住地

北海道 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0% 0.04

東北 3 6.7% 0 0.0% 2 6.5% 0 0.0% 5 5.2%

北関東 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%

東京 2 4.4% 0 0.0% 5 16.1% 0 0.0% 7 7.2%

南関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 14.3% 1 1.0%

甲信越 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%

北陸 2 4.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 2.1%

東海 31 68.9% 14 100.0% 18 58.1% 5 71.4% 68 70.1%

近畿 3 6.7% 0 0.0% 2 6.5% 0 0.0% 5 5.2%

中国 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州 0 0.0% 0 0.0% 3 9.7% 0 0.0% 3 3.1%

沖縄 0 0.0% 0 0.0% 1 3.2% 0 0.0% 1 1.0%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 14.3% 1 1.0%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 7 100.0% 97 100.0%

国籍

日本 45 100.0% 13 92.9% 29 93.5% 87 96.7% 0.32

アジア 0 0.0% 1 7.1% 1 3.2% 2 2.2%

欧米 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 1 3.2% 1 1.1%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 5 41.7% 8 30.8% 2 28.6% 15 33.3% 0.82

郊外住宅地 6 50.0% 15 57.7% 5 71.4% 26 57.8%

農村地域・漁村地域 1 8.3% 1 3.8% 0 0.0% 2 4.4%

山間部 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 0 0.0% 2 7.7% 0 0.0% 2 4.4%

合計 12 100.0% 26 100.0% 7 100.0% 45 100.0%

性別

男性 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 11 100.0% 101 100.0%

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 11 100.0% 101 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.47

いいえ 12 100.0% 24 92.3% 7 100.0% 43 95.6%

無回答 0 0.0% 2 7.7% 0 0.0% 2 4.4%

合計 12 100.0% 26 100.0% 7 100.0% 45 100.0%

居住形態

独居 25 55.6% 8 57.1% 18 58.1% 51 56.7% 0.98

同居 20 44.4% 6 42.9% 13 41.9% 39 43.3%

定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO活動認知 

 
 

 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 34 75.6% 13 92.9% 20 64.5% 67 74.4% 0.13

ない（今回が初めての検査） 11 24.4% 1 7.1% 11 35.5% 23 25.6%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 13 28.9% 11 78.6% 6 19.4% 30 33.3% <0.01

ない 32 71.1% 3 21.4% 25 80.6% 60 66.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 6 13.3% 2 14.3% 2 6.5% 10 11.1% <0.01

病院/クリニック 2 4.4% 2 14.3% 2 6.5% 6 6.7% <0.01

郵送検査 3 6.7% 8 57.1% 3 9.7% 14 15.6% <0.01

その他 2 4.4% 0 0.0% 1 3.2% 3 3.3% <0.01

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 12 26.7% 7 50.0% 9 29.0% 28 31.1% 0.25

ゲイイベント 4 8.9% 0 0.0% 0 0.0% 4 4.4% 0.12

ゲイショップ 2 4.4% 0 0.0% 0 0.0% 2 2.2% 0.36

有料のハッテン場 12 26.7% 2 14.3% 5 16.1% 19 21.1% 0.43

野外のハッテン場 11 24.4% 0 0.0% 10 32.3% 21 23.3% 0.06

いずれもない 17 37.8% 6 42.9% 13 41.9% 36 40.0% 0.91

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 18 40.0% 6 42.9% 15 48.4% 39 43.3% 0.77

Instagram 6 13.3% 0 0.0% 3 9.7% 9 10.0% 0.35

VERO 5 11.1% 0 0.0% 4 12.9% 9 10.0% 0.39

9monsters 36 80.0% 13 92.9% 27 87.1% 76 84.4% 0.45

Men's Net Japan 13 28.9% 1 7.1% 5 16.1% 19 21.1% 0.15

KO-MENSTV 2 4.4% 0 0.0% 2 6.5% 4 4.4% 0.62

その他 5 11.1% 1 7.1% 1 3.2% 7 7.8% 0.45

いずれもない 5 11.1% 0 0.0% 4 12.9% 9 10.0% 0.39

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 40 88.9% 5 35.7% 29 93.5% 74 82.2% <0.01

受け取ったけど、利用していない 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1%

受け取って、利用した 4 8.9% 9 64.3% 2 6.5% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 10 22.2% 5 35.7% 7 22.6% 22 24.4% 0.01

少し知っている 23 51.1% 4 28.6% 8 25.8% 35 38.9%

あまり知らない 12 26.7% 5 35.7% 10 32.3% 27 30.0%

全く知らない 0 0.0% 0 0.0% 6 19.4% 6 6.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布



8 

表５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 35 77.8% 12 85.7% 28 90.3% 75 83.3% 0.34

ない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 7 15.6% 4 28.6% 10 32.3% 21 23.3% 0.37

友達やセクフレ 20 44.4% 7 50.0% 20 64.5% 47 52.2% 0.45

その場限りの相手 24 53.3% 5 35.7% 11 35.5% 40 44.4% 0.08

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 29 64.4% 10 71.4% 22 71.0% 61 67.8% 0.67

ない 6 13.3% 2 14.3% 6 19.4% 14 15.6%

過去6ヶ月間にない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 17 37.8% 1 7.1% 8 25.8% 26 28.9% 0.06

ない 18 40.0% 11 78.6% 20 64.5% 49 54.4%

過去6ヶ月間にない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 9 20.0% 3 21.4% 5 16.1% 17 18.9% 0.60

ない 26 57.8% 9 64.3% 23 74.2% 58 64.4%

過去6ヶ月間にない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 3 6.7% 1 7.1% 2 6.5% 6 6.7% 0.70

ない 32 71.1% 11 78.6% 26 83.9% 69 76.7%

過去6ヶ月間にない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 0 0.0% 2 14.3% 0 0.0% 2 2.2% 0.01

ない 35 77.8% 10 71.4% 28 90.3% 73 81.1%

過去6ヶ月間にない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1% 0.51

ない 34 75.6% 12 85.7% 28 90.3% 74 82.2%

過去6ヶ月間にない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 31 68.9% 11 78.6% 26 83.9% 68 75.6% 0.64

常用 4 8.9% 1 7.1% 2 6.5% 7 7.8%

過去6ヶ月間にない 10 22.2% 2 14.3% 3 9.7% 15 16.7%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

 
 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 14 31.1% 3 21.4% 3 9.7% 20 22.2% 0.12

具体的には知らないが、聞いた 27 60.0% 11 78.6% 23 74.2% 61 67.8%

まったく知らない 4 8.9% 0 0.0% 5 16.1% 9 10.0%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 8 17.8% 1 7.1% 6 19.4% 15 16.7% 0.57

服薬したい/どちらかといえば 37 82.2% 13 92.9% 25 80.6% 75 83.3%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 38 84.4% 13 92.9% 29 93.5% 80 88.9% 0.41

ある 7 15.6% 1 7.1% 2 6.5% 10 11.1%

合計 45 100.0% 14 100.0% 31 100.0% 90 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 4 8.9% 0 0.0% 5 16.1% 9 10.0% 0.23

A型肝炎 2 4.4% 0 0.0% 0 0.0% 2 2.2% 0.36

B型肝炎 4 8.9% 1 7.1% 2 6.5% 7 7.8% 0.92

C型肝炎 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

クラミジア 5 11.1% 2 14.3% 4 12.9% 11 12.2% 0.94

尖圭コンジローマ 4 8.9% 1 7.1% 1 3.2% 6 6.7% 0.62

淋病 1 2.2% 1 7.1% 1 3.2% 3 3.3% 0.67

HIV感染症 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

赤痢アメーバ 0 0.0% 1 7.1% 0 0.0% 1 1.1% 0.06

毛じらみ 14 31.1% 4 28.6% 5 16.1% 23 25.6% 0.33

性器ヘルペス 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1% 0.60

その他 1 2.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1% 0.60

いずれもない 23 51.1% 6 42.9% 17 54.8% 46 51.1% 0.76

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 1 8.3% 13 50.0% 2 28.6% 16 35.6% 0.06

インターネットで知った 1 8.3% 5 19.2% 3 42.9% 9 20.0% 0.30

コミュニティセンターで知った 9 75.0% 1 3.8% 0 0.0% 10 22.2% <0.01

ゲイバーで知った 0 0.0% 1 3.8% 0 0.0% 1 2.2% 0.67

友達から聞いた 1 8.3% 2 7.7% 0 0.0% 3 6.7% 0.70

その他 1 8.3% 3 11.5% 2 28.6% 6 13.3% 0.52

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 7 58.3% 16 61.5% 3 42.9% 26 57.8% 0.59

どちらでもない 2 16.7% 3 11.5% 1 14.3% 6 13.3%

難しかった 3 25.0% 4 15.4% 3 42.9% 10 22.2%

無回答 0 0.0% 3 11.5% 0 0.0% 3 6.7%

合計 12 100.0% 26 100.0% 7 100.0% 45 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 11 91.7% 25 96.2% 6 85.7% 42 93.3% 0.42

していない 1 8.3% 0 0.0% 1 14.3% 2 4.4%

無回答 0 0.0% 1 3.8% 0 0.0% 1 2.2%

合計 12 100.0% 26 100.0% 7 100.0% 45 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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資料１ クリニック検査受検者の概要 
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資料２ MSM ALL JAPAN．ミーティングおよび班会議資料 
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

近畿における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 

 

研究分担者：塩野徳史（大阪青山大学 健康科学部看護学科 准教授） 

研究協力者：町登志雄（MASH大阪）、宮田りりぃ（SWASH/MASH大阪） 

隂山朋久、宮階真紀（公益財団法人エイズ予防財団/MASH 大阪） 

 

 

研究要旨 

   

大阪地域では大阪市と協働して、コミュニティセンターdista での検査会『distaで

ピタッとちぇっくん』、大阪府と協働としたクリニック検査『¥0 性病検査！頼れる街

のお医者さん』も継続して実施し、ゆうそう検査機会の拡大も継続した。 

dista でピタッとちぇっくんの利用者は 144 人で、HIV 新規陽性者 2 人、梅毒陽性

者 20 人であった。¥0 性病検査！頼れる街のお医者さんの利用者はⅠ期が 120 人利用

し、HIV 陽性者 2 人、梅毒陽性者 30 人、B型肝炎陽性者 0人であった。Ⅱ期は 113人

利用し、HIV陽性者 2人、梅毒陽性者 21 人、B型肝炎陽性者 1 人であった。 

ゆうそう検査は総計 200キットを配布し、実際に検体を郵送会社に郵送したものは

83人であった。そのうち 97.6％が結果にログインしていた。HIV 陽性件数は 2 件（推

定新規陽性率 1.7%）、梅毒の陽性件数は 10件（既感染も含む）（推定新規陽性率 1.7%）

であった。検体を郵送した 83 人のうち、60 人はアンケート結果との連結に同意して

いた。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布かつ ID 連結の同意を得た 22 名におい

ては、30 歳未満が 18.2％を占めた。近畿地域の居住者が 95.5％であった。これまで

の検査経験がなかったものの割合は 13.6％であった。過去 1 年の検査経験がなかっ

たものは全体のうち 63.6％であった。MSM対象の予防啓発やコミュニティセンターの

ことをあまり知らない人・全く知らない人の割合は 22.7％であった。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 38 人においては、30 歳未満が 15.8％を占めた。

近畿地域の居住者が 89.5％であった。これまでの検査経験がなかったものの割合は

15.8％であった。過去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 34.2％であった。

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らない人・全く知らな

い人の割合は 39.5％であった。 

新型コロナ感染症に伴う自粛や休業に対応しながらのゆうそう検査の進行には困

難、課題があったが、今後クリニック検査やセンターで実施している検査提供プログ

ラムと棲み分け法も考えつつ最適な検査提供モデルを検討していく必要がある。 

 

 

A.研究目的と背景 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は

7 割以上減少となっている。この減少を埋める

ためにも新たな検査機会での補完が急務とな

った。 

そこで、大阪地域では自己採血の DBS検体を

送付しスクリーニング検査を受けるゆうそう

検査のコミュニティセンターdista での対面

配布、WEB 配布を実施した。MSM が利用しやす

い HIV・梅毒の検査の選択肢を増やし、期間集

中で配布を実施し、検査普及における有効性の

評価を行う。また大阪地域では大阪市と協働し

て、コミュニティセンターdista での検査会

『dista でピタッとちぇっくん』、大阪府と協

働としたクリニック検査『¥0 性病検査！頼れ

る街のお医者さん』も継続して実施した。 
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B.研究方法 

コミュニティセンターdista での検査会

『distaでピタッとちぇっくん』の方法は大阪

市と協働し、過去に報告した内容と同様の方法

で行った。今年度は曜日を固定し、隔月で 6 回

の検査を行った。 

大阪府、大阪健康安全基盤研究所と協働とし

たクリニック検査『¥0 性病検査！頼れる街の

お医者さん』は、１期を 2021 年 8 月 1 日～9

月 30 日、2期を 2021 年 11 月 1 日～12 月 18 日

で実施し、MASH大阪は広報を担った。 

郵送検査キットは、コミュニティセンター

dista では、MASH 大阪では主に 4つの方法で配

布した。 

①dista来場者へ配布 

②TwitterDM/メールを使った配布 

③ハッテン場やイベント会場での配布 

ゲイ向け商業施設利用者向け資材「イクなび」

（MASH大阪寄付金制作）、情報を掲載し、ゲイ

向け商業施設アウトリーチした。またゲイ・バ

イセクシュアル男性がよく利用するアプリで

のバナー広報、twitter での広報を実施した。

dista 来場者への郵送検査キット配布は情報

を伝え、手渡した。ガイダンスには下図のよう

なガイダンスシートを作成し、使用した。 

 

 
 

Twitter ではダイレクトメールを活用して

以下のようなやりとりをふまえて配布した。 

例） 

Q：郵送検査キットを受けたいです。 

＝１回目の返信＝ 

D：このまま DMで説明いたします。事前説明の

後、web アンケートへの回答をお願いします。 

D：事前説明のための画像をお送りします。内

容をよくご確認ください。 

D：（事前説明画像送信） 

 

D：内容が確認できましたら、次に WEB アンケ

ートへの回答をお願いします。 

D：https://www.gmhp.jp/SH-2020/945495 

D：最終画面に数字８桁の ID が表示されます。

（ID は申し込み用紙記入時に必要になるため、

スクショなど画面を保存することをお勧めい

たします。） 

 

Q：アンケートに答えました。 

＝２回目の返信＝ 

D：下記サイトから、ゆうそう検査キットの受

取登録ができます。 

D：https://www.std-lab.jp/e/DST01 

D：ご案内は以上となります。 

D：今は、HIVは適切な治療を行うことで、性行

為で感染しない時代となりました。 U=U

（https://uujapan.jp/）など、HIV の情報も

日々アップデートされています。ご利用ありが

とうございました。 

 

なお、本研究は名古屋市立大学看護学部研究

倫理審査委員会に設置された倫理審査委員会

により承認を得た。 

 

C.研究結果 

1）dista でピタッとちぇっくんの概要 

 外国人向けに通訳も配置し、気軽に立ち寄れ

る雰囲気に配慮した。採血の際や結果受取時の

不安等、検査の前や後の相談を行っており、初

めての人やこれまで情報を届けられなかった

層においては性感染症に関する知識や情報を

提供できる機会も設けた。利用者は 144 人で、

HIV 新規陽性者 2 人、梅毒陽性者 20 人であっ

た。 

 

2) ¥0性病検査！頼れる街のお医者さんの概要 

 結果はⅠ期が 120人利用し、HIV陽性者 2人、

梅毒陽性者 30 人、B 型肝炎陽性者 0 人であっ

た。Ⅱ期は 113人利用し、HIV 陽性者 2 人、梅

毒陽性者 21人、B型肝炎陽性者 1人であった。 

 

3) 検査キットの配布日・配布件数 

2021年 10月 1日から 12月 26日まで配布し

た。①dista 来場者へ配布では 59 人、②

TwitterDM/メールを使った配布では 68 人、③

ハッテン場での配布では 32 人、イベント会場

では 41 人が受け取り、総計 200 キットを配布

した。 
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4）検査キット検体の送付状況とアンケートの

結果 

アンケートに回答したもので有効回答であ

ったのは 92 人であった。また実際に検体を郵

送会社に郵送したものは 83 人であった。その

うち 97.6％が結果にログインしていた。HIV 陽

性件数は 2件（推定新規陽性率 1.7%）、梅毒の

陽性件数は 10 件（既感染も含む）（推定新規陽

性率 1.7%）であった。 

検体を郵送した 83 人のうち、60人はアンケ

ート結果との連結に同意していた。 

 

表１ 郵送検査利用者の概要 

 
 

郵送検査利用者の属性については、対面配布

かつ ID連結の同意を得た 22名においては、30

歳未満が 18.2％を占めた。近畿地域の居住者

が 95.5％であった。これまでの検査経験がな

かったものの割合は 13.6％であった。過去 1年

の検査経験がなかったものは全体のうち

63.6％であった。 

過去 6 ヶ月間の男性との性交経験は 77.3％

であり、ハッテン場を利用した性交経験が

45.5％であった。3人以上の複数人での性交経

験も40.9％であった。また過去6ヶ月間のPrEP

の使用経験は 13.6％であった。コンドーム常

用割合は 22.7％であった。 

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンタ

ーのことをあまり知らない人・全く知らない人

の割合は 22.7％であった。 

WEB配布かつ ID連結の同意を得た 38人にお

いては、30 歳未満が 15.8％を占めた。近畿地

域の居住者が 89.5％であった。これまでの検

査経験がなかったものの割合は 15.8％であっ

た。過去 1年の検査経験がなかったものは全体

のうち 34.2％であった。 

過去 6 ヶ月間の男性との性交経験は 86.8％

と高く、ハッテン場を利用した性交経験が

34.2％であった。3人以上の複数人での性交経

験も28.9％であった。また過去6ヶ月間のPrEP

の使用経験は 10.5％であった。コンドーム常

用割合は 21.1％であった。 

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンタ

ーのことをあまり知らない人・全く知らない人

の割合は 39.5％であった。 

 

5）実施しての振り返り 

『distaでピタッとちぇっくん』では、コロ

ナ禍では自粛の影響や周囲の商業施設が休業

していることもあり利用者数が減少していた

が、今年度は平均で 20 人前後の利用があり、

回復傾向にあった。しかし、コロナ禍以前では

平均で 30 人前後であったため、検査控えは続

いている印象がある。 

『¥0 性病検査！頼れる街のお医者さん』で

は医療機関は 12 か所に協力していただいてい

るが、受検者数は減少傾向となった。コロナに

よる行動自粛の影響も受けている可能性があ

り、一方で初受検者数が少なかったことから、

定期的な利用者にとっては、コロナの影響は低

いと考える。今年度は、商業施設営業状況から

紙資材配布が半減し、アプリによる広報は効果

的であった。しかし、アプリによる広報は、掲

載期間の短さから行動につながらなかった可

能性もある。また同じ医療機関へ依頼すること

で、利用者が固定化しやすい可能性もある。か

かりつけの医療機関があることが本取り組み

のメリットではあるが、今後 PrEP 使用者が増

えるとキャパシティ拡大することも重要であ

るため、新たな医療機関の開拓も必要と考える。 

ゆうそう検査では、商業施設へのアウトリー

チ、アプリ掲載、SNS を活用（動画）した。配

布方法や検査キットの使い方に加えて、U=U や

他の検査情報など交えた動画を作成した。ハッ

テン場での配布は、ハイリスク層へのアプロー

チを考慮して実施したが、協力を得られたのは

1 件のみであった。配布している中ですでにク

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 81 ( 97.6% )

e 1 ( 1.2% )

f 2 ( 2.4% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.4 ( 1.7% )

g 4 ( 4.8% )

h 10 ( 12.7% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.3 ( 1.7% )

i 60 ( 72.3% )

ｊ 59 ( 71.1% )

ｋ 44 ( 53.0% )

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居

住地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a) 41.5%

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数 92

利用者数；郵送検査会社での受付数 83

配布総数 200

132

68

mash大阪

大阪

dista
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リニック検査や dista でピタッとちぇっくん

を受けている人がおり、検査実施時期や配布場

所については検討が必要と考える。 

 

D.考察 

 緊急事態宣言や自粛要請もあり、進行は困難

を極めたが、センターが持つネットワークを駆

使して、宣伝、配布数増に努めた。 

ゆうそう検査の取り組みでは、解析対象とな

る人数が少ないものの、WEB 配布でこれまで

MSM向け啓発をあまり・全く知らなかったもの

が全体の 4割を占める一方で、対面配布では 2

割程度にとどまった。しかし、ハッテン場での

配布の影響もあってか、対面配布の利用者の方

がハッテン場を利用した性交経験が 45.5％、3

人以上の複数人での性交経験も 40.9％と感染

リスク層であったことを考えると、対面、WEB

配布のいずれの手法も一定の効果は得られる

と考えられる。WEB利用層にはこれまで届いて

いなかった層に、対面配布では配布基点を増や

す等の取り組みに発展させていくことが、コミ

ュニティ全体のセクシュアルヘルスにつなが

る可能性がある。 

 今後、コミュニティ内で対面型アウトリーチ

と組み合わせてどのように検査のニーズがあ

る感染リスクそうにどのようにリーチするか

が課題である。 

 

E.結論 

新型コロナ感染症に伴う自粛や休業に対応

しながらのゆうそう検査の進行には困難、課題

があったが、今後クリニック検査やセンターで

実施している検査提供プログラムと棲み分け

法も考えつつ最適な検査提供モデルを検討し

ていく必要がある。 

 

F.研究発表 

1.論文発表 

1) Noriyo Kaneko, Satoshi Shiono, Adam O. 

Hill, Takayuki Homma, Kohta Iwahashi, 

Masao Tateyama, Seiichi Ichikawa: 

Correlates of lifetime and past one-

year HIV-testing experience among men 

who have sex with men in Japan, AIDS 

Care, 2020.  

DOI: 10.1080/09540121.2020.1837339 

2) 金子典代, 塩野徳史：コミュニティセンタ

ーに来場するゲイ・バイセクシュアル男性

の HIV・エイズの最新情報の認知度と HIV 検

査経験，コンドーム使用との関連．日本エイ

ズ学会誌, 23(2), 2021. 

3) 宮田りりぃ,塩野徳史,金子典代：MSM（Men 

who have sex with men）に割り当てられる

トランスジェンダーを対象とする HIV/AIDS

予防啓発に向けた一考察-ハッテン場利用

経験のある女装者 2 名の事例から．日本エ

イズ学会誌，23(1), 18-25, 2021． 

4) 金子典代,塩野徳史：MSM を対象にした当事

者主体の HIV 検査の取り組みと意義．日本

エイズ学会誌,22(3)，136-146,2020 

 

2.学会発表（国外） 

1) Anand Tarandeep, Nitpolprasert Chattiya, 

Shirasaka Takuma, Iwatani Yasumasa, 

Yokomaku Yoshiyuki, Imahashi Mayumi, 

Kaneko Noriyo, Iwahashi Kota, Ikushima 

Yuzuru, Aoki Rieko, Ishida Toshihiko, 

Shiono Satoshi, Yamaguchi Masazumi, 

Takemura Keizo, Iwamoto Aikichi: HIV 

Prevention among MSM in JAPAN: Current 

Opinions on Achieving the First 90 

among Japanese MSM. The International 

Congress on Drug Therapy in HIV 

Infection(HIV Glasgow 2020), Glasgow, 

2020. 

 

3.学会発表（国内） 

1) 井上洋士、後藤大輔、舩石翔馬、髙橋良介、

塩野徳史、金子典代：成人前期（20 歳代）

MSMでの性行動と HIV・性感染症認識に関す

る面接調査研究．第 34 回日本エイズ学会学

術集会・総会, WEB 開催, 2020 

2) 塩野徳史．コミュニティと予防介入の新た

な戦略．日本エイズ学会 2021年 東京 

3) 塩野徳史. HIV予防とヘルスリテラシー．日

本エイズ学会 2020年 千葉 

 

G.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 
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表２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

mash大阪/dista（大阪） 32 3.2% 22 4.3% 38 9.2% 8 7.9% 15 5.4% 115 5.0%

検査DATA　採取した月

2021年9月 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.02

2021年10月 5 22.7% 9 23.7% 0 0.0% 14 18.7%

2021年11月 4 18.2% 19 50.0% 6 40.0% 29 38.7%

2021年12月 10 45.5% 6 15.8% 4 26.7% 20 26.7%

2022年1月 3 13.6% 4 10.5% 5 33.3% 12 16.0%

合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 1 4.5% 0 0.0% 1 6.7% 2 2.7% 0.17

陰性だった 21 95.5% 38 100.0% 13 86.7% 72 96.0%

判定不能 0 0.0% 0 0.0% 1 6.7% 1 1.3%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 1 4.5% 1 2.6% 0 0.0% 2 2.7% 0.06

初めて陽性と知った 1 4.5% 0 0.0% 3 20.0% 4 5.3%

陰性だった 17 77.3% 33 86.8% 10 66.7% 60 80.0%

判定不能 0 0.0% 2 5.3% 2 13.3% 4 5.3%

再罹患 3 13.6% 2 5.3% 0 0.0% 5 6.7%

合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 1 4.5% 1 2.6% 0 0.0% 2 2.7% 0.70

既読 21 95.5% 37 97.4% 15 100.0% 73 97.3%

合計 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 75 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 10 31.3% 4 18.2% 6 15.8% 8 53.3% 28 26.2% 0.04

30-39歳 14 43.8% 8 36.4% 22 57.9% 4 26.7% 48 44.9%

40-49歳 7 21.9% 5 22.7% 6 15.8% 3 20.0% 21 19.6%

50-59歳 1 3.1% 4 18.2% 1 2.6% 0 0.0% 6 5.6%

60歳以上 0 0.0% 1 4.5% 3 7.9% 0 0.0% 4 3.7%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 107 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

 

居住地

北海道 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0% 0.45

東北 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 1 1.0%

北関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東京 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 1 1.0%

南関東 1 3.1% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 2 2.0%

甲信越 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北陸 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東海 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

近畿 30 93.8% 21 95.5% 34 89.5% 9 90.0% 94 92.2%

中国 0 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 1 1.0%

沖縄 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 10.0% 1 1.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 10 100.0% 102 100.0%

国籍

日本 32 100.0% 20 90.9% 36 94.7% 88 95.7% 0.26

アジア 0 0.0% 2 9.1% 2 5.3% 4 4.3%

欧米 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 8 44.4% 14 53.8% 4 40.0% 26 48.1% 0.52

郊外住宅地 8 44.4% 12 46.2% 5 50.0% 25 46.3%

農村地域・漁村地域 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

山間部 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 2 11.1% 0 0.0% 1 10.0% 3 5.6%

合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%

性別

男性 32 100.0% 21 95.5% 36 94.7% 15 100.0% 104 97.2% 0.27

女性 0 0.0% 0 0.0% 2 5.3% 0 0.0% 2 1.9%

トランスジェンダー 0 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 15 100.0% 107 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 1 5.6% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.9% 0.27

いいえ 15 83.3% 26 100.0% 9 90.0% 50 92.6%

無回答 2 11.1% 0 0.0% 1 10.0% 3 5.6%

合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%

居住形態

独居 20 62.5% 11 50.0% 26 68.4% 57 62.0% 0.37

同居 12 37.5% 11 50.0% 12 31.6% 35 38.0%

定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO活動認知 

 
 

 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 24 75.0% 19 86.4% 32 84.2% 75 81.5% 0.49

ない（今回が初めての検査） 8 25.0% 3 13.6% 6 15.8% 17 18.5%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 17 53.1% 8 36.4% 25 65.8% 50 54.3% 0.09

ない 15 46.9% 14 63.6% 13 34.2% 42 45.7%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 6 18.8% 3 13.6% 5 13.2% 14 15.2% 0.10

病院/クリニック 7 21.9% 3 13.6% 7 18.4% 17 18.5% 0.13

郵送検査 6 18.8% 2 9.1% 11 28.9% 19 20.7% 0.13

その他 2 6.3% 4 18.2% 8 21.1% 14 15.2% 0.05

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 9 28.1% 5 22.7% 3 7.9% 17 18.5% 0.08

ゲイイベント 2 6.3% 6 27.3% 0 0.0% 8 8.7% <0.01

ゲイショップ 2 6.3% 3 13.6% 1 2.6% 6 6.5% 0.25

有料のハッテン場 20 62.5% 9 40.9% 11 28.9% 40 43.5% 0.02

野外のハッテン場 8 25.0% 4 18.2% 6 15.8% 18 19.6% 0.62

いずれもない 8 25.0% 6 27.3% 22 57.9% 36 39.1% <0.01

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 16 50.0% 6 27.3% 15 39.5% 37 40.2% 0.24

Instagram 1 3.1% 1 4.5% 2 5.3% 4 4.3% 0.91

VERO 3 9.4% 3 13.6% 4 10.5% 10 10.9% 0.88

9monsters 28 87.5% 16 72.7% 32 84.2% 76 82.6% 0.35

Men's Net Japan 4 12.5% 6 27.3% 3 7.9% 13 14.1% 0.11

KO-MENSTV 1 3.1% 2 9.1% 1 2.6% 4 4.3% 0.46

その他 2 6.3% 2 9.1% 3 7.9% 7 7.6% 0.92

いずれもない 0 0.0% 3 13.6% 3 7.9% 6 6.5% 0.12

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 29 90.6% 15 68.2% 33 86.8% 77 83.7% 0.07

受け取ったけど、利用していない 1 3.1% 3 13.6% 0 0.0% 4 4.3%

受け取って、利用した 2 6.3% 4 18.2% 5 13.2% 11 12.0%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 5 15.6% 7 31.8% 7 18.4% 19 20.7% 0.17

少し知っている 8 25.0% 10 45.5% 16 42.1% 34 37.0%

あまり知らない 15 46.9% 3 13.6% 13 34.2% 31 33.7%

全く知らない 4 12.5% 2 9.1% 2 5.3% 8 8.7%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 32 100.0% 17 77.3% 33 86.8% 82 89.1% 0.03

ない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 7 21.9% 4 18.2% 2 5.3% 13 14.1% 0.02

友達やセクフレ 23 71.9% 11 50.0% 22 57.9% 56 60.9% 0.11

その場限りの相手 25 78.1% 10 45.5% 19 50.0% 54 58.7% 0.03

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 30 93.8% 13 59.1% 28 73.7% 71 77.2% 0.04

ない 2 6.3% 4 18.2% 5 13.2% 11 12.0%

過去6ヶ月間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 22 68.8% 10 45.5% 13 34.2% 45 48.9% <0.01

ない 10 31.3% 7 31.8% 20 52.6% 37 40.2%

過去6ヶ月間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 9 28.1% 9 40.9% 11 28.9% 29 31.5% 0.04

ない 23 71.9% 8 36.4% 22 57.9% 53 57.6%

過去6ヶ月間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 3 9.4% 2 9.1% 2 5.3% 7 7.6% 0.10

ない 29 90.6% 15 68.2% 31 81.6% 75 81.5%

過去6ヶ月間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 0 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 1 1.1% 0.03

ない 32 100.0% 16 72.7% 33 86.8% 81 88.0%

過去6ヶ月間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 3 9.4% 0 0.0% 1 2.6% 4 4.3% 0.04

ない 29 90.6% 17 77.3% 32 84.2% 78 84.8%

過去6ヶ月間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 27 84.4% 12 54.5% 25 65.8% 64 69.6% 0.07

常用 5 15.6% 5 22.7% 8 21.1% 18 19.6%

過去6ヶ月間にない 0 0.0% 5 22.7% 5 13.2% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

 
 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 11 34.4% 9 40.9% 12 31.6% 32 34.8% 0.71

具体的には知らないが、聞いた 18 56.3% 12 54.5% 20 52.6% 50 54.3%

まったく知らない 3 9.4% 1 4.5% 6 15.8% 10 10.9%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 2 6.3% 9 40.9% 4 10.5% 15 16.3% <0.01

服薬したい/どちらかといえば 30 93.8% 13 59.1% 34 89.5% 77 83.7%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 26 81.3% 19 86.4% 34 89.5% 79 85.9% 0.61

ある 6 18.8% 3 13.6% 4 10.5% 13 14.1%

合計 32 100.0% 22 100.0% 38 100.0% 92 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 4 12.5% 4 18.2% 3 7.9% 11 12.0% 0.49

A型肝炎 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

B型肝炎 2 6.3% 2 9.1% 1 2.6% 5 5.4% 0.55

C型肝炎 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1% 0.39

クラミジア 2 6.3% 3 13.6% 4 10.5% 9 9.8% 0.65

尖圭コンジローマ 2 6.3% 4 18.2% 1 2.6% 7 7.6% 0.09

淋病 1 3.1% 0 0.0% 4 10.5% 5 5.4% 0.17

HIV感染症 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

赤痢アメーバ 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 1 1.1% 0.49

毛じらみ 5 15.6% 8 36.4% 10 26.3% 23 25.0% 0.22

性器ヘルペス 2 6.3% 2 9.1% 1 2.6% 5 5.4% 0.55

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

いずれもない 20 62.5% 7 31.8% 22 57.9% 49 53.3% 0.06

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 5 27.8% 14 53.8% 3 30.0% 22 40.7% 0.24

インターネットで知った 3 16.7% 6 23.1% 3 30.0% 12 22.2% 0.46

コミュニティセンターで知った 6 33.3% 1 3.8% 2 20.0% 9 16.7% 0.03

ゲイバーで知った 2 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.7% 0.12

友達から聞いた 0 0.0% 2 7.7% 1 10.0% 3 5.6% 0.34

その他 4 22.2% 3 11.5% 1 10.0% 8 14.8% 0.35

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 11 61.1% 17 65.4% 6 60.0% 34 63.0% 0.99

どちらでもない 3 16.7% 4 15.4% 2 20.0% 9 16.7%

難しかった 3 16.7% 4 15.4% 2 20.0% 9 16.7%

無回答 1 5.6% 1 3.8% 0 0.0% 2 3.7%

合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 15 83.3% 25 96.2% 8 80.0% 48 88.9% 0.50

していない 1 5.6% 0 0.0% 1 10.0% 2 3.7%

無回答 2 11.1% 1 3.8% 1 10.0% 4 7.4%

合計 18 100.0% 26 100.0% 10 100.0% 54 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

中国・四国における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 

 

研究分担者：和田秀穂（川崎医科大学血液内科学 教授） 

研究協力者：高田清式（愛媛大学医学部）、新山賢（HaaTえひめ/BRIDGE プロジェクト） 

 

研究要旨 

   

  研究Ⅰ クリニック検査の促進に関する研究 

初年度は岡山県ではクリニック検査（もんげー性病検査）を継続できたが、中国・

四国の他地域ではコロナ禍の影響で展開が困難であった。今年度は、他地域でクリニ

ック検査の協力機関を増やし実施した。 

岡山県ではクリニック検査を継続し、夏季に 50 件の利用があり、HIV 陽性 6 名

（12.0%）、梅毒陽性 14名（28.0%）であり、リスクの高い層の受検機会につながった

ことが考えられる。また、2020 年 12 月までの保健所・拠点病院・クリニックでの受

検者アンケートの解析を進め、受検者数は減少しているが、MSM 割合ではあまり変化

はみられなかったことから、コロナ禍であっても感染リスクの高い層は受検している

可能性が示唆された。 

 

研究Ⅱ 郵送検査の促進に関する研究 

 アンケートに回答した人は 364名であり、有効回答は 351 名であった。実際に検体

を郵送会社に郵送したものは 201名であった。郵送検査利用者のうち、97.5％が結果

サイトにログインしていた。HIV 陽性件数は 2 件（推定新規陽性率 0.8%）、梅毒の陽

性件数は 27件（既往歴も含む）（推定新規陽性率 3.3%）であった。 

検体を郵送した 201名のうち、121名はアンケート結果との連結に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については、WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 121 名にお

いては、30 歳未満が 36.4％を占めた。中国・四国地域の居住者が 60.3％、近畿地域

が 28.1%、九州地域が 10.8%であった。これまでの検査経験がなかったものの割合は

40.5％であった。過去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 68.6％であった。

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らない人・全く知らな

い人の割合は 63.7％であった。 

中国四国地域では、MSM コミュニティでの生涯の HIV 抗体検査受検割合は他地域よ

り低い割合で推移していることが報告されており、コミュニティセンターがないため

安定的な活動が難しい現状がある。本研究で実施している郵送検査キット配布の取り

組みの利用者では、これまでの受検経験のない人の割合が 40.5%と高く、リスクの高

い層に訴求している可能性を示唆している。 

 

 

研究Ⅰ：クリニック検査の促進に関する研究 

 

A.研究目的と背景 

地方都市で、地域性に配慮した形で公的機関

以外の医療機関等を活用した HIV 検査の提供

体制を整備し、対面型の接触を避ける MSMへの

検査促進を行う。 

 

B.研究方法 

岡山県の先行事例をもとに、岡山県の近隣県

でも連携した形で、中四国地域における医療機

関等を活用した新たな HIV 検査機会を拡大す

る。受検者へのアンケート調査、行政への検査

機関別 HIV/AIDS 報告件数、コミュニティでの

横断調査により効果評価を行う。 

初年度はコロナ禍の影響により、岡山県の継

続事業のみの展開となったが、今年度は中四国

での展開を再開することを試みた。民間医療機

関（クリニック）を活用した HIVと梅毒検査の

提供（せとうちクリニック検査）も岡山県、広
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島県、愛媛県、香川県で実施した。実施期間は、

第 1 弾：2021 年 8 月 17 日～9月 30 日（岡山県

もんげー性病検査のみ）、第 2 弾：2022 年 1 月

17 日～2 月 28 日（せとうち性病クリニック検

査）とし、MSM 限定で、岡山市内 3 か所、倉敷

市内 3か所、松山市内 2か所、高松市内 1か所

のクリニックと協働した。検査項目は HIV・梅

毒（結果は１週間後以降）とし、予約不要で自

己負担を 1,000円とした。広報は、中四国地方

のゲイ商業施設など約 50 施設で冊子を制作し

配布したほか、特設 WEBサイトを開設し、ゲイ

男性向け出会い系アプリ・ゲイ出会い系サイト

でのバナー広報、Twitter プロモーションでの

広告を行った。 

本年度は、保健所、拠点病院、クリニック検

査で行われている受検者アンケート結果をも

とに、特に岡山県での成果について受検者の特

性を比較検討した。 

 

C.研究結果 

岡山県ではクリニック検査を継続し、夏季に

50件の利用があり、HIV 陽性 6名（12.0%）、梅

毒陽性 14 名（28.0%）であった。冬季分は解析

中である。 

また、2020 年 12月までの保健所・拠点病院・

クリニックでの受検者アンケートの解析を進

めた。2020 年度は全国的に新型コロナウイル

ス感染症の影響を受け、HIV抗体検査受検者数

が減少していると言われている。そのことを受

検者動向については、その点をふまえて考える

必要がある。（表１～表４） 

 

受検者の動向について 

岡山県内の受検者の年齢層割合は、保健所で

は著変ないが、拠点病院では若年層割合が高く、

逆にクリニック検査キャンペーンでは中高年

層割合が高くなっている。【図 1】 

 
受検者数は減少しているが、MSM割合ではあ

まり変化はみられなかった。一方でセックスワ

ーカーの割合では 2020 年度は減少した。「過去

6 ヵ月間の」としていることから、自粛の影響

でそもそも従事する人の割合が減っているこ

とも考えられる。【図 2】 

 
性感染症既往は検査機関別に差異はみられ

なかったが、2020年度は倉敷市保健所・拠点病

院利用者を除き、割合は高くなっていた。コロ

ナ禍においても HIV 感染リスクの高い層は受

検行動を維持していた可能性も考えられる。

【図 3】 

 
経年的に、初受検者の割合が緩やかに減少傾

向で、過去 1 年間の受検割合は増加傾向にあ

る。過去 1 年間の受検割合は、MSM コミュニテ

ィのアンケート調査と比較してもやや高いと

考えられ、必要な人には、受検習慣として根付

きつつあると考えられる。【図 4】 

郵送検査の利用経験は、経年的に増加傾向で

あったが、2020 年度にクリニック検査キャン

ペーン利用者では 10%越え、高くなった。【図 5】 
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D.考察 

 2021 年度のクリニック検査の解析はまだ半

期の分であるが、経年的にみると保健所に比べ

MSMの割合が高く、性感染症の既往歴も高い割

合で推移していることから、感染リスクの高い

層への利便性が高いことが、コロナ禍であって

も継続していることが考えられる。当事者団

体・メディアを巻き込んだ医療機関における

HIV検査は保健所の代替施設として、あるいは

検査希望者が自分のニーズに合わせて検査施

設を選択できると考えられる。 

 

E.結論 

初年度は岡山県ではクリニック検査（もんげ

ー性病検査）を継続できたが、中国・四国の他

地域ではコロナ禍の影響で展開が困難であっ

た。今年度は、他地域でクリニック検査の協力

機関を増やし実施した。 

岡山県ではクリニック検査を継続し、夏季に

50件の利用があり、HIV 陽性 6名（12.0%）、梅

毒陽性 14 名（28.0%）であり、リスクの高い層

の受検機会につながったことが考えられる。ま

た、2020 年 12月までの保健所・拠点病院・ク

リニックでの受検者アンケートの解析を進め、

受検者数は減少しているが、MSM割合ではあま

り変化はみられなかったことから、コロナ禍で

あっても意識の高い層は受検している可能性

が示唆された。 

 

研究Ⅱ：郵送検査の促進に関する研究 

 

A.研究目的 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は

7 割以上減少となっている。この減少を埋める

ためにも新たな検査機会での補完が急務とな

った。 

そこで、中国・四国地域の MSMを対象に、自

己採血の DBS 検体を送付しスクリーニング検

査を受ける郵送検査をコミュニティセンター

での配布と WEBにて配布を行った。MSM が利用

しやすい HIV・梅毒の検査の選択肢を増やし、

期間を限定して配布し、検査普及における有効

性の評価を行うことを目的とした。 

 

B.研究方法 

中国・四国地域には MSM対象の予防啓発を主

体としたコミュニティセンターがないため、

WEB による広報と申し込み受け付けを設置し、

自宅等に郵送した。 

広報は Twitterで行った。ゲイアプリでのバ

ナー広告（ロケーション広告）も行った。また

今回は WEBサイトも新設した。 

メッセージとして、「中四国地方在住のゲイ・

バイ男性を対象とした郵送検査キットの無料

配布中です。検査項目は HIVと梅毒。キットは

WEBアンケートへの回答でゲットできます。自

宅などで、郵送検査で健康チェック！」とし、

検査キットの使用方法は動画で確認するよう

促した。広報開始 2週間で予定配布数に達した

ため広報を停止、50 キットを追加し再度広報

を開始した。 

 

倫理審査 

本研究は名古屋市立大学看護学部研究倫理

審査委員会に設置された倫理審査委員会、川崎

医科大学に設置された倫理審査委員会により

承認を得た。 
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C.研究結果 

1．郵送検査キットの配布日・概要 

今年度は 2期に分けて合計 300 セット（前期

250セット、後期 50セット）を配布した。 

前期；10⽉1⽇〜10⽉14⽇ 

（WEB 広報期間：10⽉1⽇〜10⽉14⽇） 

後期；11⽉12⽇〜12⽉9⽇ 

（WEB 広報期間：12⽉5⽇〜12⽉9⽇） 

 

表５ 郵送検査利用者の概要 

 
2．検体の送付状況とアンケートの結果 

アンケートに回答した人は 364 名であり、有

効回答は 351 名であった。実際に検体を郵送会

社に郵送したものは 201名であった。郵送検査

利用者のうち、97.5％が結果サイトにログイン

していた。 

HIV陽性件数は2件（推定新規陽性率 0.8%）、

梅毒の陽性件数は 27件（既往歴も含む）（推定

新規陽性率 3.3%）であった。 

検体を郵送した 201名のうち、121 名はアン

ケート結果との連結に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については、WEB 配布

かつ ID 連結の同意を得た 121 名においては、

30 歳未満が 36.4％を占めた。中国・四国地域

の居住者が 60.3％、近畿地域が 28.1%、九州地

域が 10.8%であった。これまでの検査経験がな

かったものの割合は 40.5％であった。過去 1年

の検査経験がなかったものは全体のうち

68.6％であった。 

過去 6 ヶ月間の男性との性交経験は 90.9％

と高く、ハッテン場を利用した性交経験が

24.8％であった。3人以上の複数人での性交経

験も15.7％であった。また過去6ヶ月間のPrEP

の使用経験は 8.3％であった。コンドーム常用

割合は 13.2％であった。 

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンタ

ーのことをあまり知らない人・全く知らない人

の割合は 63.7％であった。 

 

3．実施しての振り返り 

WEB 配布では昨年度よりも需要増を見越し

て 2020年度 100セットから、2021 年度 250 セ

ット配布予定数を増やしたが早々に配布を終

了した。コロナ禍のなか保健所検査が大幅減と

なっているが受検ニーズは一定あることが予

想できる。コロナ禍の中で受けやすい検査環境

を整えていくことが求められていると考える。 

 

D.考察 

コミュニティセンターのない中国・四国地域

では他地域と比べ人員的な面で脆弱であり、

WEB での広報と配布を継続している。WEB 広報

では対象となる地域以外に拡散することもあ

り、周囲の近畿地域、九州地域からの利用もあ

ったが、6割程度は対象となる地域居住者の利

用であり、各地域で予防啓発に取り組むことの

重要性を示唆していると思われる。 

中国四国地域では、MSMコミュニティでの生

涯の HIV 抗体検査受検割合は他地域より低い

割合で推移していることが報告されており、コ

ミュニティセンターがないため安定的な活動

が難しい現状がある。本研究で実施している郵

送検査キット配布の取り組みの利用者では、こ

れまでの受検経験のない人の割合が 40.5%と

高く、リスクの高い層に訴求している可能性を

示唆している。 

 

E.結論 

中四国地域で、ゆうそう検査キットの配布を

実施した。情報提供の準備を行い、クリニック

検査と並行しつつ、ゆうそう検査キットの配布

を実施した。 

 

 

 

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 196 ( 97.5% )

e 2 ( 1.0% )

f 2 ( 1.0% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.6 ( 0.8% )

g 7 ( 3.5% )

h 27 ( 13.9% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 6.4 ( 3.3% )

i 121 ( 60.2% )

ｊ 131 ( 65.2% )

ｋ 87 ( 43.3% )

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a)

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数

利用者数；郵送検査会社での受付数

配布総数

-

67.0%

201

351

300

300

中国・四国

HaaTえひめ

/BRIDGE
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F.研究発表 

1.論文発表 

1) Nakagiri I, Tasaka T, Okai M, Nakai F, 

Bunya R, Nagai S, Yoshida T, Tokunaga 

H, Kondo E, Wada H.：Screening for 

human immunodeficiency virus using a 

newly developed fourth generation 

lateral flow immunochromatography 

assay. J. Virol. Methods. 274 :113746, 

2019. 

 

G.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 
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表１-１ 経年別 保健所における受検者アンケート結果    

*2021 年度は 10月分までの集計 

 

保健所

岡山県 242 25.6% 235 29.6% 261 31.2% 286 28.3% 261 33.5% 201 50.5% 82 71.3% 1568 32.1% <0.01

岡山市 429 45.4% 303 38.1% 329 39.3% 475 47.1% 248 31.8% 106 26.6% 21 18.3% 1911 39.2%

倉敷市 274 29.0% 257 32.3% 247 29.5% 248 24.6% 270 34.7% 91 22.9% 12 10.4% 1399 28.7%

年齢層

19歳以下 28 3.0% 18 2.3% 28 3.3% 16 1.6% 22 2.8% 18 4.5% 4 3.5% 134 2.7% 0.10

20-29歳 354 37.5% 293 36.9% 323 38.6% 389 38.6% 284 36.5% 144 36.2% 42 36.5% 1829 37.5%

30-39歳 302 32.0% 234 29.4% 223 26.6% 296 29.3% 220 28.2% 110 27.6% 29 25.2% 1414 29.0%

40-49歳 145 15.3% 137 17.2% 150 17.9% 158 15.7% 153 19.6% 71 17.8% 19 16.5% 833 17.1%

50-59歳 53 5.6% 51 6.4% 60 7.2% 77 7.6% 55 7.1% 25 6.3% 17 14.8% 338 6.9%

60歳以上 50 5.3% 52 6.5% 42 5.0% 62 6.1% 40 5.1% 27 6.8% 3 2.6% 276 5.7%

無回答 13 1.4% 10 1.3% 11 1.3% 11 1.1% 5 0.6% 3 0.8% 1 0.9% 54 1.1%

居住地

岡山市 449 47.5% 339 42.6% 354 42.3% 479 47.5% 371 47.6% 190 47.7% 111 96.5% 2293 47.0% <0.01

倉敷市 259 27.4% 250 31.4% 250 29.9% 244 24.2% 224 28.8% 96 24.1% 0 0.0% 1323 27.1%

県南東部 65 6.9% 48 6.0% 51 6.1% 74 7.3% 45 5.8% 27 6.8% 0 0.0% 310 6.4%

県南西部 39 4.1% 45 5.7% 69 8.2% 84 8.3% 42 5.4% 28 7.0% 0 0.0% 307 6.3%

高梁/新見/真庭/津山/英田 84 8.9% 73 9.2% 67 8.0% 79 7.8% 70 9.0% 43 10.8% 0 0.0% 416 8.5%

福山市 3 0.3% 0 0.0% 6 0.7% 6 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 15 0.3%

県外・無回答 46 4.9% 40 5.0% 40 4.8% 43 4.3% 27 3.5% 14 3.5% 4 3.5% 214 4.4%

性別

男性 646 68.4% 561 70.6% 575 68.7% 697 69.1% 523 67.1% 267 67.1% 81 70.4% 3350 68.7% 0.61

女性 294 31.1% 233 29.3% 259 30.9% 304 30.1% 255 32.7% 129 32.4% 34 29.6% 1508 30.9%

その他 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 4 0.4% 0 0.0% 1 0.3% 0 0.0% 6 0.1%

無回答 4 0.4% 1 0.1% 3 0.4% 4 0.4% 1 0.1% 1 0.3% 0 0.0% 14 0.3%

性指向別3群

MSM以外の男性 547 57.9% 483 60.8% 473 56.5% 597 59.2% 430 55.2% 215 54.0% 65 56.5% 2810 57.6% 0.35

女性 294 31.1% 233 29.3% 259 30.9% 304 30.1% 255 32.7% 129 32.4% 34 29.6% 1508 30.9%

MSM 99 10.5% 78 9.8% 102 12.2% 100 9.9% 93 11.9% 52 13.1% 16 13.9% 540 11.1%

不明(性別がその他または不明) 5 0.5% 1 0.1% 3 0.4% 8 0.8% 1 0.1% 2 0.5% 0 0.0% 20 0.4%

あなたはこれまでにセックスをしたことがありますか?

ある 935 98.9% 786 98.9% 826 98.7% 979 97.0% 757 97.2% 389 97.7% 111 96.5% 4783 98.1% <0.01

ない 7 0.7% 4 0.5% 5 0.6% 8 0.8% 12 1.5% 2 0.5% 1 0.9% 39 0.8%

無回答 3 0.3% 5 0.6% 6 0.7% 22 2.2% 10 1.3% 7 1.8% 3 2.6% 56 1.1%

あなたはこれまでにクラミジアや淋病、梅毒などの性感染症にかかったことはありますか?
1)

ある 220 23.5% 176 22.4% 168 20.3% 218 22.3% 169 22.3% 96 24.7% 26 23.4% 1073 22.4% 0.67

ない 696 74.4% 595 75.7% 637 77.1% 747 76.3% 575 76.0% 287 73.8% 85 76.6% 3622 75.7%

無回答 19 2.0% 15 1.9% 21 2.5% 14 1.4% 13 1.7% 6 1.5% 0 0.0% 88 1.8%

過去6ヶ月間に相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか?
1)

ある 273 29.2% 244 31.0% 223 27.0% 305 31.2% 204 26.9% 73 18.8% 23 20.7% 1345 28.1% <0.01

ない 648 69.3% 533 67.8% 576 69.7% 667 68.1% 544 71.9% 310 79.7% 87 78.4% 3365 70.4%

無回答 14 1.5% 9 1.1% 27 3.3% 7 0.7% 9 1.2% 6 1.5% 1 0.9% 73 1.5%

過去6ヶ月間に相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか?
1)

ある 25 2.7% 17 2.2% 30 3.6% 38 3.9% 26 3.4% 9 2.3% 3 2.7% 148 3.1% <0.01

ない 885 94.7% 744 94.7% 757 91.6% 923 94.3% 716 94.6% 369 94.9% 108 97.3% 4502 94.1%

無回答 25 2.7% 25 3.2% 39 4.7% 18 1.8% 15 2.0% 11 2.8% 0 0.0% 133 2.8%

あなたは検査に来る前に、以下の印刷物やロゴ、ホームページなどを見たことがありますか?

岡山県のホームページ 148 15.7% 134 16.9% 125 14.9% 175 17.3% 165 21.2% 90 22.6% 33 28.7% 870 17.8% <0.01

岡山市のホームページ 158 16.7% 141 17.7% 146 17.4% 193 19.1% 159 20.4% 79 19.8% 24 20.9% 900 18.5% 0.43

倉敷市のホームページ 103 10.9% 89 11.2% 91 10.9% 106 10.5% 100 12.8% 45 11.3% 9 7.8% 543 11.1% 0.67

あうとぴーち 11 1.2% 17 2.1% 16 1.9% 11 1.1% 10 1.3% 4 1.0% 2 1.7% 71 1.5% 0.41

ＨaaTえひめ 21 2.2% 17 2.1% 22 2.6% 22 2.2% 12 1.5% 9 2.3% 2 1.7% 105 2.2% 0.88

fight!! 14 1.5% 17 2.1% 11 1.3% 8 0.8% 14 1.8% 7 1.8% 1 0.9% 72 1.5% 0.34

ヤる!プロジェクト 8 0.8% 20 2.5% 23 2.7% 20 2.0% 23 3.0% 9 2.3% 1 0.9% 104 2.1% 0.04

もんげー性病検査** 17 2.5% 27 3.4% 43 5.1% 59 5.8% 48 6.2% 24 6.0% 9 7.8% 227 4.9% <0.01

**「もんげー性病検査」は選択肢にない期間があり、それを除いて分析したため、総数は異なる。

1) これまでにセックスをしたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

2021年度 合計
Pearson

カイ2乗n=4878n=945 n=795 n=837 n=1009 n=779 n=398

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

n=115
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表１-２ 経年別 保健所における受検者アンケート結果（続き） 

*2021 年度は 10月分までの集計 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか?

ある 323 34.2% 300 37.7% 324 38.7% 381 37.8% 315 40.4% 168 42.2% 48 41.7% 1859 38.1% 0.14

ない(今回初めて) 622 65.8% 494 62.1% 511 61.1% 625 61.9% 462 59.3% 229 57.5% 66 57.4% 3009 61.7%

無回答 0 0.0% 1 0.1% 2 0.2% 3 0.3% 2 0.3% 1 0.3% 1 0.9% 10 0.2%

今回を除いて、一番最近に受けたHIV検査（エイズ検査）はいつでしたか?2)

過去1年間 83 25.7% 80 26.7% 93 28.7% 110 28.9% 108 34.3% 47 28.0% 15 31.3% 536 28.8% 0.47

過去1～2年前(過去1年より以前) 104 32.2% 80 26.7% 113 34.9% 117 30.7% 92 29.2% 54 32.1% 17 35.4% 577 31.0%

過去3年以上前 128 39.6% 133 44.3% 112 34.6% 148 38.8% 110 34.9% 62 36.9% 16 33.3% 709 38.1%

無回答 8 2.5% 7 2.3% 6 1.9% 6 1.6% 5 1.6% 5 3.0% 0 0.0% 37 2.0%

これまでのHIV検査受検場所2)

保健所 259 80.2% 233 77.7% 233 71.9% 296 77.7% 234 74.3% 131 78.0% 39 81.3% 1425 76.7% 0.30

エイズ治療拠点病院 10 3.1% 8 2.7% 17 5.2% 15 3.9% 16 5.1% 7 4.2% 3 6.3% 76 4.1% 0.70

病院・診療所・クリニック 64 19.8% 67 22.3% 84 25.9% 89 23.4% 81 25.7% 37 22.0% 14 29.2% 436 23.5% 0.64

郵送検査 4 1.2% 7 2.3% 18 5.6% 17 4.5% 18 5.7% 12 7.1% 2 4.2% 78 4.2% 0.05

その他 4 1.2% 5 1.7% 9 2.8% 10 2.6% 5 1.6% 4 2.4% 1 2.1% 38 2.0% 0.83

検査満足度　1) 話し方・言葉づかいはどうでしたか?

とても満足 837 88.6% 681 85.7% 724 86.5% 852 84.4% 652 83.7% 343 86.2% 94 81.7% 4183 85.8% <0.01

やや満足 92 9.7% 87 10.9% 87 10.4% 102 10.1% 85 10.9% 40 10.1% 19 16.5% 512 10.5%

やや不満 5 0.5% 5 0.6% 6 0.7% 4 0.4% 5 0.6% 2 0.5% 0 0.0% 27 0.6%

とても不満 2 0.2% 5 0.6% 4 0.5% 3 0.3% 2 0.3% 2 0.5% 0 0.0% 18 0.4%

無回答 9 1.0% 17 2.1% 16 1.9% 48 4.8% 35 4.5% 11 2.8% 2 1.7% 135 2.8%

検査満足度　2) 質問しやすい雰囲気についてはどうでしたか?

とても満足 827 87.5% 682 85.8% 714 85.3% 837 83.0% 642 82.4% 334 83.9% 95 82.6% 4131 84.7% <0.01

やや満足 101 10.7% 82 10.3% 93 11.1% 114 11.3% 93 11.9% 49 12.3% 15 13.0% 547 11.2%

やや不満 6 0.6% 7 0.9% 8 1.0% 5 0.5% 5 0.6% 1 0.3% 3 2.6% 35 0.7%

とても不満 2 0.2% 7 0.9% 3 0.4% 3 0.3% 3 0.4% 3 0.8% 0 0.0% 21 0.4%

無回答 9 1.0% 17 2.1% 19 2.3% 50 5.0% 36 4.6% 11 2.8% 2 1.7% 144 3.0%

検査満足度　3) 安心できる雰囲気についてはどうでしたか?

とても満足 803 85.0% 660 83.0% 689 82.3% 816 80.9% 630 80.9% 331 83.2% 96 83.5% 4025 82.5% <0.01

やや満足 118 12.5% 95 11.9% 109 13.0% 124 12.3% 97 12.5% 50 12.6% 14 12.2% 607 12.4%

やや不満 12 1.3% 16 2.0% 15 1.8% 12 1.2% 13 1.7% 3 0.8% 2 1.7% 73 1.5%

とても不満 3 0.3% 7 0.9% 6 0.7% 7 0.7% 3 0.4% 3 0.8% 1 0.9% 30 0.6%

無回答 9 1.0% 17 2.1% 18 2.2% 50 5.0% 36 4.6% 11 2.8% 2 1.7% 143 2.9%

検査満足度　4) プライバシー保護についてはどうでしたか?

とても満足 743 78.6% 616 77.5% 649 77.5% 765 75.8% 583 74.8% 314 78.9% 94 81.7% 3764 77.2% <0.01

やや満足 150 15.9% 120 15.1% 127 15.2% 139 13.8% 118 15.1% 62 15.6% 15 13.0% 731 15.0%

やや不満 37 3.9% 32 4.0% 35 4.2% 45 4.5% 33 4.2% 7 1.8% 3 2.6% 192 3.9%

とても不満 3 0.3% 7 0.9% 9 1.1% 10 1.0% 7 0.9% 3 0.8% 1 0.9% 40 0.8%

無回答 12 1.3% 20 2.5% 17 2.0% 50 5.0% 38 4.9% 12 3.0% 2 1.7% 151 3.1%

HIV検査(エイズ検査)で受けやすいのはどれですか?
3)

平日日中 325 35.9% 294 39.8% 306 38.5% 419 44.3% 297 38.9% 172 46.0% 51 45.5% 1864 40.2% <0.01

平日夜間 452 49.9% 401 54.3% 420 52.9% 483 51.1% 393 51.4% 182 48.7% 54 48.2% 2385 51.5% 0.47

土曜日 339 37.4% 297 40.2% 297 37.4% 374 39.5% 327 42.8% 152 40.6% 51 45.5% 1837 39.6% 0.20

日曜日 370 40.8% 324 43.8% 338 42.6% 414 43.8% 343 44.9% 163 43.6% 43 38.4% 1995 43.0% 0.63

その他 24 2.6% 21 2.8% 16 2.0% 11 1.2% 9 1.2% 8 2.1% 6 5.4% 95 2.0% 0.01

あなたは検査広報カードをみたことがありますか?

ある 60 6.3% 55 6.9% 58 6.9% 72 7.1% 71 9.1% 39 9.8% 14 12.2% 369 7.6% 0.01

ない 878 92.9% 733 92.2% 770 92.0% 913 90.5% 693 89.0% 353 88.7% 98 85.2% 4438 91.0%

無回答 7 0.7% 7 0.9% 9 1.1% 24 2.4% 15 1.9% 6 1.5% 3 2.6% 71 1.5%

どこでみましたか?
4)

トイレ 21 35.0% 15 27.3% 16 27.6% 21 29.2% 32 45.1% 13 33.3% 4 28.6% 122 33.1% 0.51

会社 4 6.7% 1 1.8% 4 6.9% 1 1.4% 0 0.0% 3 7.7% 1 7.1% 14 3.8% 0.28

学校・大学 2 3.3% 4 7.3% 3 5.2% 4 5.6% 3 4.2% 0 0.0% 0 0.0% 16 4.3% 0.73

病院 16 26.7% 13 23.6% 18 31.0% 33 45.8% 26 36.6% 14 35.9% 7 50.0% 127 34.4% 0.27

クラブイベント 5 8.3% 5 9.1% 6 10.3% 3 4.2% 4 5.6% 3 7.7% 1 7.1% 27 7.3% 0.84

ゲイバー 8 13.3% 9 16.4% 8 13.8% 5 6.9% 11 15.5% 4 10.3% 5 35.7% 50 13.6% 0.29

その他 15 25.0% 17 30.9% 14 24.1% 17 23.6% 10 14.1% 9 23.1% 2 14.3% 84 22.8% 0.53

2) これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

3) 無回答を除いて分析したため、総数は異なる。

4) 検査広報カードをみたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

合計
Pearson

カイ2乗n=945 n=795 n=837 n=1009 n=779 n=398 n=115 n=4878

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度2015年度 2016年度 2017年度
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表２-１ 経年別 拠点病院における受検者アンケート結果 

 

年齢層

19歳以下 1 3.1% 2 3.6% 2 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 2 10.0% 7 1.7% 0.04

20-29歳 7 21.9% 21 37.5% 40 36.7% 33 46.5% 51 45.1% 13 65.0% 165 41.1%

30-39歳 9 28.1% 19 33.9% 33 30.3% 16 22.5% 36 31.9% 4 20.0% 117 29.2%

40-49歳 6 18.8% 9 16.1% 19 17.4% 12 16.9% 15 13.3% 1 5.0% 62 15.5%

50-59歳 2 6.3% 2 3.6% 9 8.3% 4 5.6% 4 3.5% 0 0.0% 21 5.2%

60歳以上 6 18.8% 3 5.4% 5 4.6% 6 8.5% 4 3.5% 0 0.0% 24 6.0%

無回答 1 3.1% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 3 2.7% 0 0.0% 5 1.2%

居住地

岡山市 10 31.3% 35 62.5% 60 55.0% 32 45.1% 55 48.7% 20 100.0% 212 52.9% <0.01

倉敷市 10 31.3% 8 14.3% 24 22.0% 17 23.9% 25 22.1% 0 0.0% 84 20.9%

県南東部 3 9.4% 2 3.6% 3 2.8% 5 7.0% 7 6.2% 0 0.0% 20 5.0%

県南西部 2 6.3% 7 12.5% 11 10.1% 5 7.0% 10 8.8% 0 0.0% 35 8.7%

高梁/新見/真庭/津山/英田 5 15.6% 2 3.6% 8 7.3% 8 11.3% 12 10.6% 0 0.0% 35 8.7%

福山市 0 0.0% 0 0.0% 2 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.5%

県外・無回答 2 6.3% 2 3.6% 1 0.9% 4 5.6% 4 3.5% 0 0.0% 13 3.2%

性別

男性 27 84.4% 43 76.8% 81 74.3% 60 84.5% 93 82.3% 13 65.0% 317 79.1% 0.11

女性 4 12.5% 13 23.2% 28 25.7% 11 15.5% 19 16.8% 7 35.0% 82 20.4%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 1 0.2%

無回答 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2%

性指向別3群

MSM以外の男性 24 75.0% 35 62.5% 70 64.2% 52 73.2% 83 73.5% 9 45.0% 273 68.1% 0.26

女性 4 12.5% 13 23.2% 28 25.7% 11 15.5% 19 16.8% 7 35.0% 82 20.4%

MSM 3 9.4% 8 14.3% 11 10.1% 8 11.3% 10 8.8% 4 20.0% 44 11.0%

不明(性別がその他または不明) 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 2 0.5%

あなたはこれまでにセックスをしたことがありますか?

ある 31 96.9% 55 98.2% 108 99.1% 70 98.6% 109 96.5% 20 100.0% 393 98.0% 0.93

ない 1 3.1% 1 1.8% 1 0.9% 1 1.4% 3 2.7% 0 0.0% 7 1.7%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 1 0.2%

あなたはこれまでにクラミジアや淋病、梅毒などの性感染症にかかったことはありますか?1)

ある 4 12.9% 13 23.6% 27 25.0% 14 20.0% 27 24.8% 4 20.0% 89 22.6% <0.01

ない 27 87.1% 42 76.4% 81 75.0% 56 80.0% 81 74.3% 14 70.0% 301 76.6%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 2 10.0% 3 0.8%

過去6ヶ月間に相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか?1)

ある 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.0% 1 0.3% <0.01

ない 0 0.0% 44 80.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 44 11.2%

無回答 31 100.0% 11 20.0% 108 100.0% 70 100.0% 109 100.0% 19 95.0% 348 88.5%

過去6ヶ月間に相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか?1)

ある 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% <0.01

ない 0 0.0% 44 80.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.0% 45 11.5%

無回答 31 100.0% 11 20.0% 108 100.0% 70 100.0% 109 100.0% 19 95.0% 348 88.5%

あなたは検査に来る前に、以下の印刷物やロゴ、ホームページなどを見たことがありますか?

岡山県のホームページ 6 18.8% 21 37.5% 32 29.4% 21 29.6% 35 31.0% 3 15.0% 118 29.4% 0.34

岡山市のホームページ 4 12.5% 9 16.1% 24 22.0% 13 18.3% 23 20.4% 6 30.0% 79 19.7% 0.65

倉敷市のホームページ 2 6.3% 5 8.9% 4 3.7% 8 11.3% 5 4.4% 4 20.0% 28 7.0% 0.06

あうとぴーち 1 3.1% 1 1.8% 2 1.8% 3 4.2% 2 1.8% 0 0.0% 9 2.2% 0.84

ＨaaTえひめ 1 3.1% 2 3.6% 2 1.8% 2 2.8% 1 0.9% 1 5.0% 9 2.2% 0.79

fight!! 0 0.0% 1 1.8% 0 0.0% 2 2.8% 4 3.5% 0 0.0% 7 1.7% 0.36

ヤる!プロジェクト 1 3.1% 3 5.4% 3 2.8% 0 0.0% 1 0.9% 1 5.0% 9 2.2% 0.31

もんげー性病検査** 1 3.1% 4 7.1% 5 4.6% 7 9.9% 9 8.0% 3 15.0% 29 7.2% 0.47

**「もんげー性病検査」は選択肢にない期間があり、それを除いて分析したため、総数は異なる。

1) これまでにセックスをしたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

Pearson

カイ2乗n=32

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 合計

n=401n=20n=113n=71n=109n=56
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表２-２ 経年別 拠点病院における受検者アンケート結果（続き） 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか?

ある 12 37.5% 30 53.6% 47 43.1% 41 57.7% 40 35.4% 8 40.0% 178 44.4% 0.18

ない(今回初めて) 20 62.5% 26 46.4% 62 56.9% 30 42.3% 72 63.7% 12 60.0% 222 55.4%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 1 0.2%

今回を除いて、一番最近に受けたHIV検査（エイズ検査）はいつでしたか?
2)

過去1年間 5 41.7% 12 40.0% 12 25.5% 11 26.8% 21 52.5% 4 50.0% 65 36.5% 0.12

過去1～2年前(過去1年より以前) 4 33.3% 11 36.7% 14 29.8% 17 41.5% 10 25.0% 1 12.5% 57 32.0%

過去3年以上前 3 25.0% 7 23.3% 21 44.7% 12 29.3% 8 20.0% 2 25.0% 53 29.8%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.4% 1 2.5% 1 12.5% 3 1.7%

これまでのHIV検査受検場所
2)

保健所 10 83.3% 13 43.3% 23 48.9% 16 39.0% 10 25.0% 2 25.0% 74 41.6% <0.01

エイズ治療拠点病院 4 33.3% 12 40.0% 13 27.7% 14 34.1% 16 40.0% 2 25.0% 61 34.3% 0.19

病院・診療所・クリニック 6 50.0% 10 33.3% 22 46.8% 19 46.3% 18 45.0% 4 50.0% 79 44.4% 0.19

郵送検査 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 5.0% 0 0.0% 3 1.7% 0.03

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.5% 0 0.0% 1 0.6% 0.20

検査満足度　1) 話し方・言葉づかいはどうでしたか?

とても満足 24 75.0% 46 82.1% 87 79.8% 55 77.5% 70 61.9% 19 95.0% 301 75.1% <0.01

やや満足 7 21.9% 8 14.3% 19 17.4% 14 19.7% 25 22.1% 0 0.0% 73 18.2%

やや不満 0 0.0% 2 3.6% 2 1.8% 2 2.8% 2 1.8% 1 5.0% 9 2.2%

とても不満 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2%

無回答 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 16 14.2% 0 0.0% 17 4.2%

検査満足度　2) 質問しやすい雰囲気についてはどうでしたか?

とても満足 24 75.0% 45 80.4% 83 76.1% 52 73.2% 68 60.2% 19 95.0% 291 72.6% <0.01

やや満足 6 18.8% 6 10.7% 19 17.4% 12 16.9% 26 23.0% 0 0.0% 69 17.2%

やや不満 1 3.1% 4 7.1% 6 5.5% 7 9.9% 3 2.7% 0 0.0% 21 5.2%

とても不満 0 0.0% 1 1.8% 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.0% 3 0.7%

無回答 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 16 14.2% 0 0.0% 17 4.2%

検査満足度　3) 安心できる雰囲気についてはどうでしたか?

とても満足 22 68.8% 46 82.1% 80 73.4% 52 73.2% 69 61.1% 19 95.0% 288 71.8% <0.01

やや満足 6 18.8% 6 10.7% 22 20.2% 16 22.5% 24 21.2% 0 0.0% 74 18.5%

やや不満 3 9.4% 2 3.6% 5 4.6% 3 4.2% 4 3.5% 0 0.0% 17 4.2%

とても不満 0 0.0% 2 3.6% 2 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.0% 5 1.2%

無回答 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 16 14.2% 0 0.0% 17 4.2%

検査満足度　4) プライバシー保護についてはどうでしたか?

とても満足 20 62.5% 46 82.1% 77 70.6% 55 77.5% 69 61.1% 19 95.0% 286 71.3% <0.01

やや満足 10 31.3% 5 8.9% 22 20.2% 13 18.3% 23 20.4% 1 5.0% 74 18.5%

やや不満 1 3.1% 5 8.9% 7 6.4% 3 4.2% 5 4.4% 0 0.0% 21 5.2%

とても不満 0 0.0% 0 0.0% 3 2.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 0.7%

無回答 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 16 14.2% 0 0.0% 17 4.2%

HIV検査(エイズ検査)で受けやすいのはどれですか?

平日日中 13 40.6% 25 44.6% 48 44.0% 27 38.0% 44 38.9% 7 35.0% 164 40.9% 0.92

平日夜間 12 37.5% 21 37.5% 45 41.3% 26 36.6% 50 44.2% 14 70.0% 168 41.9% 0.14

土曜日 17 53.1% 26 46.4% 45 41.3% 32 45.1% 62 54.9% 9 45.0% 191 47.6% 0.44

日曜日 13 40.6% 23 41.1% 40 36.7% 29 40.8% 46 40.7% 11 55.0% 162 40.4% 0.79

その他 1 3.1% 0 0.0% 2 1.8% 4 5.6% 3 2.7% 0 0.0% 10 2.5% 0.41

あなたは検査広報カードをみたことがありますか?

ある 2 6.3% 7 12.5% 8 7.3% 12 16.9% 12 10.6% 2 10.0% 43 10.7% 0.67

ない 30 93.8% 49 87.5% 101 92.7% 59 83.1% 100 88.5% 18 90.0% 357 89.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0% 1 0.2%

どこでみましたか?3)

トイレ 0 0.0% 4 57.1% 2 25.0% 3 25.0% 6 50.0% 1 50.0% 16 37.2% 0.46

会社 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 16.7% 0 0.0% 0 0.0% 2 4.7% 0.37

学校・大学 0 0.0% 0 0.0% 1 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.3% 0.48

病院 1 50.0% 5 71.4% 4 50.0% 6 50.0% 9 75.0% 1 50.0% 26 60.5% 0.78

クラブイベント 0 0.0% 1 14.3% 1 12.5% 0 0.0% 1 8.3% 1 50.0% 4 9.3% 0.34

ゲイバー 1 50.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 16.7% 0 0.0% 3 7.0% 0.09

その他 0 0.0% 1 14.3% 2 25.0% 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 4 9.3% 0.52

2) これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

3) 検査広報カードをみたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

Pearson

カイ2乗n=32 n=56 n=109 n=71 n=113 n=20 n=401

2018年度 2019年度 2020年度 合計2015年度 2016年度 2017年度
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表３-１ 経年別 クリニック検査における受検者アンケート結果   

*2021 年度は第 1回分のみの集計 

 

年齢層

19歳以下 0 0.0% 0 0.0% 2 3.6% 0 0.0% 1 1.7% 0 0.0% 0 0.0% 3 0.9% 0.02

20-29歳 15 51.7% 11 29.7% 19 34.5% 22 37.3% 17 28.3% 19 32.2% 7 15.6% 110 32.0%

30-39歳 7 24.1% 13 35.1% 18 32.7% 19 32.2% 13 21.7% 12 20.3% 15 33.3% 97 28.2%

40-49歳 6 20.7% 13 35.1% 16 29.1% 12 20.3% 18 30.0% 23 39.0% 13 28.9% 101 29.4%

50-59歳 1 3.4% 0 0.0% 0 0.0% 6 10.2% 10 16.7% 4 6.8% 9 20.0% 30 8.7%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 1 1.7% 1 2.2% 3 0.9%

居住地

岡山市 20 69.0% 24 64.9% 28 50.9% 33 55.9% 31 51.7% 46 78.0% 42 93.3% 224 65.1% 0.01

倉敷市 6 20.7% 5 13.5% 8 14.5% 12 20.3% 9 15.0% 3 5.1% 0 0.0% 43 12.5%

県南東部 0 0.0% 3 8.1% 3 5.5% 3 5.1% 5 8.3% 3 5.1% 0 0.0% 17 4.9%

県南西部 1 3.4% 0 0.0% 6 10.9% 2 3.4% 5 8.3% 2 3.4% 0 0.0% 16 4.7%

高梁/新見/真庭/津山/英田 0 0.0% 1 2.7% 3 5.5% 4 6.8% 5 8.3% 1 1.7% 0 0.0% 14 4.1%

県外・無回答 2 6.9% 4 10.8% 7 12.7% 5 8.5% 5 8.3% 4 6.8% 3 6.7% 30 8.7%

性別

男性 29 100.0% 37 100.0% 55 100.0% 59 100.0% 59 98.3% 59 100.0% 44 97.8% 342 99.4% 0.49

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.2% 1 0.3%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.3%

性指向別3群

MSM以外の男性 1 3.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 6 10.0% 2 3.4% 1 2.2% 10 2.9% 0.06

MSM 28 96.6% 37 100.0% 55 100.0% 59 100.0% 53 88.3% 57 96.6% 43 95.6% 332 96.5%

不明(性別がその他または不明) 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 0 0.0% 1 2.2% 2 0.6%

あなたはこれまでにセックスをしたことがありますか?

ある 29 100.0% 37 100.0% 55 100.0% 59 100.0% 59 98.3% 58 98.3% 43 95.6% 340 98.8% 0.36

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 1 1.7% 2 4.4% 4 1.2%

あなたはこれまでにクラミジアや淋病、梅毒などの性感染症にかかったことはありますか?1)

ある 9 31.0% 8 21.6% 9 16.4% 19 32.2% 17 28.8% 22 37.9% 16 37.2% 100 29.4% 0.17

ない 20 69.0% 29 78.4% 46 83.6% 40 67.8% 42 71.2% 36 62.1% 27 62.8% 240 70.6%

過去6ヶ月間に相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか?1)

ある 2 6.9% 4 10.8% 1 1.8% 7 11.9% 11 18.6% 4 6.9% 29 9.8% <0.01

ない 27 93.1% 33 89.2% 24 43.6% 52 88.1% 48 81.4% 54 93.1% 238 80.1%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 30 54.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 30 10.1%

過去6ヶ月間に相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか?1)

ある 2 6.9% 1 2.7% 1 1.8% 4 6.8% 3 5.1% 2 3.4% 13 4.4% <0.01

ない 27 93.1% 36 97.3% 24 43.6% 55 93.2% 56 94.9% 56 96.6% 254 85.5%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 30 54.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 30 10.1%

あなたは検査に来る前に、以下の印刷物やロゴ、ホームページなどを見たことがありますか?

岡山県のホームページ 4 13.8% 9 24.3% 9 16.4% 6 10.2% 12 20.0% 11 18.6% 9 20.0% 60 17.4% 0.65

岡山市のホームページ 8 27.6% 9 24.3% 9 16.4% 6 10.2% 10 16.7% 7 11.9% 8 17.8% 57 16.6% 0.33

倉敷市のホームページ 1 3.4% 3 8.1% 5 9.1% 1 1.7% 4 6.7% 0 0.0% 1 2.2% 15 4.4% 0.16

あうとぴーち 10 34.5% 5 13.5% 9 16.4% 10 16.9% 11 18.3% 17 28.8% 8 17.8% 70 20.3% 0.20

ＨaaTえひめ 9 31.0% 15 40.5% 19 34.5% 16 27.1% 18 30.0% 22 37.3% 13 28.9% 112 32.6% 0.80

fight!! 6 20.7% 10 27.0% 11 20.0% 12 20.3% 15 25.0% 9 15.3% 11 24.4% 74 21.5% 0.83

ヤる!プロジェクト 2 6.9% 17 45.9% 19 34.5% 21 35.6% 18 30.0% 15 25.4% 12 26.7% 104 30.2% 0.03

もんげー性病検査** 24 82.8% 32 86.5% 47 85.5% 49 83.1% 45 75.0% 49 83.1% 37 82.2% 283 82.3% 0.80

**「もんげー性病検査」は選択肢にない期間があり、それを除いて分析したため、総数は異なる。#2021年度分には金銭の授受を伴う性行為経験の項目はない。

1) これまでにセックスをしたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

2018年度2017年度2016年度2015年度
Pearson

カイ2乗

合計2021年度2020年度2019年度

n=344n=45n=59n=60n=59n=55n=37n=29
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表３-２ 経年別 クリニック検査における受検者アンケート結果（続き）  

*2021 年度は第 1回分のみの集計 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか?

ある 16 55.2% 27 73.0% 31 56.4% 46 78.0% 39 65.0% 45 76.3% 37 82.2% 241 70.1% 0.08

ない(今回初めて) 13 44.8% 10 27.0% 24 43.6% 13 22.0% 20 33.3% 14 23.7% 8 17.8% 102 29.7%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.3%

今回を除いて、一番最近に受けたHIV検査（エイズ検査）はいつでしたか?
2)

過去1年間 5 31.3% 8 29.6% 18 58.1% 19 41.3% 15 38.5% 15 33.3% 16 43.2% 96 39.8% 0.39

過去1～2年前(過去1年より以前) 7 43.8% 10 37.0% 10 32.3% 20 43.5% 19 48.7% 18 40.0% 15 40.5% 99 41.1%

過去3年以上前 4 25.0% 9 33.3% 3 9.7% 7 15.2% 4 10.3% 10 22.2% 6 16.2% 43 17.8%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 2 4.4% 0 0.0% 3 1.2%

これまでのHIV検査受検場所
2)

保健所 14 87.5% 17 63.0% 16 51.6% 22 47.8% 18 46.2% 26 57.8% 20 54.1% 133 55.2% 0.08

エイズ治療拠点病院 3 18.8% 3 11.1% 2 6.5% 5 10.9% 6 15.4% 2 4.4% 3 8.1% 24 10.0% 0.34

病院・診療所・クリニック 4 25.0% 11 40.7% 20 64.5% 32 69.6% 30 76.9% 29 64.4% 30 81.1% 156 64.7% <0.01

郵送検査 0 0.0% 2 7.4% 1 3.2% 0 0.0% 2 5.1% 6 13.3% 4 10.8% 15 6.2% 0.09

その他 0 0.0% 0 0.0% 1 3.2% 4 8.7% 2 5.1% 0 0.0% 1 2.7% 8 3.3% 0.18

検査満足度　1) 話し方・言葉づかいはどうでしたか?

とても満足 24 82.8% 33 89.2% 44 80.0% 51 86.4% 41 68.3% 42 71.2% 32 71.1% 267 77.6% 0.01

やや満足 5 17.2% 4 10.8% 10 18.2% 8 13.6% 8 13.3% 8 13.6% 5 11.1% 48 14.0%

とても不満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 0 0.0% 1 0.3%

とても不満 0 0.0% 0 0.0% 1 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.3%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 11 18.3% 8 13.6% 8 17.8% 27 7.8%

検査満足度　2) 質問しやすい雰囲気についてはどうでしたか?

とても満足 20 69.0% 30 81.1% 43 78.2% 50 84.7% 41 68.3% 43 72.9% 32 71.1% 259 75.3% <0.01

やや満足 9 31.0% 7 18.9% 11 20.0% 9 15.3% 7 11.7% 6 10.2% 5 11.1% 54 15.7%

やや不満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 2 3.4% 0 0.0% 3 0.9%

とても不満 0 0.0% 0 0.0% 1 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.3%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 11 18.3% 8 13.6% 8 17.8% 27 7.8%

検査満足度　3) 安心できる雰囲気についてはどうでしたか?

とても満足 21 72.4% 33 89.2% 42 76.4% 50 84.7% 41 68.3% 41 69.5% 32 71.1% 260 75.6% <0.01

やや満足 8 27.6% 4 10.8% 12 21.8% 8 13.6% 7 11.7% 9 15.3% 4 8.9% 52 15.1%

やや不満 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.7% 1 1.7% 1 1.7% 1 2.2% 4 1.2%

とても不満 0 0.0% 0 0.0% 1 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.3%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 11 18.3% 8 13.6% 8 17.8% 27 7.8%

検査満足度　4) プライバシー保護についてはどうでしたか?

とても満足 17 58.6% 29 78.4% 42 76.4% 50 84.7% 39 65.0% 39 66.1% 33 73.3% 249 72.4% <0.01

やや満足 11 37.9% 7 18.9% 10 18.2% 7 11.9% 8 13.3% 11 18.6% 3 6.7% 57 16.6%

やや不満 1 3.4% 0 0.0% 2 3.6% 2 3.4% 0 0.0% 1 1.7% 1 2.2% 7 2.0%

とても不満 0 0.0% 1 2.7% 1 1.8% 0 0.0% 2 3.3% 0 0.0% 0 0.0% 4 1.2%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 11 18.3% 8 13.6% 8 17.8% 27 7.8%

HIV検査(エイズ検査)で受けやすいのはどれですか?3)

平日日中 10 34.5% 12 32.4% 19 34.5% 24 40.7% 24 40.0% 18 30.5% 14 31.1% 121 35.2% 0.55

平日夜間 20 69.0% 22 61.1% 26 47.3% 28 47.5% 28 49.1% 29 50.9% 21 46.7% 174 51.5% 0.40

土曜日 20 69.0% 20 55.6% 30 54.5% 32 54.2% 31 54.4% 36 63.2% 22 48.9% 191 56.5% 0.64

日曜日 18 62.1% 23 63.9% 30 54.5% 31 52.5% 34 59.6% 34 59.6% 23 51.1% 193 57.1% 0.86

その他 2 6.9% 2 5.6% 3 5.5% 1 1.7% 2 3.5% 3 5.3% 1 2.2% 14 4.1% 0.87

あなたは検査広報カードをみたことがありますか?

ある 4 13.8% 9 24.3% 11 20.0% 17 28.8% 18 30.0% 13 22.0% 16 35.6% 88 25.6% 0.27

ない 25 86.2% 28 75.7% 44 80.0% 42 71.2% 40 66.7% 45 76.3% 27 60.0% 251 73.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.3% 1 1.7% 2 4.4% 5 1.5%

どこでみましたか?4)

トイレ 2 50.0% 2 22.2% 2 18.2% 2 11.8% 4 22.2% 1 7.7% 2 12.5% 15 17.0% 0.55

会社 0 0.0% 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.6% 0 0.0% 1 6.3% 3 3.4% 0.70

学校・大学 0 0.0% 0 0.0% 1 9.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.1% 0.31

病院 1 25.0% 2 22.2% 3 27.3% 3 17.6% 5 27.8% 5 38.5% 7 43.8% 26 29.5% 0.74

クラブイベント 1 25.0% 3 33.3% 3 27.3% 3 17.6% 6 33.3% 3 23.1% 4 25.0% 23 26.1% 0.96

ゲイバー 3 75.0% 5 55.6% 5 45.5% 14 82.4% 5 27.8% 5 38.5% 6 37.5% 43 48.9% 0.04

その他 0 0.0% 3 33.3% 4 36.4% 0 0.0% 6 33.3% 2 15.4% 1 6.3% 16 18.2% 0.05

2) これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

3) 無回答を除いて分析したため、総数は異なる。

4) 検査広報カードをみたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

2017年度

n=29 n=37 n=55

2015年度 2016年度
Pearson

カイ2乗n=59 n=60 n=59 n=45 n=344

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 合計
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表４ 2019年度・2020 年度検査機関別 保健所における受検者アンケート結果 

 

岡山県 岡山市 倉敷市 拠点病院 クリニック 合計 岡山県 岡山市 倉敷市 拠点病院 クリニック 合計

n=201 n=106 n=91 n=20 n=59 n=477 n=261 n=248 n=270 n=113 n=60 n=952

年齢層

19歳以下 3.5% 5.7% 5.5% 10.0% 0.0% 4.2% <0.01 3.1% 3.2% 2.2% 0.0% 1.7% 2.4% 0.01

20-29歳 33.3% 48.1% 28.6% 65.0% 32.2% 36.9% 31.8% 40.3% 37.4% 45.1% 28.3% 37.0%

30-39歳 26.4% 26.4% 31.9% 20.0% 20.3% 26.4% 30.3% 28.6% 25.9% 31.9% 21.7% 28.3%

40-49歳 19.9% 13.2% 18.7% 5.0% 39.0% 19.9% 22.2% 18.5% 18.1% 13.3% 30.0% 19.5%

50-59歳 6.0% 5.7% 7.7% 0.0% 6.8% 6.1% 7.7% 5.2% 8.1% 3.5% 16.7% 7.2%

60歳以上 10.4% 0.9% 5.5% 0.0% 0.0% 5.7% 4.2% 3.6% 7.4% 3.5% 0.0% 4.6%

無回答 0.5% 0.0% 2.2% 0.0% 1.7% 0.8% 0.8% 0.4% 0.7% 2.7% 1.7% 0.9%

居住地

岡山市 44.8% 83.0% 13.2% 100% 78.0% 53.7% <0.01 47.9% 81.5% 16.3% 48.7% 51.7% 48.0% <0.01

倉敷市 13.9% 5.7% 68.1% 0.0% 5.1% 20.8% 10.0% 5.6% 68.1% 22.1% 15.0% 27.1%

県南東部 7.0% 5.7% 7.7% 0.0% 5.1% 6.3% 7.3% 6.9% 3.3% 6.2% 8.3% 6.0%

県南西部 8.5% 3.8% 7.7% 0.0% 3.4% 6.3% 6.5% 2.8% 6.7% 8.8% 8.3% 6.0%

高梁/新見/真庭/津山/英田 20.4% 0.9% 1.1% 0.0% 1.7% 9.2% 23.0% 2.0% 1.9% 10.6% 8.3% 9.1%

県外・無回答 5.5% 0.9% 2.2% 0.0% 6.8% 3.8% 5.4% 1.2% 3.7% 3.5% 8.3% 3.8%

性別

男性 63.2% 69.8% 72.5% 65.0% 100% 71.1% <0.01 70.1% 62.1% 68.9% 82.3% 98.3% 70.9% <0.01

女性 36.8% 30.2% 25.3% 35.0% 0.0% 28.5% 29.9% 37.9% 30.7% 16.8% 0.0% 28.8%

その他 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.1%

無回答 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 1.7% 0.2%

性指向別3群

MSM以外の男性 51.2% 56.6% 57.1% 45.0% 3.4% 47.4% <0.01 60.9% 50.4% 54.1% 73.5% 10.0% 54.5% <0.01

女性 36.8% 30.2% 25.3% 35.0% 0.0% 28.5% 29.9% 37.9% 30.7% 16.8% 0.0% 28.8%

MSM 11.9% 13.2% 15.4% 20.0% 96.6% 23.7% 9.2% 11.7% 14.8% 8.8% 88.3% 16.4%

不明(性別がその他または不明) 0.0% 0.0% 2.2% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 0.4% 0.9% 1.7% 0.3%

あなたはこれまでにセックスをしたことがありますか?

ある 97.5% 98.1% 97.8% 100% 98.3% 97.9% 0.97 96.2% 96.4% 98.9% 96.5% 98.3% 97.2% 0.40

ない 0.5% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 2.7% 1.6% 0.4% 2.7% 0.0% 1.6%

無回答 2.0% 0.9% 2.2% 0.0% 1.7% 1.7% 1.1% 2.0% 0.7% 0.9% 1.7% 1.3%

あなたはこれまでにクラミジアや淋病、梅毒などの性感染症にかかったことはありますか?
1)

ある 30.6% 25.0% 11.2% 20.0% 37.9% 26.1% <0.01 22.3% 22.6% 22.1% 24.8% 28.8% 23.0% 0.76

ない 66.8% 75.0% 87.6% 70.0% 62.1% 72.2% 76.5% 76.2% 75.3% 74.3% 71.2% 75.5%

無回答 2.6% 0.0% 1.1% 10.0% 0.0% 1.7% 1.2% 1.3% 2.6% 0.9% 0.0% 1.5%

あなたは検査に来る前に、以下の印刷物やロゴ、ホームページなどを見たことがありますか?

岡山県のホームページ 26.4% 24.5% 12.1% 15.0% 18.6% 21.8% 0.07 31.8% 18.5% 13.3% 31.0% 20.0% 22.3% <0.01

岡山市のホームページ 18.9% 33.0% 6.6% 30.0% 11.9% 19.3% <0.01 19.2% 34.3% 8.9% 20.4% 16.7% 20.2% <0.01

倉敷市のホームページ 5.0% 3.8% 34.1% 20.0% 0.0% 10.3% <0.01 4.6% 3.6% 29.3% 4.4% 6.7% 11.4% <0.01

あうとぴーち 0.5% 2.8% 0.0% 0.0% 28.8% 4.4% <0.01 0.4% 0.4% 3.0% 1.8% 18.3% 2.4% <0.01

ＨaaTえひめ 1.5% 2.8% 3.3% 5.0% 37.3% 6.7% <0.01 1.1% 1.2% 2.2% 0.9% 30.0% 3.3% <0.01

fight!! 1.0% 1.9% 3.3% 0.0% 15.3% 3.4% <0.01 1.5% 1.2% 2.6% 3.5% 25.0% 3.5% <0.01

ヤる!プロジェクト 1.5% 2.8% 3.3% 5.0% 25.4% 5.2% <0.01 1.9% 4.0% 3.0% 0.9% 30.0% 4.4% <0.01

もんげー性病検査** 5.5% 6.6% 6.6% 15.0% 83.1% 15.9% <0.01 5.0% 6.0% 7.4% 8.0% 75.0% 10.7% <0.01

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか?

ある 44.3% 40.6% 39.6% 40.0% 76.3% 46.3% <0.01 42.9% 41.9% 36.7% 35.4% 65.0% 41.4% <0.01

ない(今回初めて) 55.2% 59.4% 60.4% 60.0% 23.7% 53.5% 57.1% 58.1% 62.6% 63.7% 33.3% 58.2%

無回答 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.7% 0.9% 1.7% 0.4%

今回を除いて、一番最近に受けたHIV検査（エイズ検査）はいつでしたか?

過去1年間 30.3% 25.6% 25.0% 50.0% 33.3% 29.9% 0.55 35.7% 36.5% 30.3% 52.5% 38.5% 36.5% 0.07

過去1～2年前(過去1年より以前) 32.6% 32.6% 30.6% 12.5% 40.0% 33.0% 29.5% 30.8% 27.3% 25.0% 48.7% 30.7%

過去3年以上前 32.6% 39.5% 44.4% 25.0% 22.2% 33.5% 33.9% 30.8% 40.4% 20.0% 10.3% 31.0%

無回答 4.5% 2.3% 0.0% 12.5% 4.4% 3.6% 0.9% 1.9% 2.0% 2.5% 2.6% 1.8%

これまでのHIV検査受検場所2)

保健所 85.4% 69.8% 69.4% 25.0% 57.8% 71.9% <0.01 72.3% 76.9% 73.7% 25.0% 46.2% 66.5% <0.01

エイズ治療拠点病院 4.5% 2.3% 5.6% 25.0% 4.4% 5.0% 0.15 8.9% 1.0% 5.1% 40.0% 15.4% 9.6% <0.01

病院・診療所・クリニック 14.6% 23.3% 38.9% 50.0% 64.4% 31.7% <0.01 25.9% 22.1% 29.3% 45.0% 76.9% 32.7% <0.01

郵送検査 7.9% 9.3% 2.8% 0.0% 13.3% 8.1% 0.42 8.0% 4.8% 4.0% 5.0% 5.1% 5.6% 0.83

その他 3.4% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 1.8% 0.50 1.8% 1.9% 1.0% 2.5% 5.1% 2.0% 0.77

1) これまでにセックスをしたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

2) これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。3) 無回答を除いて分析したため、総数は異なる。

4) 検査広報カードをみたことがあると回答した人を対象として分析したため、総数は異なる。

**「もんげー性病検査」は選択肢にない期間があり、それを除いて分析したため、総数は異なる。

Pearson

カイ2乗
Pearson

カイ2乗

2020年度 2019年度
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表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

230 23.2% 0 0.0% 121 29.2% 0 0.0% 80 28.6% 431 18.8%

検査DATA　採取した月

2021年9月 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% <0.01

2021年10月 78 64.5% 38 47.5% 116 57.7%

2021年11月 6 5.0% 16 20.0% 22 10.9%

2021年12月 29 24.0% 14 17.5% 43 21.4%

2022年1月 8 6.6% 12 15.0% 20 10.0%

合計 121 100.0% 80 100.0% 201 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 1 0.8% 1 1.3% 2 1.0% 0.21

陰性だった 120 99.2% 77 96.3% 197 98.0%

判定不能 0 0.0% 2 2.5% 2 1.0%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 121 100.0% 80 100.0% 201 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 2 1.7% 0 0.0% 2 1.0% <0.01

初めて陽性と知った 4 3.3% 12 15.0% 16 8.0%

陰性だった 101 83.5% 64 80.0% 165 82.1%

判定不能 3 2.5% 4 5.0% 7 3.5%

再罹患 11 9.1% 0 0.0% 11 5.5%

合計 121 100.0% 80 100.0% 201 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 3 2.5% 2 2.5% 5 2.5% 1.00

既読 118 97.5% 78 97.5% 196 97.5%

合計 121 100.0% 80 100.0% 201 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 94 40.9% 44 36.4% 35 43.8% 173 40.1% 0.65

30-39歳 73 31.7% 43 35.5% 28 35.0% 144 33.4%

40-49歳 40 17.4% 24 19.8% 13 16.3% 77 17.9%

50-59歳 19 8.3% 10 8.3% 4 5.0% 33 7.7%

60歳以上 4 1.7% 0 0.0% 0 0.0% 4 0.9%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 230 100.0% 121 100.0% 80 100.0% 431 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布

HaaTえひめ/BRIDGE

（中国・四国）
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表７ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

 

居住地

北海道 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0.20

東北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東京 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

南関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

甲信越 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北陸 1 0.4% 0 0.0% 1 2.3% 2 0.5%

東海 6 2.6% 1 0.8% 0 0.0% 7 1.8%

近畿 56 24.3% 34 28.1% 9 20.5% 99 25.1%

中国 79 34.3% 50 41.3% 17 38.6% 146 37.0%

四国 48 20.9% 23 19.0% 9 20.5% 80 20.3%

九州 32 13.9% 10 8.3% 6 13.6% 48 12.2%

沖縄 8 3.5% 3 2.5% 1 2.3% 12 3.0%

不明 0 0.0% 0 0.0% 1 2.3% 1 0.3%

合計 230 100.0% 121 100.0% 44 100.0% 395 100.0%

国籍

日本 219 95.2% 117 96.7% 336 95.7% 0.59

アジア 11 4.8% 4 3.3% 15 4.3%

欧米 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 35 40.2% 15 34.1% 50 38.2% 0.88

郊外住宅地 38 43.7% 23 52.3% 61 46.6%

農村地域・漁村地域 6 6.9% 3 6.8% 9 6.9%

山間部 5 5.7% 1 2.3% 6 4.6%

離島 1 1.1% 1 2.3% 2 1.5%

無回答 2 2.3% 1 2.3% 3 2.3%

合計 87 100.0% 44 100.0% 131 100.0%

性別

男性 229 99.6% 120 99.2% 79 98.8% 428 99.3% 0.38

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 0 0.0% 1 0.8% 0 0.0% 1 0.2%

その他 1 0.4% 0 0.0% 1 1.3% 2 0.5%

合計 230 100.0% 121 100.0% 80 100.0% 431 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 5 5.7% 0 0.0% 5 3.8% 0.09

いいえ 78 89.7% 44 100.0% 122 93.1%

無回答 4 4.6% 0 0.0% 4 3.1%

合計 87 100.0% 44 100.0% 131 100.0%

居住形態

独居 134 58.3% 68 56.2% 202 57.5% 0.73

同居 96 41.7% 53 43.8% 149 42.5%

定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表８ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO活動認知 

 
 

 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 121 52.6% 72 59.5% 193 55.0% 0.26

ない（今回が初めての検査） 109 47.4% 49 40.5% 158 45.0%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 63 27.4% 38 31.4% 101 28.8% 0.46

ない 167 72.6% 83 68.6% 250 71.2%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 23 10.0% 17 14.0% 40 11.4% 0.53

病院/クリニック 22 9.6% 12 9.9% 34 9.7% 0.65

郵送検査 22 9.6% 17 14.0% 39 11.1% 0.47

その他 6 2.6% 4 3.3% 10 2.8% 0.67

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 44 19.1% 22 18.2% 66 18.8% 0.89

ゲイイベント 2 0.9% 0 0.0% 2 0.6% 0.55

ゲイショップ 5 2.2% 5 4.1% 10 2.8% 0.32

有料のハッテン場 47 20.4% 29 24.0% 76 21.7% 0.50

野外のハッテン場 42 18.3% 13 10.7% 55 15.7% 0.09

いずれもない 127 55.2% 70 57.9% 197 56.1% 0.65

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 84 36.5% 38 31.4% 122 34.8% 0.35

Instagram 16 7.0% 7 5.8% 23 6.6% 0.82

VERO 17 7.4% 13 10.7% 30 8.5% 0.32

9monsters 212 92.2% 108 89.3% 320 91.2% 0.43

Men's Net Japan 26 11.3% 19 15.7% 45 12.8% 0.24

KO-MENSTV 28 12.2% 21 17.4% 49 14.0% 0.20

その他 19 8.3% 7 5.8% 26 7.4% 0.52

いずれもない 9 3.9% 8 6.6% 17 4.8% 0.30

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 218 94.8% 106 87.6% 324 92.3% 0.05

受け取ったけど、利用していない 2 0.9% 3 2.5% 5 1.4%

受け取って、利用した 10 4.3% 12 9.9% 22 6.3%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 18 7.8% 11 9.1% 29 8.3% 0.65

少し知っている 51 22.2% 33 27.3% 84 23.9%

あまり知らない 96 41.7% 48 39.7% 144 41.0%

全く知らない 65 28.3% 29 24.0% 94 26.8%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表９ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 200 87.0% 110 90.9% 310 88.3% 0.30

ない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 46 20.0% 30 24.8% 76 21.7% 0.38

友達やセクフレ 132 57.4% 77 63.6% 209 59.5% 0.42

その場限りの相手 126 54.8% 60 49.6% 186 53.0% 0.19

その他 1 0.4% 0 0.0% 1 0.3% 0.41

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 175 76.1% 97 80.2% 272 77.5% 0.54

ない 25 10.9% 13 10.7% 38 10.8%

過去6ヶ月間にない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 56 24.3% 30 24.8% 86 24.5% 0.54

ない 144 62.6% 80 66.1% 224 63.8%

過去6ヶ月間にない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 41 17.8% 19 15.7% 60 17.1% 0.43

ない 159 69.1% 91 75.2% 250 71.2%

過去6ヶ月間にない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 13 5.7% 7 5.8% 20 5.7% 0.55

ない 187 81.3% 103 85.1% 290 82.6%

過去6ヶ月間にない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 9 3.9% 3 2.5% 12 3.4% 0.40

ない 191 83.0% 107 88.4% 298 84.9%

過去6ヶ月間にない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 1 0.4% 1 0.8% 2 0.6% 0.50

ない 199 86.5% 109 90.1% 308 87.7%

過去6ヶ月間にない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 162 70.4% 94 77.7% 256 72.9% 0.33

常用 38 16.5% 16 13.2% 54 15.4%

過去6ヶ月間にない 30 13.0% 11 9.1% 41 11.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用
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表１０ 郵送検査キット配布方法と IDの利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

 
 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 47 20.4% 26 21.5% 73 20.8% 0.13

具体的には知らないが、聞いた 140 60.9% 62 51.2% 202 57.5%

まったく知らない 43 18.7% 33 27.3% 76 21.7%

合計 230 100.0% 121 100.0% 351 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 37 16.2% 31 25.6% 68 19.4% 0.05

服薬したい/どちらかといえば 192 83.8% 90 74.4% 282 80.6%

合計 229 100.0% 121 100.0% 350 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 219 95.6% 111 91.7% 330 94.3% 0.15

ある 10 4.4% 10 8.3% 20 5.7%

合計 229 100.0% 121 100.0% 350 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 29 12.6% 13 10.7% 42 12.0% 0.73

A型肝炎 1 0.4% 0 0.0% 1 0.3% 1.00

B型肝炎 15 6.5% 4 3.3% 19 5.4% 0.32

C型肝炎 0 0.0% 1 0.8% 1 0.3% 0.34

クラミジア 27 11.7% 11 9.1% 38 10.8% 0.59

尖圭コンジローマ 17 7.4% 7 5.8% 24 6.8% 0.66

淋病 18 7.8% 6 5.0% 24 6.8% 0.38

HIV感染症 1 0.4% 0 0.0% 1 0.3% 1.00

赤痢アメーバ 4 1.7% 0 0.0% 4 1.1% 0.30

毛じらみ 50 21.7% 23 19.0% 73 20.8% 0.58

性器ヘルペス 2 0.9% 1 0.8% 3 0.9% 1.00

その他 1 0.4% 1 0.8% 2 0.6% 1.00

いずれもない 125 54.3% 76 62.8% 201 57.3% 0.14

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 77 88.5% 40 90.9% 117 89.3% 0.60

インターネットで知った 5 5.7% 6 13.6% 11 8.4% 0.19

コミュニティセンターで知った 0 0.0% 2 4.5% 2 1.5% 0.08

ゲイバーで知った 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

友達から聞いた 4 4.6% 1 2.3% 5 3.8% 0.47

その他 2 2.3% 1 2.3% 3 2.3% 0.60

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 59 67.8% 28 63.6% 87 66.4% 0.84

どちらでもない 7 8.0% 5 11.4% 12 9.2%

難しかった 15 17.2% 9 20.5% 24 18.3%

無回答 6 6.9% 2 4.5% 8 6.1%

合計 87 100.0% 44 100.0% 131 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 86 98.9% 36 81.8% 122 93.1% <0.01

していない 0 0.0% 7 15.9% 7 5.3%

無回答 1 1.1% 1 2.3% 2 1.5%

合計 87 100.0% 44 100.0% 131 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

九州における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 

 

研究分担者：塩野徳史（大阪青山大学 健康科学部看護学科 准教授） 

研究協力者：舩石翔馬、灰来人（認定 NPO法人 魅惑的倶楽部/コミュニティセンターHACO） 

古賀康雅（博多区保健福祉センター） 

山本政弘、南留美、高濱宗一郎（九州医療センター） 

 

研究要旨 

   

総計 186 キットを配布した。実際にアンケートに回答したものは 217 名であり、有

効回答は 197 名であった。また実際に検体を郵送会社に郵送したものは 117名であっ

た。そのうち 95.8％が結果にログインしていた。HIV 陽性件数は 3 件（推定新規陽性

率 1.2%）、梅毒の陽性件数は 19件（既往歴も含む）（推定新規陽性率 3.6%）であった。

検体を郵送した 68 名のうち、83 名はアンケート結果との連結に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布かつ ID 連結の同意を得た 20 名におい

ては、30 歳未満が 50.0％を占めた。九州地域の居住者が 95.0％であった。これまで

の検査経験がなかったものの割合は 15.0％であった。過去 1 年の検査経験がなかっ

たものは全体のうち 30.0％であった。MSM対象の予防啓発やコミュニティセンターの

ことをあまり知らない人・全く知らない人の割合は 20.0％であった。 

WEB 配布かつ ID 連結の同意を得た 63 名においては、30 歳未満が 25.4％を占めた。

九州地域の居住者が 69.8％であった。これまでの検査経験がなかったものの割合は

30.2％であった。過去 1 年の検査経験がなかったものは全体のうち 58.7％であった。

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らない人・全く知らな

い人の割合は 52.4％であった。 

九州地域で、対面型と WEB での検査キットの配布を組み合わせて実施し予定数をす

べて配布した。2 年目の試みであったが、入念な広報や情報提供の準備を行い、対面

型では不安を軽減する工夫を行い、WEB 配布については特設サイトを開設し、必要な

情報提供を心掛け計画通りに実施できた。 

   

 

A.研究目的 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は

7 割以上減少となっている。この減少を埋める

ためにも新たな検査機会での補完が急務とな

った。 

九州地域では、自己採血の DBS 検体を送付し

スクリーニング検査を受けるゆうそう検査キ

ットをコミュニティセンターで対面と WEB で

配布した。特にコミュニティセンターの近隣以

外に居住する者や山口県も重要なターゲット

層であることから WEB 配布を本年度も導入し

た。MSM が利用しやすい HIV・梅毒の検査の選

択肢を増やし、期間集中で配布を実施し、検査

普及における有効性の評価を行うことを目的

とする。 

 

B.研究方法 

コミュニティセンターにおいて、本プロジェ

クトに関する説明事項を含むウェブサイトを

開設した。コミュニティセンターでの対面型配

布のみとした。公式ホームページ、公式

Twitter、HACO スタッフ個人 Twitter、コミュ

ニティセンター周辺のゲイ向け商業施設への

チラシ配布（ゲイバー、ハッテン場、ショップ

等の約 60 店舗）、スタッフの 9monsters（ゲイ

向けマッチングアプリ）アカウントで、ハウリ

ングという機能を使って、今すぐ会いたい

「HACO で郵送検査キットの無料配布を行った。
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アンケート回答後にお渡ししています」と投稿

した。 

検査キット受け取り希望者はコミュニティ

センターに直接来館し、その場でアンケートに

答えてもらい、アンケート回答後にコミュニテ

ィセンタースタッフが検査に関して説明をし

て、最後に受け渡す方法をとった。今回は WEB

配布も行うため、特設サイトでの説明の充実を

図った。特に九州・山口各県も対象視野に入れ、

各県の保健所の検査情報を掲載した。また、陽

性判明時に郵送検査会社が発行する病院への

紹介状が⼀部病院では無効となるため、熊本大

学医学部附属病院、佐賀大学医学部附属病院に

対応を依頼し、受け入れの承諾を得た。 

対面布時用のガイダンス資材を作成し、希望

者の細かな疑問等に対応した。また、コロナま

ん延時期でもあるため、検査希望者に配布後に

コロナ感染が判明した場合、連絡等の協力をお

願いした。 

なお、本研究は名古屋市立大学看護学部研究

倫理審査委員会に設置された倫理審査委員会

により承認を得た。 

 

C.研究結果 

1．郵送検査キットの配布日・概要 

対⾯は顔を⾒られるリスクとともにコロナ

まん延時期でもあり、伸びは鈍かった。WEB 配

布は、前期終了前に 100セットの予定数に達し

たため、11⽉5・6⽇に開催される九州レインボ

ー・プライドに合わせ 50 セット追加を依頼、

ツイキャス等でよびかけ全量の配布を終了し

た。 

実施⽇時については、対面では：前期（9⽉

18⽇〜10⽉3⽇）・後期（11⽉13⽇〜12⽉5⽇）、

WEB配布は（9⽉18⽇〜12⽉5⽇）であった。配

布数やアクセス数については、対⾯での配布

60⼈、WEB配布：150⼈であった。特設サイトの

アクセス数は 2,167PV であった。 

 

2．検体の送付状況とアンケートの結果 

総計 186 キットを配布した。実際にアンケー

トに回答したものは 217名であり、有効回答は

197名であった。また実際に検体を郵送会社に

郵送したものは 117 名であった。そのうち

95.8％が結果にログインしていた。 

HIV陽性件数は3件（推定新規陽性率 1.2%）、

梅毒の陽性件数は 19件（既往歴も含む）（推定

新規陽性率 3.6%）であった。検体を郵送した

68 名のうち、83 名はアンケート結果との連結

に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布

かつ ID連結の同意を得た 20名においては、30

歳未満が 50.0％を占めた。九州地域の居住者

が 95.0％であった。これまでの検査経験がな

かったものの割合は 15.0％であった。過去 1年

の検査経験がなかったものは全体のうち

30.0％であった。 

過去 6 ヶ月間の男性との性交経験は 95.0％

と高く、ハッテン場を利用した性交経験が

50.0％であった。3人以上の複数人での性交経

験も25.0％であった。また過去6ヶ月間のPrEP

の使用経験は 0.0％であった。コンドーム常用

割合は 15.0％であった。 

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンタ

ーのことをあまり知らない人・全く知らない人

の割合は 20.0％であった。 

 

表 1 郵送検査利用者の概要 

 
WEB配布かつ ID連結の同意を得た 63名にお

いては、30 歳未満が 25.4％を占めた。九州地

域の居住者が 69.8％であった。これまでの検

査経験がなかったものの割合は 30.2％であっ

た。過去 1年の検査経験がなかったものは全体

のうち 58.7％であった。 

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 115 ( 95.8% )

e 2 ( 1.7% )

f 3 ( 2.5% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.4 ( 1.2% )

g 4 ( 3.3% )

h 19 ( 16.4% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 4.2 ( 3.6% )

i 83 ( 69.2% )

ｊ 88 ( 73.3% )

ｋ 66 ( 55.0% )

64.5%

*重複感染（2名）

HACO

魅惑的倶楽部

福岡支部

福岡

36

186

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a)

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数 197

利用者数；郵送検査会社での受付数 120

150

配布総数
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過去 6 ヶ月間の男性との性交経験は 92.1％

と高く、ハッテン場を利用した性交経験が

68.3％であった。3人以上の複数人での性交経

験も17.5％であった。また過去6ヶ月間のPrEP

の使用経験は 3.2％であった。コンドーム常用

割合は 19.0％であった。 

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンタ

ーのことをあまり知らない人・全く知らない人

の割合は 52.4％であった。 

 

3．実施しての振り返り 

対⾯では希望者には丁寧な対応を⼼がけた

ことで HIV/AIDS やセーファーセックス、PrEP

などについて理解を深めることができたと感

じる。WEB 配布では予定数を早々に終了し、郵

送検査本来の利便性に需要があることが推測

できた。アンケートについては、だいたいの人

が 5 分前後で回答していた。 

説明・ガイダンスについては、経験豊富なス

タッフが対応し、説明中に受取希望者が来た場

合は若手スタッフが対応した。2人の説明に差

異がでないように、HACO でオリジナルの説明

資材を作成し、それを使用して説明した。 

相談については、昨年と同様に検査キット受

け渡し時の説明の際の質問や相談に関しては

別途 Q&A 形式でまとめ、すべてのスタッフが同

一クオリティで対応できるようにした。 

 

D.考察 

今年度も新型コロナウイルスの影響で、保健

所での HIV検査の提供件数が落ち込み、定期的

に保健所で検査を受けていた人が、検査キット

を受け取りに来ることがあった。また、保健所

やクリニックでの受検経験はあるが、郵送検査

は生涯初という受検者もいた。また WEB でも配

布を実施し、広範囲からの利用ニーズがあるこ

とが示された。このようなことから、郵送検査

キットの無料配布キャンペーンは多くの MSM

に対して新たな検査機会の提供になったので

はないかと考えられる。 

福岡コミュニティセンターHACO では、郵送

検査キットの配布方法は、昨年は対面による受

け渡しのみであったが、今年度は WEB配布も実

施した。受検者と直接接することで、検査方法

を詳細に伝えることができ、問い合わせに対し

てもその場で答えることで、受検者に対して安

心感を与えることができる点が対面の強みで

ある。一方 WEB型配布は福岡市以外や山口県の

利用ニーズがある層にも届くことができる強

みがある。 

 

E.結論 

九州地域で、対面型と WEB での検査キットの

配布を組み合わせて実施し予定数をすべて配

布した。2 年目の試みであったが、入念な広報

や情報提供の準備を行い、対面型では不安を軽

減する工夫を行い、WEB配布については特設サ

イトを開設し、必要な情報提供を心掛け計画通

りに実施できた。 
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表２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

HACO/HACO（福岡） 114 11.5% 20 3.9% 63 15.2% 2 2.0% 35 12.5% 234 10.2%

検査DATA　採取した月

2021年9月 7 35.0% 15 23.8% 9 25.7% 31 26.3% 0.01

2021年10月 5 25.0% 25 39.7% 4 11.4% 34 28.8%

2021年11月 6 30.0% 11 17.5% 6 17.1% 23 19.5%

2021年12月 1 5.0% 8 12.7% 6 17.1% 15 12.7%

2022年1月 1 5.0% 4 6.3% 10 28.6% 15 12.7%

合計 20 100.0% 63 100.0% 35 100.0% 118 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 0 0.0% 1 1.6% 1 2.9% 2 1.7% 0.86

陰性だった 20 100.0% 61 96.8% 33 94.3% 114 96.6%

判定不能 0 0.0% 1 1.6% 1 2.9% 2 1.7%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 20 100.0% 63 100.0% 35 100.0% 118 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0% 1 0.8% 0.21

初めて陽性と知った 1 5.0% 2 3.2% 4 11.4% 7 5.9%

陰性だった 15 75.0% 51 81.0% 30 85.7% 96 81.4%

判定不能 0 0.0% 3 4.8% 1 2.9% 4 3.4%

再罹患 4 20.0% 6 9.5% 0 0.0% 10 8.5%

合計 20 100.0% 63 100.0% 35 100.0% 118 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 2 10.0% 1 1.6% 1 2.9% 4 3.4% 0.19

既読 18 90.0% 62 98.4% 34 97.1% 114 96.6%

合計 20 100.0% 63 100.0% 35 100.0% 118 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 42 36.8% 10 50.0% 16 25.4% 10 28.6% 78 33.6% 0.53

30-39歳 42 36.8% 5 25.0% 29 46.0% 16 45.7% 92 39.7%

40-49歳 17 14.9% 3 15.0% 14 22.2% 4 11.4% 38 16.4%

50-59歳 12 10.5% 2 10.0% 4 6.3% 4 11.4% 22 9.5%

60歳以上 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.9% 2 0.9%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 35 100.0% 232 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

 

居住地

北海道 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% <0.01

東北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北関東 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

東京 6 5.3% 0 0.0% 5 7.9% 3 15.0% 14 6.5%

南関東 3 2.6% 0 0.0% 5 7.9% 0 0.0% 8 3.7%

甲信越 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北陸 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 0 0.0% 1 0.5%

東海 2 1.8% 0 0.0% 3 4.8% 0 0.0% 5 2.3%

近畿 5 4.4% 0 0.0% 2 3.2% 1 5.0% 8 3.7%

中国 4 3.5% 1 5.0% 1 1.6% 1 5.0% 7 3.2%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州 90 78.9% 19 95.0% 44 69.8% 12 60.0% 165 76.0%

沖縄 3 2.6% 0 0.0% 2 3.2% 0 0.0% 5 2.3%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 15.0% 3 1.4%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 20 100.0% 217 100.0%

国籍

日本 113 99.1% 19 95.0% 63 100.0% 195 99.0% 0.05

アジア 0 0.0% 1 5.0% 0 0.0% 1 0.5%

欧米 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 4 26.7% 19 37.3% 11 55.0% 34 39.5% 0.17

郊外住宅地 10 66.7% 27 52.9% 5 25.0% 42 48.8%

農村地域・漁村地域 1 6.7% 2 3.9% 0 0.0% 3 3.5%

山間部 0 0.0% 1 2.0% 1 5.0% 2 2.3%

離島 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 0 0.0% 2 3.9% 3 15.0% 5 5.8%

合計 15 100.0% 51 100.0% 20 100.0% 86 100.0%

性別

男性 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 35 100.0% 232 100.0%

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 35 100.0% 232 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 1 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.2% 0.06

いいえ 14 93.3% 49 96.1% 17 85.0% 80 93.0%

無回答 0 0.0% 2 3.9% 3 15.0% 5 5.8%

合計 15 100.0% 51 100.0% 20 100.0% 86 100.0%

居住形態

独居 62 54.4% 10 50.0% 37 58.7% 109 55.3% 0.87

同居 51 44.7% 10 50.0% 26 41.3% 87 44.2%

定住先はない 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO活動認知 

 
 

 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 77 67.5% 17 85.0% 44 69.8% 138 70.1% 0.29

ない（今回が初めての検査） 37 32.5% 3 15.0% 19 30.2% 59 29.9%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 34 29.8% 14 70.0% 26 41.3% 74 37.6% <0.01

ない 80 70.2% 6 30.0% 37 58.7% 123 62.4%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 15 13.2% 4 20.0% 11 17.5% 30 15.2% 0.03

病院/クリニック 3 2.6% 0 0.0% 2 3.2% 5 2.5% 0.02

郵送検査 18 15.8% 12 60.0% 14 22.2% 44 22.3% <0.01

その他 6 5.3% 1 5.0% 0 0.0% 7 3.6% <0.01

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 25 21.9% 8 40.0% 15 23.8% 48 24.4% 0.22

ゲイイベント 1 0.9% 1 5.0% 2 3.2% 4 2.0% 0.36

ゲイショップ 4 3.5% 1 5.0% 0 0.0% 5 2.5% 0.28

有料のハッテン場 28 24.6% 10 50.0% 15 23.8% 53 26.9% 0.05

野外のハッテン場 20 17.5% 5 25.0% 3 4.8% 28 14.2% 0.02

いずれもない 61 53.5% 4 20.0% 38 60.3% 103 52.3% <0.01

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 51 44.7% 14 70.0% 29 46.0% 94 47.7% 0.11

Instagram 9 7.9% 3 15.0% 5 7.9% 17 8.6% 0.56

VERO 17 14.9% 2 10.0% 12 19.0% 31 15.7% 0.58

9monsters 92 80.7% 14 70.0% 52 82.5% 158 80.2% 0.46

Men's Net Japan 7 6.1% 1 5.0% 4 6.3% 12 6.1% 0.98

KO-MENSTV 2 1.8% 2 10.0% 0 0.0% 4 2.0% 0.02

その他 9 7.9% 2 10.0% 1 1.6% 12 6.1% 0.18

いずれもない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7% 0.38

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 105 92.1% 8 40.0% 54 85.7% 167 84.8% <0.01

受け取ったけど、利用していない 2 1.8% 0 0.0% 1 1.6% 3 1.5%

受け取って、利用した 7 6.1% 12 60.0% 8 12.7% 27 13.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 10 8.8% 9 45.0% 6 9.5% 25 12.7% <0.01

少し知っている 40 35.1% 7 35.0% 24 38.1% 71 36.0%

あまり知らない 47 41.2% 2 10.0% 25 39.7% 74 37.6%

全く知らない 17 14.9% 2 10.0% 8 12.7% 27 13.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 99 86.8% 19 95.0% 58 92.1% 176 89.3% 0.38

ない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 23 20.2% 3 15.0% 16 25.4% 42 21.3% 0.54

友達やセクフレ 68 59.6% 15 75.0% 44 69.8% 127 64.5% 0.50

その場限りの相手 57 50.0% 11 55.0% 25 39.7% 93 47.2% 0.26

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 80 70.2% 16 80.0% 45 71.4% 141 71.6% 0.66

ない 19 16.7% 3 15.0% 13 20.6% 35 17.8%

過去6ヶ月間にない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 32 28.1% 10 50.0% 15 23.8% 57 28.9% 0.14

ない 67 58.8% 9 45.0% 43 68.3% 119 60.4%

過去6ヶ月間にない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 22 19.3% 5 25.0% 11 17.5% 38 19.3% 0.65

ない 77 67.5% 14 70.0% 47 74.6% 138 70.1%

過去6ヶ月間にない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 6 5.3% 0 0.0% 2 3.2% 8 4.1% 0.47

ない 93 81.6% 19 95.0% 56 88.9% 168 85.3%

過去6ヶ月間にない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 3 2.6% 0 0.0% 2 3.2% 5 2.5% 0.63

ない 96 84.2% 19 95.0% 56 88.9% 171 86.8%

過去6ヶ月間にない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 2 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.0% 0.48

ない 97 85.1% 19 95.0% 58 92.1% 174 88.3%

過去6ヶ月間にない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 78 68.4% 16 80.0% 46 73.0% 140 71.1% 0.70

常用 21 18.4% 3 15.0% 12 19.0% 36 18.3%

過去6ヶ月間にない 15 13.2% 1 5.0% 5 7.9% 21 10.7%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

 
 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 27 23.7% 4 20.0% 15 23.8% 46 23.4% 1.00

具体的には知らないが、聞いた 72 63.2% 13 65.0% 40 63.5% 125 63.5%

まったく知らない 15 13.2% 3 15.0% 8 12.7% 26 13.2%

合計 114 100.0% 20 100.0% 63 100.0% 197 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 25 21.9% 3 15.8% 13 20.6% 41 20.9% 0.83

服薬したい/どちらかといえば 89 78.1% 16 84.2% 50 79.4% 155 79.1%

合計 114 100.0% 19 100.0% 63 100.0% 196 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 105 92.1% 19 100.0% 61 96.8% 185 94.4% 0.23

ある 9 7.9% 0 0.0% 2 3.2% 11 5.6%

合計 114 100.0% 19 100.0% 63 100.0% 196 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 11 9.6% 4 20.0% 7 11.1% 22 11.2% 0.40

A型肝炎 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 0.69

B型肝炎 5 4.4% 0 0.0% 2 3.2% 7 3.6% 0.61

C型肝炎 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

クラミジア 13 11.4% 0 0.0% 6 9.5% 19 9.6% 0.28

尖圭コンジローマ 6 5.3% 3 15.0% 6 9.5% 15 7.6% 0.25

淋病 7 6.1% 0 0.0% 6 9.5% 13 6.6% 0.31

HIV感染症 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

赤痢アメーバ 0 0.0% 0 0.0% 1 1.6% 1 0.5% 0.34

毛じらみ 21 18.4% 3 15.0% 16 25.4% 40 20.3% 0.45

性器ヘルペス 3 2.6% 0 0.0% 1 1.6% 4 2.0% 0.71

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

いずれもない 68 59.6% 14 70.0% 32 50.8% 114 57.9% 0.27

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 0 0.0% 29 56.9% 6 30.0% 35 40.7% <0.01

インターネットで知った 2 13.3% 7 13.7% 7 35.0% 16 18.6% 0.02

コミュニティセンターで知った 11 73.3% 5 9.8% 2 10.0% 18 20.9% <0.01

ゲイバーで知った 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

友達から聞いた 1 6.7% 5 9.8% 2 10.0% 8 9.3% 0.16

その他 1 6.7% 5 9.8% 0 0.0% 6 7.0% 0.09

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 9 60.0% 29 56.9% 13 65.0% 51 59.3% 0.45

どちらでもない 4 26.7% 9 17.6% 2 10.0% 15 17.4%

難しかった 2 13.3% 12 23.5% 3 15.0% 17 19.8%

無回答 0 0.0% 1 2.0% 2 10.0% 3 3.5%

合計 15 100.0% 51 100.0% 20 100.0% 86 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 15 100.0% 50 98.0% 13 65.0% 78 90.7% <0.01

していない 0 0.0% 0 0.0% 2 10.0% 2 2.3%

無回答 0 0.0% 1 2.0% 5 25.0% 6 7.0%

合計 15 100.0% 51 100.0% 20 100.0% 86 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

沖縄における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 -Ⅰ 

 

研究分担者：健山正男（琉球大学大学院 感染症・呼吸器・消化器内科学） 

研究協力者：新里尚美（沖縄県感染症診療ネットワーク・コーディネーター） 

仲村秀太、藤田次郎（琉球大学大学院 感染症・呼吸器・消化器内科学） 

宮城京子、前田サオリ（琉球大学病院・看護部） 

玉城祐貴（nankr沖縄） 

 

研究要旨 

  研究Ⅰ クリニック検査の促進に関する研究 

目的：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のアウトブレイクにより、沖縄県内で

は保健所における HIV 検査数は、2021年 1月～6 月の期間中は 0件であった。そこで

保健所の代替として民間医療機関にて HIV・梅毒検査を提供するために必要な要因を

調査した。 

対象：HIV・梅毒検査を希望し、かつ男性と性行為を行う男性（Men who have sex with 

men、以下 MSM）と自認する者で匿名アンケート調査に同意した者。対象期間：2022 年

1 月 4 日～1月 31 日（受付期間 2021年 12月 1 日～2022 年 1 月 31 日）、対象施設：沖

縄県内の 5 医療機関。方法：本研究のエントリー基準を満たした者に HIV・梅毒検査

を 1,000 円で受検できる ID 番号を付与したクーポン券を発行した。 

令和 3年度は、前年度と異なり本事業の専用予約サイトを立ち上げ、サイト内でア

ンケート回答をした者へ ID 番号発行し、その後の予約、検査、結果すべてを ID番号

で行う匿名性が担保された検査を実施した。広報は検査実施期間の 1 か月前より、ゲ

イ向けアプリを主軸に、SNS、沖縄県ホームページ、nank 沖縄のホームページ及び、

県内新聞社の取材を通じて広報した。 

結果：募集枠 80人に対して、78人の応募があり、最終的には 26 人が受検した。アン

ケート回収率は 97.5％（78/80）であった。99%が日本人で、58％が那覇市以南の居住

者であった。初回検査歴は 26％であるが、既検査歴者でも 2 年以上経過した者は 39％

であった。過去 6カ月間に 2 人以上の複数のパートナーとセックス歴の有る者は 72％

であった。PrEP（プレップ）経験者は 12％であった。スクリーニング検査結果は HIV

陽性１件、梅毒は 0件であった。 

考察：COVID-19 の影響もあり、予約に占める実受検者の割合は、前年度の 78％から

大幅に低下した。これは COVID-19 患者数が全国 1 蔓延し、自粛が強化されたことが

原因と考えられる。PrEP 経験有無は、有りが 12％と予想外に県内でも 1 割強が実施

している実態が明らかとなり、今後は医療機関における PrEP 実施者に対する外来診

療の受け入れ体制も必要となると予想された。キャンペーン告知初期から予約枠が速

やかに埋まった理由として、保健所での HIV 検査が中止、縮小されても、強い HIV 検

査のニーズがあったことが示唆する。また専用サイトで時間、場所に関係なく匿名性

を保った形での ID 取得ができることが要因として考えられた。 

 

 

研究Ⅰ：クリニック検査の促進に関する研究 

 

A.研究目的と背景 

COVID-19 の影響により、全国の保健所にお

ける HIV 検査数は、72％減少したことが報告さ

れている。県内も 2021 年 1 月～6月は、0件と

全国最低であった。しかしながら、全国の HIV

報告数の減少とは異なり、県内では 2021 年に

おける HIV/AIDS 患者数は過去 35 年間で４位

をしめるまでに増加していた。このことから、

HIV検査の中止、縮小が続く沖縄県内の保健所

に代わり、民間医療機関等を活用した HIV検査

の提供体制を整備することは喫緊の課題であ

った。そこで、HIV感染者の 97％を占める MSM
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を対象とし、匿名性を担保した上でアンケート

を実施、収集、解析することにより、保健所代

替機関として、民間医療機関がなり得るための

必要な要因を調査することを目的とした。 

 

B.研究方法 

沖縄県内の 5 カ所の病院・クリニックにおい

て、MSM を対象とした性病検査（HIV、梅毒）を

行った。研究対象者の募集は、専用サイト、ゲ

イ向けアプリ、SNS 等を用いた。 

受検希望者は専用サイトにアクセスし、匿名

アンケート回答後に自動返信メールにて ID 番

号を取得させた。 

冒頭に研究の説明とエントリー基準を設け

基準は下記のように設定した。 

① 18歳以上の者 

② MSMを自認する者 

③ 研究期間中に性感染症検査を希望する者 

④ アンケート回答、提出に同意できる者 

これらを満たした者にクリニック・病院の予

約、受付時に必要となる ID 番号発行し、検査

日には ID 番号を提示し、研究対象者は 1,000

円で性病検査を受けることができるとした。残

りの検査費用は本研究費で支弁した。 

 

C.研究結果 

1,アンケート結果 

Q１.受検者の年代（ｎ=78）(図 1) 

40代が 29 人(37％)ともっとも高く、次いで

20 代 24 人(31％)、30 代 17 人(22％)、50 代 6

人(8％)、10 代 2人(2％)であった。 

 
図 1 受検者の年代割合 

 

Q２.自認する性別（ｎ=78） 

 男性：78人（100％) 

 

Q３.国籍（ｎ=78） 

 日本：77人(99％) 

その他：1 人(1％) 

Q４．居住地（ｎ=78） 

那覇市が 47％と最も多く、那覇市以南の地

域とあわせると 72％が那覇市・南部地域であ

った。選択肢には本島北部、離島も含めたが、

希望者はいなかった。 

表 1 受検者の居住地 

那覇市 37（47％） 

浦添市 4（1％） 

糸満市 6（8％） 

南城市 2（3％） 

それ以外の沖縄県内の

南部地域 

10（13％） 

宜野湾市 6（8％） 

沖縄市 8（10％） 

うるま市 1（1％） 

それ以外の沖縄県内の

中部地域 

3（4％） 

その他 1（1％） 

 

表 2 居住地と希望医療機関の相関 

(横軸の A～E は医療機関、()内に医療機関が

位置する地域を表している。A（南部）、B(中部)、

C(那覇市)、D(南部)、E(中部)。 

縦軸で受検希望者の居住地を示している。) 

 A B C D E 

那覇市   32 5  

浦添市

(南部) 
3  1   

糸満市

(南部) 
1  4 1  

南城市

(南部) 
   2  

それ以外

の沖縄県

内の南部

地域 

3 1 3 3  

宜野湾市 

(中部) 
1  1 2 2 

沖縄市

(中部) 
2 1 1 1 3 

うるま市

(中部) 
1     

それ以外

の沖縄県

内の中部

地域 

1   2  

その他   1   

2, 

2%

24, 

31%

17, 

22%

29, 

37%

6, 

8%

10代 20代 30代 40代 50代



3 

 

居住地と希望する医療機関には有意に関連

を認めた。（P < 0.001）） 

 

Q5．希望医療機関を選択した理由(ｎ=28)  

(図 2) 

「生活圏から徒歩圏内」、「対応している曜日

が幅広い」と回答した者が 6名で最も多く、次

いで「公共交通機関が整っている」が 5 名だっ

た。(有効回答数 28) 

（検査キャンペーン募集期間（2022 年 1 月 5

日～29日）、希望医療機関を選択した理由に関

する設問を追加） 

 
図 2 希望医療機関を選択した理由 

 

Q6. HIV 検査歴（ｎ=78）(図 3) 

有：58人（74％）、無：20 人（26％）。 

検査経験有りは、10 代(0％)、20 代(67%)、

30 代(71%)、40 代(83%)、50 代(83%)と年代が

高くなるにつれ、検査経験が有ると回答する割

合が高かった。 

 
  図 3 年代別 HIV 検査経験の有無 

   

Q7.最近 HIV 検査を受けた時期（ｎ=78） 

(図 4) 

今回初めて：20人（26％） 

過去 1年間の間：28人（36％） 

過去 1～2 年間の間：17 人（22％） 

過去 3年以上：13 人（17％） 

 
図 4 年代別 HIV検査受検時期 

 

Q8. PrEP（プレップ）経験の有無（ｎ=78） 

  (図 5) 

有：9 人(12％)、無：69人(88％)と 1割強経

験があった。 

 
図 5 年代別 PrEP 経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

16

12

24

5
2

8
5 5

1

0

5

10

15

20

25

30

10代 20代 30代 40代 50代

有 無

2
8

5 4
1

10

5
11

2

6

4

4

3

0

3

10

0

0

5

10

15

20

25

30

35

10代 20代 30代 40代 50代

今回初めて 過去1年の間

過去１～２年の間 過去3年以上前

0
2

1

4
22

22

16

25

4

0

5

10

15

20

25

30

10代 20代 30代 40代 50代

ある ない



4 

 

Q9.Ｕ=Ｕの認知度について（ｎ=78）（図 6） 

 知っている：40 人(51％)、知らない：38 人

(49％)であった。 

 
 図 6 年代別 U=U認知度 

 

Q10.セックスの経験（ｎ=78） 

 有：78 人(100％)であった。 

 

Q11.セックスの相手の性別（ｎ=78）（図 7） 

 女性のみという回答はなく、男性のみ：49

人(63％)、両方：29人(37％)であった。年代

が高くなるにつれ、男女両方がセックスの相

手と回答したものが多かった。 

図 7 年代別セックスの性別 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ12．過去 6 か月間に相手にお金を払っての

セックスの有無(ｎ=78) (図 8) 

 有：5 人(6％)、無：73人(94％)だった。 

 
図 8 年代別過去 6 か月間でお金を支払った 

セックス歴 

 

Q13.過去 6 カ月間に相手にお金をもらっての 

セックスの有無(ｎ=78) (図 9) 

 有：1 人（1％)、無：77 人(99％)だった。 

 
図 9 年代別過去 6か月間に金銭を受け取った

セックス歴 
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Q14.過去 6 カ月間に 2 人以上の複数のパート

ナーとセックスの有無(ｎ=78) (図 10) 

有：56人(72％)、無：22人（28％)だった。 

図 10 年代別複数のパートナーとの 

セックス経験 

 

Q15.過去 6 カ月間のセックスのときにドラッ

グ（ラッシュ、ゴメオ、MDMA、大麻、覚せい

剤、脱法ドラッグ）の使用経験 

 無：78 人(100％)であった。 

 

Q16.性感染症の既往歴(複数回答) (図 11) 

無：55人(71％)と最も高かった。次いで、梅

毒 14 人(18％)、クラミジア感染症 5 人(6％)、

その他性感染症：5 人(6％)であった。 

 
図 11 年代別性感染症罹患歴 

 

 

 

Q17.検査情報得るために以下のホームページ

を見たことがありますか？(複数回答) 

HIV 検査相談マップ：25 人、沖縄県ホームペ

ージ：25 人、コミュニティセンターmabui：19

人、那覇市ホームページ ：17人、nankr沖縄

ホームページ：17人、ニュースペーパーnankr：

1 人であった。 

年代別での大きな違いはみられなかったが、

HIV検査相談マップ、沖縄県ホームページは全

ての年代でみたことがあると回答があった。 

 

2,専用サイト解析 

1)サイトアクセスと ID 取得時間 

図 12 は、専用サイトへのアクセス、ID 取得

の時間帯を示したものである。 

サイトアクセスを解析すると、赤枠で示した

17時以降から 2時までの時間帯に 53人(68％)

が ID 取得を行っていた。これは現在、県保健

所が行っている受付時間帯とは合致しない。 

 
 図 12 サイトアクセスと ID 取得時間帯 

 

2)ID 取得と広報媒体の関連 

 
 図 13 ID取得と広報媒体の関連 

図 13 は、専用サイトからの ID 取得を 1 日単

位で示したものである。一般公開から 5 日で予
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約枠 50件に達した。 

2021 年 12 月 5 日～12 月 10 日(A 群)は、ゲ

イ向けアプリへのバナー広告及び Twitter、沖

縄県ホームページ、nankr 沖縄ホームページで

告知を実施。開始 5 日で予約数 50 件(10 件/

日) となった。12 月 10日にゲイ向けアプリバ

ナー広告を停止し、2022 年 1 月 5 日～1 月 27

日（B群）は、Twitter、沖縄県ホームページ、

nankr 沖縄ホームページで広報した結果であ

る。後半(B 群)の予約数は 28 件(2.3 件/日)だ

った。 

 

3) ID取得時期と実検査 

図 14 は、A 群(2021 年 12 月 5 日～10 日)、B

群(2022 年 1 月 5 日～27 日)の ID 取得と実検

査に繋がった割合を示したものである。 

A 群は ID 取得数 50 件のうち 24 件、B 群は

ID 取得 30 件のうち 4 件が実検査へ繋がった。 

 
図 14 ID取得期間 A群、B群と実検査 

 

D.考察 

1) 希望医療機関と居住地の関係性： 

表 1，表 2 に示したように、検査希望者数が

最も多かった那覇市居住と回答した 37 名のう

ち 32 名(86％)が那覇市内の医療機関を希望し

ており、その他の中南部地域居住者でも同様の

傾向が見られ、検査希望者の多くが希望医療機

関の近隣に居住していた。（希望する医療機関

と居住地は有意な関連を認めた（P < 0.001）） 

令和 2年の同調査では、居住地と希望医療機関

で乖離がみられたが、今回は匿名性が担保され

ていたことが影響しているのではないかと推

察される。 

また、検査キャンペーン募集期間後半に追加

した設問（希望医療機関を選択した理由）では、

28 名の回答者のうち、生活圏から徒歩圏内で

ある、対応している曜日が幅広い、との回答が

同数 6名で最も多く、次いで、公共交通機関が

整って便利との回答が 5名確認できた。(図 2) 

今後、検査機会を提供にあたり匿名性、地域、

受検希望者が選択できる曜日、公共交通機関が

ある環境は考慮すべき点であるといえる。 

 

2）PrEP について 

PrEP 経験の有無をアンケート項目に加え、

県内でも 1 割強が実施している実態が明らか

となり医療機関における PrEP 実施者に対する

外来診療の受け入れ体制も必要となると予想

された。(図 5) 

 

3) 複数のパートナーとのセックス 

これまでの同調査では、経験無しが約 7 割を

示していたが、今回の調査では逆転しており、

図 10 で示したとおり、各年代で半数以上が経

験有りと回答し、全体では、56人（72％）の高

値を示した。複数の相手との性行為は、性行動

が活発であり、性感染症罹患のリスクが高まる

ことが示唆されることから今後の性感染症へ

の感染状況などを注視していく必要があると

思われる。 

 

4）性感染症既往歴 

図 11 のとおり、3 割が何らかの性感染症の

罹患歴があった。また希望する検査項目では、

HIV検査単体よりも HIVと梅毒のセットで検査

を希望する者が、半数以上であった。このこと

から受検者は梅毒への関心が高いため、HIV 検

査へ誘導するには、同一感染経路である梅毒等

の性感染症検査をセットにすることが受検者

の検査意欲を高め、ハイリスク層の HIV の早期

診断に繋がると思われる。今後も梅毒とセット

での検査提供は重要であると考えられた。 

 

5）HIV検査情報取得方法 

令和 2年度の調査では、沖縄県ホームページ

は 11％と最も低かったが、今回の調査では、全

年代で沖縄県ホームページからの情報取得を

示しており、HIV検査相談マップ、沖縄県ホー

ムページがともに 32％であった。情報を得る

手段として、行政関連のホームページが選択さ

れている要因としては、新型コロナウイルスの

影響により、保健所での HIV検査に関する休止

などの最新情報が発信されていることや HIV

検査可能な医療機関を紹介していることが影

響していると思われる。 

 

6）専用サイトの解析： 

図 12 に示したように、県保健所が行ってい

る受付時間帯(9 時～17 時)にアクセスがあっ

たのは、16件（20％）、日勤帯を外れた時間帯

(17 時～2 時)にアクセスが多く、68％を占め、

13％

40％

0 10 20 30

後半(B群)

前半(A群)
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サイトアクセス時間と従来の電話による保健

所の予約時間帯には大きな乖離を認めた。 

また、保健所が提供している電話による受付方

法は、受付側（保健所）に最低一名電話応対す

る人員が必要となり、受付側と受検希望者双方

のタイミングが合致しなければ、予約に繋がら

ず、ニーズ把握もできないといった課題がある。

それに比べ、WEB システムは、発信者（受験希

望者）のタイミングで接続ができ、口頭での疎

通が無いため、周囲に気づかれることなく、プ

ライバシーが保てるといった利点がある。また

実際の受検に繋がらない場合でもアナリティ

クス（ユーザー層・時間帯・サイト遷移・広告

効果や成果など、幅広いデータの分析ツール）

を設定することで解析ができ、ニーズ把握など

が可能であった。 

今後、ハイリスク層を検査へ繋げるためには、

受検希望者の希望する時間と環境を設定すべ

きであり、その点から WEB システムは、優れた

方法であり、有用な手段であると考えられた。 

 

7）匿名性の意義： 

図 13 で示した ID 取得数では、募集開始から

5 日で 50 枠がうまった（10/日）。令和 2 年度

は、募集期間を延長、再延長を行い、その間、

広報媒体を追加し、1か月（検査キャンペーン

終了前日まで）募集をかけ、50枠に対し、最終

的に 46名応募であった(3.5/日)。 

考察 1)で述べた居住地と希望医療機関に有

意な関連を認める点も含め、性病検査において

匿名性を担保することは検査意欲、行動を高め

るために重要であると推察する。次年度は匿名

性の評価についてのアンケートが必要である

と考えられた。 

 

8）広報媒体： 

図 13 で示した A 群、B 群の予約数を比較す

るとゲイ向けアプリの効果によるものにみえ

る。しかしながら、図 14 でも示したように、

募集開始前半（A 群)の時期に ID 取得を行い、

実検査に繋がった者は、B 群の 13％であるのに

対し、40％と高く、このことから前半（A 群）

に ID 取得を行った者は受検意欲が高かったと

推察された。 

その他 Twitterによる告知は、ゲイバー等が

リツイートしたことや「＃」をつけることで、

誘導されたケースもあり、MSM コミュニティー

の中で情報がつながっていると思われ、検査キ

ャンペーン関連ツイートは通常の 10 倍を超え

る閲覧があった。SNS は広報媒体の一つとして

有効であり、どのワードに「＃」をつけるかに

よって、拡散効果にも影響があると推察する。 

 

E.結論 

① 従来、保健所が提供している受付法及び検

査予約時間等は受検者のニーズと合致し

てないことが把握できた。 

② WEBシステムは匿名性の担保、予約受付時

間帯が受検希望者のタイミングでアクセ

スできること等から受検希望者のニーズ

と合致し、予約件数の伸びに繋がった。 

③ 新型コロナウイルスアウトブレイク期間

中においても複数との性行為頻度、性活動

度が高まっていた。 

④ 匿名性を担保したことは、受検希望者の居

住地と希望検査機関に強い相関を認め、ク

リニック検査の開拓において重要な情報

となった。 

⑤ 今回、得られた結果を踏まえて、WEBシス

テムの利便性を生かし保健所に替わりう

る民間医療機関を活用した検査システム

を構築したい。 

 

倫理審査 

本研究は琉球大学「人を対象とする医学系系

研究倫理審査委員会」より承認された(2022 年

1 月-)学内研第 459 号 

 

文献 

1）厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策

研究事業「MSMに対する有効な HIV 検査提供

とハイリスク層への介入に関する研究」令和

2 年総括・分担研究報告書 

2) 厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策

研究事業「MSMにおける予防啓発活動手法の

確立及び PDCA サイクル構築のための研究」 

平成 30年度～令和 2年度総合研究報告書 

 

F.研究発表 

1.論文発表 

1) Nanako Oshiro1 KK, Shoji Tsuneyoshi3, 

Masao Tateyama4, Ryo Zamami2, Hitoshi 

Uehara5,Jiro Fujita4 and Yusuke 

Ohya :Changes in serum concentration 

of rilpivirine in an HIV-infected 

patient treated with a combination 

therapy of hemodialysis and 

peritoneal dialysis. Renal 

Replacement Therapy.6. 33.2020. 

2) Nakamura H, Tateyama M, Tasato D, et 

al.:Human immunodeficiency virus-

associated pulmonary sarcoidosis in a 
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Japanese man as a manifestation of 

immune reconstitution inflammatory 
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3) Kaneko N, Shiono S, Hill AO, et 

al.:Correlates of lifetime and past 

one-year HIV-testing experience among 

men who have sex with men in Japan. 

AIDS care.1-8. 2020. 

 

2.学会発表 

1） 健山正男：スポンサードセミナー 11「HIV 

の早期診断・早期治療における新たな課題

と目標」 1．HIV 早期診断のポイントと 

HIV 検査拡充の重要性、第 95 回日本感染

症学会学術講演会、2021．P270. 

2） 仲 村 秀 太 ： EACS LIVE! Case-based 

discussion，第 35 回日本エイズ学会学術

集会・総会 WEB2021 

3） 新里尚美：医療機関における HIV検査に関

する調査からみえてくるもの，第 35 回日

本エイズ学会学術集会・総会 WEB2021 

4） 前田サオリ：意識障害を起こした HIV陽患

者の自立支援医療制度を代理申請し、ART

導入に至った事例,第 35 回日本エイズ学

会学術集会・総会 WEB2021 

5） 石郷岡美穂：薬害 HIV 感染患者への就労支

援～ソーシャルワーカーの立場から～第

35 回日本エイズ学会学術集会・総会

WEB2021 

6） 辺士名由美子：薬害 HIV感染患者への就労

支援～心理士の立場から～,第 35 回日本

エイズ学会学術集会・総会 WEB2021 

 

G.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 
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厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究 

総括・分担 研究報告書 

 

沖縄における MSM に対する検査提供と介入の効果評価 -Ⅱ 

 

研究分担者：健山正男（琉球大学大学院 感染症・呼吸器・消化器内科学） 

研究協力者：新里尚美（沖縄県感染症診療ネットワーク・コーディネーター） 

仲村秀太、藤田次郎（琉球大学大学院 感染症・呼吸器・消化器内科学） 

宮城京子、前田サオリ（琉球大学病院・看護部） 

玉城祐貴（nankr沖縄） 

 

研究要旨 

  研究Ⅱ 郵送検査の促進に関する研究 

総計 148 キットを配布した。アンケートに回答したものは 130名であった。また実

際に検体を郵送会社に郵送したものは 117 名(79.1％）であった。そのうち 92.3％が

結果にログインしていた。HIV 陽性件数は 2 件、梅毒の陽性件数は 23 件（既感染も含

む）であった。 

HIV陽性件数は 2件、梅毒の陽性件数は 23件（既感染も含む）であった。検体を郵

送した 117名のうち、29名はアンケート結果との連結に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布かつ ID 連結の同意を得た 38 名におい

ては、30 歳未満が 23.7％を占め、沖縄県の居住者が 92.1％であった。生涯初の検査

経験割合は 18.4％であった。過去 1年の検査経験がなかったものは全体のうち 68.4％

であった。MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンターのことをあまり知らなかった

人は 42.1％を占めた。 

WEB配布かつ ID連結の同意を得た 40 名においては、30歳未満が 42.5％を占め、沖

縄県の居住者が 82.5％であった。生涯初の検査経験割合は 22.5％であった。過去 1

年の検査経験がなかったものは全体のうち 62.5％であった。MSM対象の予防啓発やコ

ミュニティセンターのことをあまり知らなかった人は 50.0％を占めた。 

郵送検査の受検利用者では、沖縄県在住者が高く、地域での配布のニーズが示唆さ

れた。初受検者の割合も高く、新規の HIVスクリーニング陽性率 1.3%、梅毒は推定ス

クリーニング陽性率 5.7％であり、感染リスクの高い層にリーチしていることが考え

られる。したがって、陽性になった場合の受診行動の促進への取り組みも重要である

と考える。 

 

 

研究Ⅱ：郵送検査の促進に関する研究 

 

A.研究目的 

先行研究から、HIV検査の選択肢を増やすこ

とは、検査行動の促進につながることがいわれ

ている。保健所の HIV 検査は非常に重要である

が、地方都市や平日に保健所に来所できないク

ライアントには時間の都合や距離の遠さから

不便さも伴う。また令和 2 年 2 月からの新型コ

ロナ感染症拡大に伴い、保健所での検査提供は

7 割以上減少となっている。この減少を埋める

ためにも新たな検査機会での補完が急務とな

った。 

そこで、沖縄地域の MSMを対象に、自己採血

の DBS 検体を送付しスクリーニング検査を受

ける郵送検査をコミュニティセンターでの配

布と WEB にて配布を行った。MSMが利用しやす

い HIV・梅毒の検査の選択肢を増やし、期間を

限定して配布し、検査普及における有効性の評

価を行うことを目的とした。 

 

B.研究方法 

コミュニティセンターでは、本検査に関する

説明事項を含むメッセージを mabui の公式 HP

と公式 Twitter等の SNSで配信した。 

また、mabui メンバーをモデルに広報用のポ

スターを制作した。メッセージとして、「今は

外出を控えている！誰にも会わずに検査を受

けたい！自宅や郵便局でキットを受け取りた

い！そんな方は是非、今回の郵送検査キット配
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布会をご利用ください。」と twitter 等で広報

した。 

郵送検査を受ける方法は、１）郵送検査キッ

ト配布の予約をする(メール・電話、コミュニ

ティセンターmabui での受け取りの場合は予

約不要)。２）簡単な検査の説明を受ける。３）

アンケートに答える。４）郵送検査キットを受

け取る。５）自宅で採血。６）郵送する。７）

検査会社のホームページにアクセスして結果

を見る。の 7 段階とした。 

郵送検査キット受け取り希望者はコミュニ

ティセンターに直接来館し、その場でアンケー

ト QR コードを提示し、自分のスマートフォン

から答えてもらい、アンケート回答後にコミュ

ニティセンタースタッフが検査に関して説明

をして、最後に受け渡す方法をとったものもい

たが、今年度は他地域の取り組みを参考に、WEB

での配布も行い、利用も多かった。離島からの

利用者もあり、必要時には郵送を行った。 

 

倫理審査 

本研究は名古屋市立大学看護学部研究倫理

審査委員会に設置された倫理審査委員会によ

り承認を得た。 

 

C.研究結果 

1．郵送検査キットの配布日・概要 

配布期間：2021 年 9 月 21 日〜1 月 31 日のコ

ミュニティセンターオープン日 

 

2．検体の送付状況とアンケートの結果 

総計 148 キットを配布した。アンケートに回

答したものは 130 名であった。また実際に検体

を郵送会社に郵送したものは 117 名(79.1％）

であった。そのうち 92.3％が結果にログイン

していた。HIV 陽性件数は 2 件、梅毒の陽性件

数は 23件（既感染も含む）であった。 

HIV 陽性件数は 2 件、梅毒の陽性件数は 23

件（既感染も含む）であった。検体を郵送した

117名のうち、29 名はアンケート結果との連結

に同意していた。 

郵送検査利用者の属性については、対面配布

かつ ID連結の同意を得た 38名においては、30

歳未満が 23.7％を占め、沖縄県の居住者が

92.1％であった。生涯初の検査経験割合は

18.4％であった。過去 1年の検査経験がなかっ

たものは全体のうち 68.4％であった。MSM対象

の予防啓発やコミュニティセンターのことを

あまり知らなかった人は 42.1％を占めた。 

WEB配布かつ ID連結の同意を得た 40名におい

ては、30 歳未満が 42.5％を占め、沖縄県の居

住者が 82.5％であった。生涯初の検査経験割

合は 22.5％であった。過去 1 年の検査経験が

なかったものは全体のうち 62.5％であった。

MSM 対象の予防啓発やコミュニティセンター

のことをあまり知らなかった人は 50.0％を占

めた。 

 

表 1 郵送検査利用者の概要 

 
 

D.考察 

今年度も新型コロナウイルスの影響が続き、

保健所での HIV検査機会は減少し、定期的に保

健所で検査を受けていた人が、郵送検査キット

を受け取りに来ることがあった。配布数に占め

る利用者割合も 79.1%と昨年度の 54.5%より上

昇した。 

昨年度の課題であったクリニックでの受検

促進との時期を調整しつつ行ったが、クリニッ

ク検査のキャパシティが満たされることが早

く、郵送検査が利用できなかった人への受け皿

となった可能性もある。利用者では若年層の割

合が高く、ネットの親和性の高い層に訴求して

いることが考えられる。WEB での配布、対面配

布でも自己採血が難しかったと回答する人が

3 割程度であり、特に初受検者に対しては丁寧

なオリエンテーションが必要だと考える。 

地域

CBO

コミュニティセンター

a

対面配布数

WEB配布数

b

c

d 108 ( 92.3% )

e 1 ( 0.9% )

f 2 ( 1.7% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 1.5 ( 1.3% )

g 6 ( 5.1% )

h 23 ( 20.7% )

推定 新規陽性者数（新規陽性率）* 5.7 ( 5.1% )

i 78 ( 66.7% )

ｊ 74 ( 63.2% )

ｋ 49 ( 41.9% )

nankr沖縄

沖縄

89

59

148

79.1%

117

mabui

追跡可能者実数；無料ID使用者数（割合 i/c）

事後アンケート回答者数（割合 j/c）

追跡可能な事後アンケート回答者数（割合 k/c）

□ HIV感染症

判定不能者数（割合 e/c）

陽性数（割合 f/c）

□ 梅毒

判定不能者数（割合 g/c）

陽性数（割合 h/c）

* 新規陽性者の推定は、j)追跡可能者実数における既往を除く陽性率をもとに新規陽性率を算

出し、（利用者数-判定不能者数）に乗じて求めた。

** すべての集計より再受検の重複は除いた。事前、事後アンケート調査において年齢・居住

地が不一致な場合も含む。

利用率；配布数に占める利用者数(c/a)

結果確認者数；結果画面のログイン記録（割合 d/c）

抗体検査結果

受検者アンケート回答者数 122

利用者数；郵送検査会社での受付数

配布総数
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企業で郵送検査キットを受け付けた時は、郵

便局留めができたのだが、mabuiの場合は自宅

郵送しかできなかったため、断られることもあ

った。離島や山間部に居住する MSM が行きやす

い拠点を県内でいくつか設定する必要もある。 

郵送検査の受検利用者では、沖縄県在住者が

高く、地域での配布のニーズが示唆された。初

受検者の割合も高く、新規の HIVスクリーニン

グ陽性率 1.3%、梅毒は推定スクリーニング陽

性率 5.7％であり、感染リスクの高い層にリー

チしていることが考えられる。したがって、陽

性になった場合の受診行動の促進への取り組

みも重要であると考える。 

 

E.結論 

沖縄地域の MSMを対象に、自己採血の DBS検

体を送付しスクリーニング検査を受ける郵送

検査をコミュニティセンターでの配布と WEB

にて配布を行った。期間限定の取り組みであっ

たが、感染リスクの高い MSM が利用しやすい

HIV・梅毒の検査の選択肢を増やし、検査行動

の促進につながる可能性が示唆された。 
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表２ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布CBO

nankr沖縄/mabui（沖縄） 44 4.4% 38 7.5% 40 9.7% 10 9.9% 29 10.4% 161 7.0%

検査DATA　採取した月

2021年9月 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% <0.01

2021年10月 9 23.7% 19 47.5% 0 0.0% 10 34.5% 38 32.5%

2021年11月 9 23.7% 10 25.0% 0 0.0% 3 10.3% 22 18.8%

2021年12月 9 23.7% 9 22.5% 5 50.0% 6 20.7% 29 24.8%

2022年1月 11 28.9% 2 5.0% 5 50.0% 10 34.5% 28 23.9%

合計 38 100.0% 40 100.0% 10 100.0% 29 100.0% 117 100.0%

検査DATA　HIV感染症スクリーニング検査結果

初めて陽性と知った 0 0.0% 1 2.5% 1 10.0% 0 0.0% 2 1.7% 0.29

陰性だった 38 100.0% 38 95.0% 9 90.0% 29 100.0% 114 97.4%

判定不能 0 0.0% 1 2.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9%

再罹患 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 38 100.0% 40 100.0% 10 100.0% 29 100.0% 117 100.0%

検査DATA　梅毒抗体検査結果

既往あり 0 0.0% 1 2.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 0.08

初めて陽性と知った 2 5.3% 2 5.0% 1 10.0% 9 31.0% 14 12.0%

陰性だった 30 78.9% 30 75.0% 8 80.0% 19 65.5% 87 74.4%

判定不能 2 5.3% 2 5.0% 1 10.0% 1 3.4% 6 5.1%

再罹患 4 10.5% 5 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 9 7.7%

合計 38 100.0% 40 100.0% 10 100.0% 29 100.0% 117 100.0%

検査DATA　結果閲覧の状況

未読 6 15.8% 0 0.0% 1 10.0% 2 6.9% 9 7.7% 0.07

既読 32 84.2% 40 100.0% 9 90.0% 27 93.1% 108 92.3%

合計 38 100.0% 40 100.0% 10 100.0% 29 100.0% 117 100.0%

年齢階級（10歳区分）

29歳以下 16 36.4% 9 23.7% 17 42.5% 3 30.0% 8 27.6% 53 32.9% 0.26

30-39歳 12 27.3% 13 34.2% 14 35.0% 1 10.0% 9 31.0% 49 30.4%

40-49歳 9 20.5% 14 36.8% 6 15.0% 4 40.0% 6 20.7% 39 24.2%

50-59歳 7 15.9% 2 5.3% 3 7.5% 2 20.0% 6 20.7% 20 12.4%

60歳以上 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 10 100.0% 29 100.0% 161 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布



5 

表３ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 利用者属性 

 

居住地

北海道 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.7% 0.24

東北 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北関東 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東京 2 4.5% 1 2.6% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.8% 4 2.7%

南関東 1 2.3% 1 2.6% 1 2.5% 0 0.0% 0 0.0% 3 2.0%

甲信越 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

北陸 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

東海 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

近畿 1 2.3% 0 0.0% 5 12.5% 0 0.0% 0 0.0% 6 4.1%

中国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

四国 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

九州 2 4.5% 1 2.6% 1 2.5% 0 0.0% 0 0.0% 4 2.7%

沖縄 37 84.1% 35 92.1% 33 82.5% 4 100.0% 18 85.7% 127 86.4%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 9.5% 2 1.4%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 4 100.0% 21 100.0% 147 100.0%

国籍

日本 44 100.0% 36 94.7% 39 97.5% 119 97.5% 0.31

アジア 0 0.0% 2 5.3% 1 2.5% 3 2.5%

欧米 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

【事後アンケート】あなたがお住まいの地域はどのような地域ですか。

中心市街地 11 44.0% 14 58.3% 2 50.0% 10 47.6% 37 50.0% 0.98

郊外住宅地 12 48.0% 8 33.3% 2 50.0% 8 38.1% 30 40.5%

農村地域・漁村地域 0 0.0% 1 4.2% 0 0.0% 1 4.8% 2 2.7%

山間部 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

離島 1 4.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.8% 2 2.7%

無回答 1 4.0% 1 4.2% 0 0.0% 1 4.8% 3 4.1%

合計 25 100.0% 24 100.0% 4 100.0% 21 100.0% 74 100.0%

性別

男性 43 97.7% 38 100.0% 40 100.0% 10 100.0% 29 100.0% 160 99.4% 0.61

女性 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

トランスジェンダー 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 10 100.0% 29 100.0% 161 100.0%

【事後アンケート】あなたはトランスジェンダーですか。

はい 0 0.0% 1 4.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.4% 0.84

いいえ 23 92.0% 22 91.7% 4 100.0% 20 95.2% 69 93.2%

無回答 2 8.0% 1 4.2% 0 0.0% 1 4.8% 4 5.4%

合計 25 100.0% 24 100.0% 4 100.0% 21 100.0% 74 100.0%

居住形態

独居 23 52.3% 17 44.7% 15 37.5% 55 45.1% 0.40

同居 21 47.7% 21 55.3% 25 62.5% 67 54.9%

定住先はない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表４ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 受検行動と商業施設利用、CBO活動認知 

 
 

 

 

 

 

 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 30 68.2% 31 81.6% 31 77.5% 92 75.4% 0.35

ない（今回が初めての検査） 14 31.8% 7 18.4% 9 22.5% 30 24.6%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

今回を除いて、過去1年間にHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか。

ある 14 31.8% 12 31.6% 15 37.5% 41 33.6% 0.82

ない 30 68.2% 26 68.4% 25 62.5% 81 66.4%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去1年の受検場所（複数回答）

保健所 6 13.6% 5 13.2% 7 17.5% 18 14.8% 0.82

病院/クリニック 8 18.2% 4 10.5% 5 12.5% 17 13.9% 0.55

郵送検査 4 9.1% 6 15.8% 7 17.5% 17 13.9% 0.64

その他 3 6.8% 2 5.3% 0 0.0% 5 4.1% 0.38

過去6ヵ月間に、以下の施設を利用しましたか？（複数回答）

ゲイバー 13 29.5% 9 23.7% 14 35.0% 36 29.5% 0.55

ゲイイベント 1 2.3% 2 5.3% 2 5.0% 5 4.1% 0.75

ゲイショップ 0 0.0% 1 2.6% 1 2.5% 2 1.6% 0.56

有料のハッテン場 14 31.8% 9 23.7% 12 30.0% 35 28.7% 0.70

野外のハッテン場 9 20.5% 10 26.3% 11 27.5% 30 24.6% 0.72

いずれもない 18 40.9% 15 39.5% 15 37.5% 48 39.3% 0.95

過去6ヵ月間に、恋人や友達、セックスする相手をさがすために以下のSNSや掲示板を利用しましたか。（複数回答）

Twitter 12 27.3% 8 21.1% 16 40.0% 36 29.5% 0.17

Instagram 3 6.8% 2 5.3% 6 15.0% 11 9.0% 0.26

VERO 4 9.1% 1 2.6% 1 2.5% 6 4.9% 0.28

9monsters 39 88.6% 35 92.1% 33 82.5% 107 87.7% 0.42

Men's Net Japan 2 4.5% 2 5.3% 1 2.5% 5 4.1% 0.81

KO-MENSTV 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 0.41

その他 5 11.4% 3 7.9% 4 10.0% 12 9.8% 0.87

いずれもない 3 6.8% 2 5.3% 5 12.5% 10 8.2% 0.47

過去１年間に、NGOや予防啓発を行う団体が配布している郵送検査キットを受け取って利用したことがありますか。

受け取っていない 42 95.5% 27 71.1% 32 80.0% 101 82.8% 0.06

受け取ったけど、利用していない 0 0.0% 2 5.3% 1 2.5% 3 2.5%

受け取って、利用した 2 4.5% 9 23.7% 7 17.5% 18 14.8%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

あなたは男性同性愛者対象の予防啓発の取り組みやコミュニティセンターを知っていますか。

よく知っている 2 4.5% 13 34.2% 5 12.5% 20 16.4% 0.02

少し知っている 19 43.2% 9 23.7% 15 37.5% 43 35.2%

あまり知らない 16 36.4% 13 34.2% 14 35.0% 43 35.2%

全く知らない 7 15.9% 3 7.9% 6 15.0% 16 13.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表５ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動① 

 
 

 

過去6ヵ月間に男性とセックスをしたことがありますか？

ある 41 93.2% 37 97.4% 39 97.5% 117 95.9% 0.52

ない 3 6.8% 1 2.6% 1 2.5% 5 4.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスをした相手は、以下のどれにあてはまりますか？（複数回答）

彼氏や恋人 10 22.7% 10 26.3% 9 22.5% 29 23.8% 0.83

友達やセクフレ 23 52.3% 20 52.6% 22 55.0% 65 53.3% 0.85

その場限りの相手 26 59.1% 27 71.1% 23 57.5% 76 62.3% 0.55

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

過去6ヵ月間に、インターネットやSNS、アプリを使って出会った人とセックスをしたことがありますか。

ある 38 86.4% 30 78.9% 31 77.5% 99 81.1% 0.35

ない 3 6.8% 7 18.4% 8 20.0% 18 14.8%

過去6ヶ月間にない 3 6.8% 1 2.6% 1 2.5% 5 4.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間に、ハッテン場でセックスをしたことがありますか。

ある 13 29.5% 14 36.8% 15 37.5% 42 34.4% 0.78

ない 28 63.6% 23 60.5% 24 60.0% 75 61.5%

過去6ヶ月間にない 3 6.8% 1 2.6% 1 2.5% 5 4.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間に、複数人（3人以上）で同時にセックスをしたことがありますか。

ある 11 25.0% 6 15.8% 6 15.0% 23 18.9% 0.50

ない 30 68.2% 31 81.6% 33 82.5% 94 77.0%

過去6ヶ月間にない 3 6.8% 1 2.6% 1 2.5% 5 4.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間に、相手にお金を払ってセックスをしたことがありますか。

ある 2 4.5% 1 2.6% 5 12.5% 8 6.6% 0.31

ない 39 88.6% 36 94.7% 34 85.0% 109 89.3%

過去6ヶ月間にない 3 6.8% 1 2.6% 1 2.5% 5 4.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間に、相手からお金をもらってセックスをしたことがありますか。

ある 3 6.8% 0 0.0% 3 7.5% 6 4.9% 0.37

ない 38 86.4% 37 97.4% 36 90.0% 111 91.0%

過去6ヶ月間にない 3 6.8% 1 2.6% 1 2.5% 5 4.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間に、セックスのときにドラッグを使用したことがありますか。

ある 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 0.53

ない 40 90.9% 37 97.4% 39 97.5% 116 95.1%

過去6ヶ月間にない 3 6.8% 1 2.6% 1 2.5% 5 4.1%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間のコンドーム使用状況

非常用 11 25.0% 7 18.4% 5 12.5% 23 18.9% 0.61

常用 24 54.5% 23 60.5% 28 70.0% 75 61.5%

過去6ヶ月間にない 9 20.5% 8 21.1% 7 17.5% 24 19.7%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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表６ 郵送検査キット配布方法と ID の利用状況別 性行動、予防行動②および利用後の状況 

 
 

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」について知っていますか。

とてもよく知っている 241 24.3% 132 25.9% 86 20.8% 459 24.0% 0.02

具体的には知らないが、聞いた 613 61.8% 329 64.5% 259 62.6% 1,201 62.7%

まったく知らない 138 13.9% 49 9.6% 69 16.7% 256 13.4%

合計 992 100.0% 510 100.0% 414 100.0% 1,916 100.0%

「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」に対する使用意図

服薬したくない/どちらかといえば 5 11.4% 10 26.3% 3 7.5% 18 14.8% 0.05

服薬したい/どちらかといえば 39 88.6% 28 73.7% 37 92.5% 104 85.2%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

過去6ヵ月間の「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP,プレップ）」の使用経験

ない 41 93.2% 35 92.1% 37 92.5% 113 92.6% 0.98

ある 3 6.8% 3 7.9% 3 7.5% 9 7.4%

合計 44 100.0% 38 100.0% 40 100.0% 122 100.0%

これまでにかかったことがある性感染症はありますか。（複数回答）

梅毒 9 20.5% 4 10.5% 6 15.0% 19 15.6% 0.46

A型肝炎 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 0.41

B型肝炎 2 4.5% 2 5.3% 3 7.5% 7 5.7% 0.83

C型肝炎 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

クラミジア 7 15.9% 1 2.6% 2 5.0% 10 8.2% 0.06

尖圭コンジローマ 4 9.1% 0 0.0% 4 10.0% 8 6.6% 0.14

淋病 5 11.4% 1 2.6% 2 5.0% 8 6.6% 0.25

HIV感染症 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

赤痢アメーバ 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 0.41

毛じらみ 8 18.2% 11 28.9% 10 25.0% 29 23.8% 0.51

性器ヘルペス 0 0.0% 2 5.3% 1 2.5% 3 2.5% 0.31

その他 1 2.3% 2 5.3% 0 0.0% 3 2.5% 0.32

いずれもない 20 45.5% 21 55.3% 23 57.5% 64 52.5% 0.50

【事後アンケート】この検査キットのプログラムをどこで知りましたか。（複数回答）

アプリ広告で知った 14 56.0% 13 54.2% 2 50.0% 15 71.4% 44 59.5% 0.73

インターネットで知った 2 8.0% 2 8.3% 1 25.0% 5 23.8% 10 13.5% 0.54

コミュニティセンターで知った 9 36.0% 2 8.3% 0 0.0% 1 4.8% 12 16.2% 0.06

ゲイバーで知った 1 4.0% 2 8.3% 0 0.0% 1 4.8% 4 5.4% 0.91

友達から聞いた 3 12.0% 4 16.7% 0 0.0% 1 4.8% 8 10.8% 0.74

その他 0 0.0% 2 8.3% 1 25.0% 0 0.0% 3 4.1% 0.18

【事後アンケート】指先からの採血は簡単でしたか。

簡単だった 15 60.0% 13 54.2% 1 25.0% 14 66.7% 43 58.1% 0.81

どちらでもない 3 12.0% 3 12.5% 1 25.0% 2 9.5% 9 12.2%

難しかった 6 24.0% 7 29.2% 1 25.0% 4 19.0% 18 24.3%

無回答 1 4.0% 1 4.2% 1 25.0% 1 4.8% 4 5.4%

合計 25 100.0% 24 100.0% 4 100.0% 21 100.0% 74 100.0%

【事後アンケート】この検査キットのIDがもらえる「ゆうそう検査アンケート」に回答しましたか。

回答した 25 100.0% 23 95.8% 0 0.0% 17 81.0% 65 87.8% <0.01

していない 0 0.0% 0 0.0% 3 75.0% 2 9.5% 5 6.8%

無回答 0 0.0% 1 4.2% 1 25.0% 2 9.5% 4 5.4%

合計 25 100.0% 24 100.0% 4 100.0% 21 100.0% 74 100.0%

配布方法とIDの利用状況

合計
Pearson

カイ2乗

アンケート

回答のみ

ID使用 ID不使用

対面配布 WEB配布 対面配布 WEB配布
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資料 MSM ALL JAPAN．ミーティングおよび班会議資料 
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令和４年  ３月  ２８日 
 
厚生労働大臣 殿                                                                              

                                   
                               

機関名 大阪青山大学 
 
                      所属研究機関長 職 名 学長                        
                                                               
                              氏 名 久田 敏彦  
 

   次の職員の令和３年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  エイズ対策政策研究事業                                         

２．研究課題名 MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究                                        

３．研究者名  （所属部署・職名） 健康科学部 看護学科 准教授                                 

    （氏名・フリガナ） 塩野 徳史・シオノ サトシ                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ■   □ ■ 大阪青山大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



 
令和 4年 3月 14日 

厚生労働大臣 殿 
 
                              機関名 公立大学法人 名古屋市立大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                              氏 名 郡 健二郎        
 

   次の職員の令和 3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  エイズ対策政策研究事業                             

２．研究課題名  MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究（20HB1006）                            

３．研究者名  （所属部局・職名） 大学院看護学研究科・准教授                                 

    （氏名・フリガナ） 金子典代・カネコ ノリヨ                                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □ 
 

□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  ■   □ ■ 
名古屋市立大学大学院 

看護学研究科 
□ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



 
令和 4年 3月 14日 

厚生労働大臣 殿 
 
                              機関名 川崎医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 福永 仁夫        
 

   次の職員の令和 3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  エイズ対策政策研究事業                             

２．研究課題名  MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究（20HB1006）                            

３．研究者名  （所属部局・職名） 医学部・教授                                 

    （氏名・フリガナ） 和田 秀穂・ワダ ヒデホ                                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □ 
 

□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  ■   □ ■ 
名古屋市立大学大学院 

看護学研究科 
□ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和4年3月30日 
厚生労働大臣 殿                                        

                                                                                              
    
                
                              機関名 国立大学法人琉球大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  西田 睦           
 

   次の職員の令和 3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  エイズ対策政策研究事業                                         

２．研究課題名  MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入に関する研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名）大学院医学研究科・准教授                                  

    （氏名・フリガナ）健山 正男 （タテヤマ マサオ）                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
■   □ ■ 琉球大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 


